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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　序章







　アイリーンの目が覚めたのは、窓の外が明るくなり始めた頃だった。

　寝る前、部屋の空気を入れ替えるために、少し開けたままにしてあった戸の隙すき間まから、涼しいを通り越して、寒いと感じるほどの冷風が部屋の中に入り込んでくる。

　夢うつつで足の先を引っ込めて、掛け布団の中にもぐり込んだアイリーンは、ふと顔を上げた。

　──隣で寝ているあの人は大丈夫かしら。おへそを出したまま寝ていたら風か邪ぜ引いちゃうわ。お布団をかけてあげないと……。

　半分寝ぼけたまま上半身を起こして、右隣を見たアイリーンは、部屋の中に自分ひとりで寝ていたことを思い出した。

　──あ、そうか、そうよね。あの人は今、皇帝陛へい下かや晴せい凛りんくんたちと一いつ緒しよに征せい古こ原げんで戦っているんだわ。何を寝ぼけていたのかしら……。

　再び布団の中に倒れ込んで背中を丸めたアイリーンは、目を閉じて伏ふせ龍たつのことを想った。

　──運うん例れいの街であの人と別れてから、まだ六日しか過ぎていないというのに、なんだか何ヶ月も離れているような気がする。

　あの人を追い掛け回していたときは、離れていることが当たり前だったから、何ともなかった。でも、こうしてあの人と一いつ緒しよになった今は駄だ目めだわ……離れ離れでいることがたまらなく切なくて仕方ない……。

　──あの人は今ごろ何をしているんだろう……そろそろ戦いが始まる頃だわ。そういえば、あの人は運例の街を出るときに言っていた……征せい古こ原げんの決戦は六日後になるだろうって……。

　そこまで考えたとき、アイリーンははっと気がついた。

　六日後って……今日のことじゃない！

　布団の中で目を見開いたアイリーンは、そのまま上半身を起こすと、白く明け始めている窓の外を見た。

　──今、あの人の戦いが始まろうとしているんだ。遠く離れた、あの征古原で……。

　でも……私には何もできない。私はここで、こうして、あの人が無事に帰ってくることを願うことしかできない。

　アイリーンが胸の前で両手を握り締める。そのとき、裏手にある別宅の台所のほうから、犂すき山やまの使用人たちが、朝食の準備のために井戸の水を汲くむ音が、かすかに聞こえてきた。

　毎朝、何気なく聞いているその音を聞いたとき、アイリーンは自分の胸の中がきゅうっと締め付けられるような気がした。

　──一日がいつもと同じように始まって、いつもと同じように動いていく……でも、その日常の中にあの人がいない。

　そのことがこんなにも不安になるなんて……どうしちゃったんだろう……。

　駄目だわ、こんなことを怖がっていたんじゃ、あの人の足手まといになっちゃう。もっとしっかりしなくちゃ。

　──そうよね。日常は大切だわ。今の私がすべきことは、あの人が帰ってきたときに、いつもと同じ暮らしができるように、いつもと同じ日常の中にあの人を迎え入れてあげることだ。

　戦いの日々は終わったのだ。日々の暮らしが戻ってきたんだと、あの人が心の底から思えるような家にしておくことだ。

「……と、なれば、もう寝てなんかいられないわね。布団を片付けて、朝ご飯はんの用意をしなくちゃ！」

　アイリーンが自分にそう言い聞かせるように独り言をつぶやいて、勢いよく布団を跳はね除のけた、そのとき。

　ばさっ！

　という音が部屋の片隅から聞こえた。

　見ると、衣い桁こうに掛けてあった、伏ふせ龍たつの着物が床に落ちていた。

　──おかしいわね、風も無いのに……。

　アイリーンはそんなことを考えながら、起き上がって、伏ふせ龍たつの着物を掛け直した。

　寝巻きから普段着に着替えたアイリーンが台所にやってくると、そこでは犂すき山やまの使用人たちが朝食の用意を始めていた。

　朝食は「お粥かゆ」が定番、というのが帝国の食文化である。

　一度炊飯した白米を煮て作る手軽なお粥ではない。米の状態からたっぷりの水の中で米の粒が形を失うまで……俗に『米の花が咲く』と言われるまで煮込んで作るお粥である。

　一見すると単純だが実に手間をかけた献こん立だてなのだ。

　かまどに載った粥の鍋なべから立ち昇る白い湯気の中に、料理人が小さく刻んだ肌色の食材を入れると、台所の中に海産物の香りが広がった。

「今日のお粥は、干し貝柱入り？」

　アイリーンが聞くと、料理人はにっこり笑ってうなずいた。

「はい、今頃の季節は朝晩めっきり涼しくなって深く眠れるようになるのですが、それは身体からだに溜たまった夏の疲れのせいでもあるのです。胃腸に負担をかけずに滋じ養ようのあるものを食べるのが一番です」

「さすがは医食同源ね」

　アイリーンがそう言って笑ったとき、使用人の若い女が真っ青さおな顔でアイリーンの前にやってきた。

「アイリーンさま。申し訳ありません……ちょっと困ったことが……」

「どうしたの？」

「それが……伏龍様の……」

　アイリーンの表情から微笑が消えた。

「あの人に……何か？」

「日頃から十分気をつけていたのですが、今日の朝起きて台所に立ちましたところ、食器棚の中でこれが……」

　そう言って使用人の女が差し出したのは、真っ二つに割れた湯ゆ吞のみだった。

　アイリーンには、その湯吞みの色と柄に見覚えがあった。それは伏龍が気に入って、仕事の後などに、いつもお茶を入れて飲んでいたものだった。

　若い使用人は泣きそうな顔で言った。

「手が滑すべって落としたわけではありません。信じられないかもしれませんが、本当に今け朝さ見たら食器棚の中で割れていたんです……」

「そ……そう、なんだ……」

　目を見開いて、割れた伏龍の湯吞みを凝視していたアイリーンは、はっと我に返ると、微笑ほほえんでみせた。

「そんなに恐縮することはないわ、あの人の日頃の扱いが悪かったのよ。乱暴に扱っていたから見えないヒビが入っていて、自然に割れちゃったんだわ、きっと。あなたのせいじゃないから安心して」

「はい、ありがとうございます……」

　若い使用人の女はそう言って、何度も頭を下げて去っていった。




　朝食を終えて、部屋に戻ってきたアイリーンは、そのままじっと考え込んでいた。

　──朝起きたら、あの人の着物が風も無いのに落ちた。台所に行ったら、あの人の湯ゆ吞のみが何もしないのに真っ二つに割れていた……。

「あー、ダメダメ！　変なこと考えちゃ駄だ目め！　偶然！　全部偶然！　そんなことあるわけがないんだから！」

　アイリーンがそう言って、小さく首を振っていると。

　奥の部屋から、がたがたっ！　という物音がした。

　──何かしら？　何かが落ちたみたいな音だったけど……。

　アイリーンは奥の部屋をそっと覗のぞいた。

　そこは伏ふせ龍たつが書斎として使っている部屋で、部屋の中央には大きな文ふみ机づくえが置かれ、部屋の壁際には犂すき山やまの本宅の書庫から借りてきた本などが山積みになっている。

　その、文机の前に敷かれた敷物の上に、四角い板のようなものが落ちていた。

　しゃがみ込んで伸ばしたアイリーンの手が止まった。

　──これって……。

　それは伏龍の書いた建白書の書額だった。

　伏龍が帝都で書いた建白書を読んだ犂山の御隠居が『これぞまさしく国士の書なり！』と褒ほめ称たたえて、職人に額装させ、伏龍に送ったものである。額の裏には犂山の御隠居の裏書と、長ちよう嶺れい帝の御ぎよ名めいと花か押おうが書かれている。

　伏龍はこの額を『俺の家宝だ』と言って書斎に飾っていた。

　アイリーンは書額を取り上げると胸に抱いて、そのままその場にへたり込むように、ぺたん、と座った。

「まったくもう、何なのよ、これ……縁起でもないことばっかり！　まるで、あの人の身に悪いことが起こるのが、当たり前みたいじゃない！」

　アイリーンは半泣きになってつぶやいた後で、伏龍の書いた書額を抱きしめた。

　──これ以上運の悪そうなことが重なったらどうしよう……あの人なら、こんなとき何と言うだろう……。

　鼻で笑い飛ばすだろうか？　それとも慎しん重ちようになるだろうか……。

　いいえ、違うわ。あの人はそのどっちでもない。

　あの人は、誰もが『こうなるだろう』と予想する、その裏をかく。絶対にそのまま受け取ったりしない……。

　アイリーンは小さく目を見開いた。

　──そうよ！　そうだわ！　あの人は裏をかく！　縁起でもないこと、悪い予感がすることがあれば、絶対にその裏をかく！

　だから……心配しないでいいんだ！

　縁起の悪いことや、嫌いやな予感がすることや、不吉の前兆があればあるほど、あの人は無事なんだ！

　アイリーンは顔を上げた。

　さっきの泣き顔は、もうどこにも無かった。

「さあ、次は何かしら？　履はいていた履はき物ものの紐ひもが切れるのかな？　字を書こうとした筆が折れるのかしら。どんな不吉なことが起きるのか、ホント、楽しみだわ！」

　アイリーンは、自分が口にした言葉が強がりだということがわかっていた。

　本当は不安で仕方ないのに、それを無かったことにしたくてたまらない。

　でも、それを口に出すことで、自分の言葉を信じられるような気がした。伏ふせ龍たつが無事に帰ってくることを信じられるような気がした。

「さて、と……この額をしっかり掛け直さないとね！　犂すき山やま様の執事さんに頼めば大丈夫よね！」

　アイリーンは明るい口調でそうつぶやくと、書額を抱かかえて立ち上がった。







　　　第一章「戦闘糧食」







　時間は少し遡さかのぼる。

　延えん声せいの街の犂すき山やまの別宅でアイリーンが目覚めた頃。そこから遠く離れた征せい古こ原げんと呼ばれる平原には、無数の煙が立ち昇っていた。

　俗に朝あさ凪なぎと呼ばれる、この時間帯。ほとんど無風である。

　帝都の南西に広がる征古原は、小こ鉢ばちを伏せたような緩ゆるやかな丘が幾いく重えにも重なる丘陵地帯であり、煙はその丘の中腹を取り巻くように造られた帝国軍の野戦陣地のあちこちから、白い筋のように真っすぐに、まだ夜の気配の色濃く残る群ぐん青じよう色の空に向かってのびている。

　それは、この征古原で最後の陣を張る帝国軍の兵士たちが作ったかまどから立ち昇る煙だった。

　帝国軍では兵士百人ごとにひとつ炊事分隊を置き、百人分の食事を作らせている。つまりひと筋の煙の下に百人の兵士がいる、ということになる。

　北域国軍が合流したこの日の朝、帝国軍陣地から立ち昇る炊事の煙は、五百近くに及んでいた。

　そのいく筋も立ち昇る煙の中に、ひときわ目立つ大きな煙の帯が昇っている場所があった。

　そこは陣地の一番奥にある物資集積所だった。

　土を盛って造られたかまどがずらりと並び、その上には白い湯気を上げている大おお鍋なべがいくつも乗っている。

　鍋の中では、羊肉の塊が入った白はく濁だくした汁物がぐらぐらと煮えている。

　細かくきらきらと光る脂肪の浮いた肉の汁物を、北域国軍の調理兵たちが大きなひしゃくですくって、列を作って待っている各中隊の炊事分隊の大鍋の中に注いでいる。

　炊事分隊の兵士はその肉汁物の入った大鍋と水に浸ひたした雑穀を受け取り、手押し車に積んでそれぞれ自分の所属する部隊の炊事場に持っていき、そこで粥かゆにするのだ。

　汁物を配っている北域国軍の調理兵たちの後ろに詰まれた荷物の箱の上では、腰に手を当てて、仁に王おう立ちしたミーネが叱しつ咤た激げき励れいしていた。

「肉じゃ！　肉を食わねば体力はつかん！　戦いでモノを言うのは体力じゃ！　塩で煮た羊肉の汁物を兵に配るのじゃ！　柔らかくなるまで煮込んだ、でっかい肉の塊を、ごろごろと盛り付けて兵に食わせてやるのじゃ！

　ケチケチするな！　どんどん配ってやれ！　北域王の太っ腹なところを見せ付けてやるのじゃ！」

　その光景を、少し離れたところにある司令部から晴せい凛りんと伏ふせ龍たつ、そして榎えのき耶や将軍たちが見ていた。

「シムールの姫様は肉がお好きのようだな」

　そう言って微笑ほほえんだ榎耶将軍を見て、晴凛はうなずいた。

「ええ、大好きですね……というか、シムールは遊牧民ですから、羊の肉と乳と毛皮が生活の基盤なんです。あの、羊肉を柔らかくなるまで煮た塩味の汁に麵めんを入れたり、挽ひき割り麦を入れて粥かゆにしたものは、ごく普通のシムールの食事なんです」

　晴凛の後ろに立っていた孟もう旗き将軍がうなずいた。

「うむ、わしらも最初は戸惑ったが、慣れてしまえば朝から羊肉の入った粥を食うのも気にならん。シムールは自分たちが馬に乗って長時間移動できるのは、あの肉と脂あぶらの入った塩味の汁を食っているからだ、と信じておるが、実際にあの食事を取り入れたとたん、わしら緑軍の兵士の間で病人が減って、兵士が頑健になった。あの食事は帝国軍にも取り入れるべきかもしれん」

「ほう……それほど違いますか」

　驚く榎耶将軍を見て、孟旗将軍は力強くうなずいた。

「違う、明らかに違う。強兵を作るのは訓練とそして食事だ。兵がいかに戦技に長たけていようとも、軍がまともな食事を与えていなければ、肝心のときに役に立たない。我々は侘タ瑠ル徒ト攻略の際に、それを骨身にしみて理解したのだ」

　榎耶将軍は孟旗将軍の顔を見て、しみじみとつぶやいた。

「貴殿と、再びこうして共に戦える日が来るとは思わなかった……北域討とう伐ばつに失敗し、敵軍に降くだったと聞いたとき、わしは貴殿を裏切り者と呼んで、人々の前で罵ののしった。どうか、わしを許して欲しい」

「いや、許すも何もない。貴殿こそ、この苦しい戦いをよくぞここまで戦ってきた。貴殿の才覚が無ければ、帝都はとうに承しよう安あん軍の暴徒に蹂じゆう躙りんされていたであろう。貴殿の下でこうやって戦えることを、心から嬉うれしく思う」

　帝国において『将軍』という称号は、軍事組織の総司令官を意味する。北域国軍を率いる孟旗将軍は、帝国軍の指揮官である榎耶将軍の指揮下に入ることを宣し、自分を孟旗中将と呼ぶように告げた。

　この臨時の階級と指揮権は、即座に長ちよう嶺れい帝の承認を受けた。

　とはいえ、皇帝の勅ちよく認にんは長嶺帝と帝国軍の軍務の間で行われただけで、身分の復活や待遇の決定は後になって正式に書類ができてからの話である。

　だが、帝国の裏切り者として軍籍を剝はく奪だつされ、一切の身分を失っていた孟旗中将以下の北域国軍の将兵の身分が正式に帝国軍の軍人として復活したことに違いはない。

　以前と違うのは、孟旗中将の率いる軍団は『北域軍』ではなく『北域国軍』という名称に変わったことである。

　北域国軍は帝国軍であるが、その直接の指揮権は北域を統すべる『北域王』である晴せい凛りんの手にある。

　榎えのき耶や将軍と孟もう旗き中将の会話を傍かたわらで、にこにこ笑って聞いている晴凛を見て、伏ふせ龍たつは思った。

　──こいつは、爺じいさんが二人、昔話に花を咲かせているとしか思ってないんじゃないか？　北域王が行政権、徴税権、直属の軍の指揮権を持つってことは、帝国の国内に別の国ができるようなものだ。

　形としては皇帝に臣しん下かの礼を取るが、中身は独立国と変わらない。

　帝国の歴史において、そんな破格の扱いが認められたのは、虚弱だった二代目の皇帝が血を分けた弟を『南域王』として南域を任せたときだけだ。

　まったくの他人、それも一介の平民が『域王』になったのは、空前絶後のことなんだが、いつもと変わんねえ、のほほんとした顔しやがって。

　そこまで考えたとき、伏龍ははっと気がついた。

　──いや、違う。いつもと変わんないことを責める、俺のほうが間違っているんだ。

　北域王として勅ちよく認にんを受けたのは間違いないが、勅認が役人を通し帝国の正式な律りつ令りようとして公布されていない今の状態は、仮のものでしかない。

　すべては、この戦いが終わってからだ。

　この戦いに勝って、帝国が存続して、初めて晴凛は北域王となる。

　まだ、戦いが始まってもいないうちから『俺様は北域王だぞ』みたいな顔してふんぞり返っていたんじゃ、勝てる戦いも負けるだろう。

　伏龍が胸の中で自分を叱しかったとき、榎耶将軍が伏龍に訊きいた。

「兵に配っているのは生の米と雑穀ではないようだが、あれは何かね？」

「あれは米と雑穀の挽ひき割りを、夕べから水に浸ひたしておいたものです。水に浸してしまうと保存が利きませんが、煮るだけですぐに粥ができます」

「なるほど、時間の短縮になるということか」

　榎耶将軍がうなずいたとき、肉汁を配膳していた調理兵の後ろの箱の上で偉そうに指図していたミーネが、何かに気がついたように箱をぴょん、と飛び降りて、肉汁と米を荷車に積んで戻ろうとした兵士の後を追いかけた。

「おい！　忘れ物じゃ！　肉汁と一いつ緒しよに、そこに積んである、シムールの守りを持っていけ！　ひとり一個だ！　中には赤塩の塊が入っておる。赤塩はシムールの宝じゃ！　力が欲しいと思うときには、この赤塩を口に入れて嚙かみ砕くだくのじゃ！　さすればシムールの神々がお前らに力を与えてくれる！　さあ持っていけ！」

　そう言って赤塩を配るミーネの隣では、シャールが肉汁と米を受け取った炊事兵に、山盛りになった香草をひとつかみずつ配りながら、助言を与えていた。

「羊の肉汁の臭においが気になる方は、ここにある香草を入レて食べさせてくだサい。香草が臭い消しニなりマス」

「シャールも帝国語を話せるようになったのはいいが、話し方がミリンに似ているな」

「はい、ミリンさんに教わっていマすから」

「言っておくが、くれぐれも真ま似ねるのは言葉だけにしろ。ガサツなところとか、暴力的なところを真似てはならんぞ」

「うるさい、大きなお世話デす！」

　後ろからミリンの声がした。

「うにゃあ！」

　ミーネは飛び上がった。

「にゃんで、お前がここにいるのじゃ！　お前は長ちよう嶺れい帝の世話をする紫し芹きんの手伝いに行っていたのではないのか！」

　ミリンは手に持っていた銀の食器をミーネに見せた。

「長嶺帝サまの朝ご飯をいただきに参ったのデす」

　ミーネは目を丸くした。

「どういうことじゃ？　長嶺帝には、司令部の将軍たちの食事を作る専用の料理人が作った料理を出すのではないのか？」
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「ええ、その予定だったのデスが、長ちよう嶺れい帝サまが、これが食べたいと言い出しやがりマして……」

　ミリンの答えを聞いた、調理兵が目を見開いた。

「皇帝陛へい下かが？　本当ですか？」

「はい、兵と同じものを食べる、とノことデす」

　ミリンの答えを聞いた周りの兵士たちの間に、驚きの声とどよめきが起こった。

　配膳の列の先頭で起こったどよめきを聞いて、列に並んだ後方の兵士たちが怪け訝げんな顔で列の先頭を見る。

　前のほうでミリンの言葉を聞いた兵士が耳打ちをすると、その兵士は目を丸くして後ろの兵士にも伝えていく。

「なんだって？　皇帝陛下が俺たちと同じ飯めしを食いたいって？」

「マジかよ！」

「すげえ！　なんだよそれ！」

「こんな皇帝今までいたか？　いるわけねえよ！」

「ちくしょう……朝っぱらから泣かすんじゃねえよ！」

「俺、死んでもいいって、今、本気で思ってる！」

　興奮が伝言のように伝わっていくのが、遠目で見てもわかった。

「あれは……兵は何を騒さわいでいるのだ？」

　榎えのき耶や将軍が怪訝な顔をするのを見て、聡そう凛りんが小さく頭を下げた。

「部下に確認させます」

　その言葉が終わるのと同時に、近この衛え騎兵の伝令が、ぱっと身体からだを翻ひるがえして、司令部を出ていった。

　──命令なしに、意するところを察して動く……打てば響くと言うのは、ああいうのを言うんだろうな。

　近衛騎兵はああいう人材をどこから集めてくるんだろう？　いや、才能だけじゃない。そうなるように、日々訓練しているということなんだろう……近衛騎兵が強い理由がわかる。

　伏ふせ龍たつがそんなことを考えていると、出ていった伝令が戻ってきた。

　聡凛が何も言わずに目で合図すると、伝令はその場に片かた膝ひざをついて、口頭で報告した。

「報告します。配膳の列で兵が声を上げたのは、皇帝陛下におかれましては、本日の朝食の献こん立だてを特製するに及ばず、兵と同じものを食するとおおせられた、とのこと。それを聞いた兵が、喜び騒ぎしものと判明致しました！」

　司令部にいた将軍たちが、一斉に声にならない声を上げた。

「おおう」

「なんと！」

「それは真か！」

　榎えのき耶や将軍が、伏ふせ龍たつのほうをちらり、と見て小声で訊きいた。

「これは……もしや、軍師殿の……」

「いえ、違います。私は何も仕掛けてなどおりません。これはすべて長ちよう嶺れい帝のご意思でございます！」

　慌あわてて首を横に振った伏龍の顔をしばらく見み据すえていた榎耶将軍は、やがて唇くちびるの端にふっと笑いを浮かべて小さく頭を下げた。

「左様でありましたか、これは申し訳ない。他人の意を自在に扱う術すべに長たけた軍師殿ゆえに、疑念を抱いだいた所存。お許しくだされ」

「いえいえ、こちらこそ、そのように買いかぶっていただいて恐縮です。昨晩の夜間巡視も、兵と同じ食事を摂る、というのもすべて、これ、長嶺帝のお考えであります。

　あのお歳としにして、これほどまでに聡そう明めいなご判断。必ずや帝国中ちゆう興こうの祖そとして名が残る名君となられることでしょう」

　伏龍の言葉を聞いた榎耶将軍と孟もう旗き中将は、お互いの顔を見て力強くうなずいた。

「うむ、まさしく！」

「長嶺帝は我が帝国の未来を背負うお方！　今日の戦い、負けるわけにはいかぬ！」

　二人の会話を聞いていた晴せい凛りんは思った。

　──長嶺帝が兵と同じものを食べる、と言い出したのは、間違いなく長嶺帝のご意思だ。それは伏龍さんの仕掛けなんかじゃない。

　もし、それを仕掛けた人間がいるとしたら、それは……エオル王だ。

　あの人は長嶺帝に向かって、こう言った。

『シムールの王は兵と共に戦い、民たみと共に泣き、子と共に笑うのだ』と。

　あの言葉で、エオル王は王の道を長嶺帝に指し示してみせたんだ。

　でも、なぜエオル王はそんなことをしたのだろう。

　シムールにとって帝国は敵だ。帝国の皇帝が正しい道を選び、帝国が強くなるということは、敵が強くなるということだ。

　普通に考えれば、敵が弱体化して崩壊するのを望むことはあっても、敵が強くなることを望むはずがない。

　だが、もし、本当に帝国が崩壊したとしたら、それは本当にシムールの利益になるのだろうか？

　考えてみれば、シムールの人々が毎日食べている小麦粉も、暮らしの中で使われている布や鍋なべなどの日用品も、そのほとんどが帝国で作られたものだ。

　シムールの生活は、帝国の豊かさに支えられている部分がある。エオル王にはそれがわかっているんだ。

　王には国民を豊かにする責任がある。敵は滅ぼせばいい、みたいな短絡的な考えで国を動かしてはならない……。

　エオル王が教えようとしているのは、そういうことなのかもしれない。

　晴せい凛りんがそんなことを考えていると、榎えのき耶や将軍が言った。

「やはりここは、皇帝陛へい下かを見習うべきであろう！　従兵！　あの肉汁と浸ひたした米で粥かゆを作れ！　我々は皇帝陛下から一兵卒まですべて同じものを食べ、志こころざしをひとつにして戦うのだ！」

　榎耶将軍の言葉を聞いた従兵たちは、一礼すると司令部の天幕から出ていった。

　しばらくして、司令部に羊肉の臭においが漂ってきた。

「おう、朝食の用意ができたようだな」

「美う味まそうな匂においだ」

　そう言って嬉うれしそうに笑うのは、孟もう旗き中将と北域国軍の将校たちで、帝国軍の将校たちの中には微び妙みような顔つきの者が何人かいる。

　──羊肉ってのは、特有の匂いがある。北域で暮らしていた連中は食べなれているけど、帝国の連中にはあまりなじみがないのかもしれない。

　晴凛がそんなことを考えているところに、ミーネの元気な声が響いた。

「せいりーん！　朝あさ飯めしを持ってきてやったぞ！」

　ミーネの後ろには、シャールとメンミ、そして湯気を立てる大おお鍋なべを持った従兵たちが続いている。

　従兵たちは机の上に食器を並べ、そこに白い湯気を立てている大鍋から次々に羊肉粥を盛り付けていく。

　ミーネは晴凛を見てにかっと笑うと、手元にあった皿に鍋の中から粥を盛り付け、その上に羊肉の塊をごろっとのせると、いそいそと晴凛の前に持ってきた。

「これはお前の分じゃ」

「ああ、ありがとう」

　シャールが粥を盛って差し出した皿を見て、榎耶将軍が目を見開いた。

「おお、これがシムールの羊肉粥か」

　ミーネは胸を張った。

「そうじゃ！　これが、身体からだに力をつける羊肉粥シヨルギユーチじゃ！　我がシムールは戦いの前にこれを食って、身体に力を蓄たくわえるのじゃ！　さあ食え！　粥は温かいうちに食わんと美味くない！」

「うむ、姫さまの言う通りだな。温かいうちに食おうではないか」

　榎耶将軍の言葉を合図に、居並ぶ将校たちが一斉にさじを手に取った。

　晴凛は目の前にある皿に木で作られたさじを差し込んだ。

　どろっとした白い粥は、思ったよりも濃い。米だけではなく、挽ひき割り小麦が入っているせいだろう。緑色の小さな粒は、細かく刻んだ香草だ。

　ごろっとのっている羊肉にさじを当てると、想像していたような硬さはなく、肉の塊はその繊維にそってほぐれていく。

「おお、思ったよりも柔らかいのだな」

「しっかり煮込んであるのか」

「思ったよりも臭においが気にならんのは、この香草のせいだな」

　粥かゆを口に運んだ将校たちの口から、言葉にならない『おおう……』という低い呟つぶやきがもれた。

　岩塩でじっくり煮込まれた羊肉の汁は、肉だけとは思えない深い味を出している。粥は薄味、という先入観があるが、塩味がしっかりとついている。

　その塩味と肉の旨うまみが溶け込んだ粥は、口に運ぶと、舌の上だけでなく口の中全体に粥の甘みを広げていく。

　ほぐれるまで煮込んだ肉は嚙かむと、さらに細かい肉の繊維を散らし、喉のどを滑すべり降りていく。

　胃にしっかりと溜たまった温かな粥は、そのまま身体からだの隅々に染み込んでいくような気がする。

「おおう、これはまさに滋じ味み！」

「腹に溜まるが、重くない。戦いの前に食べる食事としては理想的だ」

「この、刻んだ香草がいいのだ。臭くさみが消えている」

　シャールが嬉うれしそうにうなずいた。

「帝国の人の好みに合うようニ、香りの高い香草を選びマした。お口に合ったヨうでスネ」

　ミーネも負けじと胸を張る。

「臭いが少ないのは、香草のおかげもあるが、それだけではない。この肉汁に使った羊は、臭みの少ない若い羊じゃ。その新鮮な肉を、シムールの赤塩を入れた大おお鍋なべで、夕べからじっくり煮込んでおるのだ。不ま味ずいわけがなかろう！」

　ミーネの言葉を聞いた伏ふせ龍たつは、しみじみ、とした口調で言った。

「串くしに刺して焼く焼肉といい、この羊肉粥といい、羊肉料理はやっぱりシムールにはかなわないな。食文化の蓄積が違うんだな」

　ミーネは晴凛の顔を覗のぞき込んだ。

「どうだ？　美う味まいであろう？」

「ああ、美お味いしいよ」

「よしよし、では、もっと食え」

　ミーネはそう言うが早いか、いきなり晴凛の皿に粥と肉を盛り付けた。

「朝からこんなに食べられないよ」

　悲鳴にも似た声を上げる晴凛を見て、ミーネは怒ったように言い返した。

「何を言う！　がっつり戦うには、がっつり食べねばならんのだ！　戦いが始まれば、飯めしを食う時間などあるかどうかわからんのだぞ？　粥は腹一杯食っても、すぐにこなれる。身動きできんようなことにはならん！　朝粥を控えると夕足が萎なえる、というのがシムールのことわざにある。朝あさ粥がゆを腹いっぱい食わずに出かけると、夕方まで持たん、という意味じゃ！」

　その言葉を聞いていた伏ふせ龍たつがうなずいた。

「ミーネ姫の言っていることにも一理あるな。確かに粥ってのはすぐに腹が膨ふくれるが、もたれることはない。戦闘中の行動食として餅ビエンを焼かせて配る予定だが、いつ食えるかわからない。食えるときにたっぷり食っておけってのは正解だと思うぞ」

　伏龍の言葉を聞いたミーネは、満面の笑えみを浮かべると、晴せい凛りんに迫せまった。

「ほうれ見ろ、伏龍もああ言っておるではないか。さあ食え！　やれ食え！　もっと食え！」

　助けを求めるように逸そらした晴凛の視線がシャールと合った。

　シャールはにっこり笑って言った。

「はい、お腹なか一杯食べてくださいませ！」

　──駄だ目めだ、逃げられない。

　晴凛は、観念したようにため息をつくと、粥の入った皿にさじを伸ばした。

「うむうむ、それでいいのじゃ」

　ミーネは満足そうにうなずくと、司令部の中を見回した。

「おかわりが欲しい者はおるか？　粥はまだたっぷりあるぞ！」

　若い将校たちから声が上がる。

「ください！」

「もう一杯いただけるならありがたい！」

「よしよし、どんどん食え！　食って力いっぱい戦うのじゃ！」

「薬味の香草もございマす。振りかけて食べると、食が進みマすよ？」

　シャールが刻んだ香草の入っている鉢はちを持って声をかけると、これまたあちこちから手が上がった。

「香草をください」

「俺も少しもらおうかな」

「ハイ！　今お持ちシます！」

　大おお鍋なべをさげた従兵を従えたミーネが羊肉粥を配り、その後ろからシャールとメンミが香草を配っていく。

　その光景を見ていた榎えのき耶や将軍が、小声でつぶやいた。

「戦場に若い娘を連れてくるとは非常識で不釣合いだ、と思っておったが……これはこれでいいものかもしれんな」

　孟もう旗き中ちゆう将しようがうなずいた。

「あの、シムールの姫様たちは、戦場を何とも思っておらんからな。ミーネ姫もシャール姫も、晴凛殿と共に戦うことを当然だと思っておる。そこに、気負いもためらいもない。あの娘たちは人として戦うことの大切さを教えてくれるのだ」

「人として戦う……とは？」

　孟もう旗き中ちゆう将しようは眉まゆを寄せ、辛つらいものを見るような目になって答えた。

「戦場は人を狂わせる。人を鬼にする。鬼になってしまった者が人に戻るには、苦しみが伴ともなう。鬼になってしまった自分を許せなくなるのだ。

　わしはそうやって壊れていった兵を何人も見てきた……人として戦うことを貫くには、強さが必要なのだ。支えが必要なのだ……」

「あの娘たちが、支え、ということか……」

「そう、自分たちには戻る場所がある。戻るべき場所がある。あの娘たちはそれを教えてくれるのだ……あの娘たちは道しるべなのだ」

　榎えのき耶や将軍はしばらく無言だったが、やがて小さくうなずいた。

「うむ、そうだな……人として戦うことの大切さを肝きもに銘めいじなくてはならんな……」

　やがて、全員の食事が終わったのを見計らった榎耶将軍は、ゆっくり、と言った。

「うむ、美味であった。まさしく戦いくさの前に食べるにふさわしい食事。この粥かゆは我らの血肉となり、敵を打ち滅ぼす力となるであろう！」

　将軍の言葉を聞いた将校たちが力強くうなずいた、その頃。最前線の陣地では、兵士たちの歓声が響いていた。

「うぉおお、肉だ肉！」

「見ろよ、こんなでっけえ塊がごろっと！」

「うひゃあ、柔らけえ……こんな風に、手間暇かけて煮た食い物食うのは何日ぶりだ？」

「もしかして、俺たちって、なんだかすげえ贅ぜい沢たくなもの食ってるんじゃねえのか？」

　丘の中腹をぐるりと取り巻くように掘られた塹ざん壕ごうを見下ろす位置に作られた陣地では、安あん西ざい下か尉いの率いる弓きゆう兵へい部隊の兵士たちが車座になって、炊事分隊の作った羊肉粥を食べていた。眼下には、歩ほ兵へいの詰める塹壕陣地と、さらにその前に掘られた深い空掘りが広がっている。この深さ三短里メートル、幅四短里ほどある深い堀は、承しよう安あん軍の歩兵に対する障害であるが、その主目的は騎兵突撃を不可能にするためのものだ。

　──俺たちは、まず、あの堀を越えようとする敵兵に向かって、丘のほぼ頂上に作られたこの弓兵陣地から雨のように矢を降らせる。

　たとえ敵兵が走って突撃してきても、あの堀で足が止まる。止まったところに矢が降ってくるのだから、無事ではすまない。堀を越えた敵は数が減っているはずだ。そいつらをそこの塹壕で待ち構えている歩兵が槍やりで突く。

　目の前の塹壕には、顔なじみの歩兵部隊と新顔の歩兵部隊がそれぞれ輪になって、弓兵部隊と同じように羊肉粥を食べていた。

　──新顔の部隊は、夕べ配置になった北域国軍の連中だな。元は帝国最強と言われた緑軍の兵士だって話だが、どうりで槍の構え方もサマになっているし、鎧よろいもピカピカだ。

　この厚い守りは、そう簡単には抜けない。承しよう安あん軍の連中め、俺たちを昨日と同じと思って攻めてきたら痛い目……どころか死ぬ目に会うことになるぞ。

　羊肉粥かゆの皿を抱かかえてそんなことを考えている安あん西ざい下か尉いに、古参の上等兵がやってきて声をかけた。

「安西下尉は、猫ねこ舌じたでしたっけ？」

「え？　あ、いやそれほどでもないが……」

「だったら、冷めねえうちに食っちまったほうがいいですぜ。羊の脂あぶらは冷めるとすぐに固まっちまいますから」

「ああ、そうか、そうだな……」

　安西下尉はそう答えると、慌あわてて膝ひざの上に置いてあった皿の中の羊肉粥を口に運んだ。

「……美う味まいな、これ……そういえば俺たちが、最後に肉を食ったのはいつだったかな？」

「たしか、あれは光こう来らい川の渡しを渡る前の戦いです。近くの農家から炊事分隊が調達してきた鶏とりを煮て食ったのが最後です」

「ああ、あのときか。筋張って硬くて、ほとんど食うところが無かった……」

　上等兵はうなずいた。

「ええ、生きた鶏ガラみたいな鶏でしたな。久々に、正体のしっかりした食い応えのある肉が食えたんで、若い連中は大喜びです」

　──俺もその若い連中なんだけどな……。

　安西下尉はそんなことを考えながらうなずいた。

「ああ、北域国軍のおかげだ。飯めしもそうだが、矢も弓も、新兵器まで持ってきてくれたんだからな。もう、矢の数を気にしながら戦うこともないし、あの弩いしゆみがあれば、敵が弩きゆう車しやを持ってきても反撃できる！」

　古参の上等兵はにやっと笑った。

「北域国軍が持ってきたのは、飯や装備だけじゃありません。皇帝陛へい下かと、やる気も一いつ緒しよに持ってきました。兵隊があんな風に笑ってるのを見るのは久しぶりでさあ」

「そうだな……ありがたいことだ」

　そう言ってうなずきながら、安西下尉はぼんやり、と考えていた。

　──北域国軍が持ってきたのは……未来ってやつかもしれない。

　安西下尉が、その答えにたどり着いた、そのとき。

　東の地平から姿を見せた太陽の光が、征せい古こ原げんに差し込み、草原の朝あさ露つゆを金色に輝かせた。







　　　第二章「先陣」







　前日の夜、長ちよう陽ようの渡しの河川敷に野営し、部隊の再編成を終えた承しよう安あん軍八万が、征せい古こ原げんに向けて出発したのは、まだ朝の気配が残る、朝の六時を過ぎた頃だった。

　長い隊列を組んで南域街道を北上する承安軍の先せん鋒ぽうは、女ながらに承安軍の将軍となった蔡さい蓮れんが率いる蔡蓮軍一万である。

　隊列の真ん中あたりに、赤い絹の布を何本もたなびかせた旗印を立て、部下の幕僚と共に馬を進ませていた蔡蓮のところに、隊列の前のほうから一頭の馬が戻ってきたのを目ざとく見つけた幕僚のひとりが声を上げた。

「先行して放ってあった斥せつ候こうが戻りました！」

　征古原は丘陵地帯で、小さな丘が幾いく重えにも連なっている。

　丘の勾こう配はいはなだらかで、決して険しくはないが、重なった丘のその向こうを見通すことは難しい。

　蔡蓮は部隊に先行して何人もの斥候を放っていた。そのひとりが戻ってきたのだ。

　斥候は下か尉いの階級章をつけた若い男だった。

　蔡蓮の前までやってきた若い男は、一礼して叫さけぶように言った。

「報告！　帝国軍は丘の稜りよう線せん沿いに、緩ゆるやかに弧こを描えがく形で塹ざん壕ごう陣地を構築しとります。塹壕は正面で二線、側面で一線を確認しました！」

　蔡蓮は大おお仰ぎように芝居がかった口調で答えた。

「将校斥候の役目、ご苦労である！」

　別にそんな言い方をしなくてもいいのだが、これにはわけがある。

　承安軍は軍と名がついているが、実態は寄せ集めである。兵士の中に軍人として正式の訓練を受けた者は、ほとんどいない。

　最初の頃は兵役の経験者を臨時の将校に任じて、その下に未経験の食い詰めた若者や、仕事にあぶれた若者を兵士として配置し前線部隊を編成していた。だが、帝国軍との戦いが続く中で前線指揮をする将校役の兵士が次々に戦死してしまったため、仕方なしに、まったく軍隊の経験のない者を下級将校として部隊編成をしなくてはならない羽目に陥おちいったのだ。

　軍隊経験のない人間が知っている軍隊とは、架空の軍、つまり芝居や物語の中に登場する軍隊である。

　一から軍の知識を教え込むよりも、すでに知っている軍隊の知識の上に軍人として必要なことを教え込んだほうが早い。というわけで、各部隊の指揮官に対し、なるべく芝居がかった口調や仕草で指揮をするようにという命令が、軍師である崇すう鳳ほうから出ていたのである。

　斥せつ候こうの下か尉いから報告を聞いた蔡さい蓮れんは、眉まゆをひそめて訊きいた。

「そいつは結構厄やつ介かいな陣地だね。迂う回かいはできそうかい？」

　下尉は首を振った。

「いえ、地形をうまく使った縄なわ張ばりになっとります。迂回しても、丘が迫せまって部隊を展開させる広さがありません。そこまでやるんなら、いっそ征せい古こ原げんをぐるりと迂回して帝都を直接狙ねらう手もありますが……」

「後方に三万の敵を残して帝都を包囲かい？　ぞっとしないねぇ……やっぱり陣地正面に当たるしかないか……」

　眉をひそめて、顎あごを押さえる蔡蓮を見て、下尉が答えた。

「それなんですが……ちょいと気になったことがありまして」

「ほう、何か気がついたのかい？　言ってみな」

　承しよう安あん軍は平均してみれば兵の練度は低い。新兵はすぐ死ぬからだ。だが、二ヶ月あまりの濃密な戦闘経験を積んで、なおも生き残った兵の質は悪くない。蔡蓮に報告している下尉も、生き残った兵の中から昇進した野戦任官の将校である。

「これは、明け方に前線で偵察しとった兵に聞いたんですが、今け朝さの炊事の煙、えらいぎょうさん増えとったそうです」

　下尉の言葉を聞いた蔡蓮は、ああ、そのことか、という風にうなずくと笑ってみせた。

「そのことなら心配ないよ。駄だ肉にく軍師から本陣を出る前に聞いたよ。炊事の煙だけが多いのに、旗の数が増えてないから欺ぎ瞞まんだってさ。増援の兵が多いように見せかけて、こっちの出鼻をくじくためだってね」

　炊事の煙を増やすことはその場でできるが、軍旗を増やすのは難しい。承しよう安あん軍の旗のように、適当に墨すみで文字を書いただけの急造の旗と違い、帝国の連隊旗は金銀の糸をふんだんに使い、刺し繡しゆうで文字を縫い込んだきらびやかなもので、作るには金と手間がかかる。

「駄肉？　ああ、仮面軍師のことですか。なるほど、確かにそういう見方もあり……ですわな……」

　奥歯にものが挟はさまったような微び妙みような部下の口調に気がついた蔡蓮は眉をひそめた。

「……違うってのかい？」

「へい、どうも、こう……昨日までの感じとは違うんですわ。全体に……滾たぎってるっちゅう感じがあるんですわ」

「滾ってる？」

「帝国軍の塹ざん壕ごう陣地全体は静かですけど、やる気に満ちてます。そうでんな、最初に温うん蕉しようで戦っていた頃の帝国軍に近い感じがあります」

　下尉の言葉を聞いた蔡蓮は再び顎を撫なでた。渡河点の戦いで〝銀しろがね〟の泉せん野や聡そう凛りんに殴なぐられた衝撃で、今も顎あごが少しがたついている。

「ふむ……温うん蕉しようで当たったときの帝国軍は、殴なぐったらその手が痛いってくらい手て強ごわい相手だったね。それと同じくらいのやる気を見せてるってのは、確かにおかしいけど……そりゃあアレじゃないかい？　帝都を背中にして、もう後がないってんでやる気が甦よみがえったんだ」

「へい、そうとも考えられます」

「わかった、ご苦労だった！」

　蔡さい蓮れんは大きくうなずくと、周りにいる幹部に向かって言った。

「隊列を止める！　小休止だ！　その間に隊長連中を集めな！　今の斥せつ候こうの情報を基もとに作戦を立てるよ！」

「了解！」

　司令部付けの伝令が、隊列の前と後ろに向かって走り去っていった。

　やがて、隊列が止まり、司令部に各部隊の指揮官が集まってきた。多くは、渡河戦からの部下である。まだ顔と名前が一致しない者も多い。

　蔡蓮は指揮官に向かって斥候が偵察してきた情報を伝え、最後に目的を述べた。

「要するに、あたしらの役目は、塹ざん壕ごう陣地に実際に当たってみて、弱いところを探さぐることだ」

　顔なじみの指揮官が手を上げて答えた。

「弱いところがあったら、どうします？　探るだけでいいんですかい？」

　蔡蓮はにやり、と笑った。

「愚ぐ問もんだね。そのまま突っ込みな。罠わなかどうかは気にしなくていい」

　指揮官たちは、どっと笑った。

　威力偵察が任務の蔡蓮の先せん鋒ぽう軍には、特に戦意の高い将校と兵を集めてある。この部隊の任務は、いわば一番に蜂はちの巣を突つつくことである。臆病な指揮官には務まらない。

「行けそうなら、帝都まで行っちまってもいいよ。帝都に一番乗りした部隊は、略りやく奪だつした後の分配も一番手だよ」

　蔡蓮の言葉に、指揮官たちは再度沸わいた。

「おお！」

「そらええわ、分け前の一番手か」

「わし、母ちゃんに宮女のベベやったる！」

「いやわしは中身のほうがエエのお」

「このスケベが！」

　男たちが歯をむき出しにして下品な笑いをかわすのを見て、蔡蓮は小さくうなずいた。

　──これこれ、こうでなくちゃ先鋒は務まらない。やる気を出すには欲を出させるに限るね。

　蔡蓮の思惑は当たっている。

　先鋒軍の高い士気を支えているのは、何と言っても略奪品の分配だ。

　承しよう安あん軍には、初戦の温うん蕉しようの戦いで、騎兵部隊が略りやく奪だつのために部隊を分散させていたところを逆襲されて大敗したという苦い経験がある。現在は、崇すう鳳ほうによる指導で略奪は専門の後続部隊が行い、それを武ぶ勲くんに応じて分配するという方法が取られている。

　もっとも、そうは言っても略奪をすべて禁じることは無理であるため、懐ふところに入る程度の品の略奪は許可されているが、行軍を妨さまたげるような行為には厳罰が下される。

　蔡さい蓮れんは指揮官たちに向かって言った。

「わかったかい？　わかったら、兵のケツたたきな！　戦いが終わった後、故郷にお宝を持ち帰りたかったら、ここが最後の機会だってね！」

「おお、そうや！」

「これで最後やな。帝都行ったらそこでわしらの勝ちや」

「あとは田舎に帰るだけやからな。武功上げる機会もないやろ」

「みんな、気張っていくで！」

　盛り上がる部下を見て、蔡蓮は満足そうにうなずいた。

　帝国軍が帝都を守るために滾たぎっているというなら、承安軍は帝都を略奪するために漲みなぎっている。

　士気が同じならば、あとは単純な力学である。塹ざん壕ごう陣地によって帝国軍は兵数以上の戦力を持っているが、それは同時に塹壕陣地さえ崩せば、戦力が一気に低下することも意味している。

　崇鳳がこの日のために立てた作戦は、承安軍に合わせた単純で実行がたやすく、なおかつ効果的なものだった。

　蔡蓮は長ちよう陽ようの渡しの早朝の軍議で配られた作戦命令書を開いた。

　崇鳳の手書きで、彼ひ我がの陣地や地形と合わせて、細かな作戦指示が注釈入りでみっちりと書いてある。

　正規の軍事訓練を受けていない承安軍の指揮官が相手では、命令書も変則的になる。わかりやすく、単純に、絶対に大事だという作戦の中核部分は朱しゆ文字で書くのだ。

　そして、蔡蓮の開いた命令書には朱書きでくっきりとこう書いてあった。

『一箇所でいいから崩せ』

　──確かに、崩したところに兵を突入させることができれば、それで私らの勝ちだ。

　あそこより後方に予備陣地のない塹壕陣地は崩れる。

　もし突破した部隊が予備隊によって封じられても結果的に左さ右ゆう両りよう翼よくが弱くなれば、そちらを攻めればいい……駄だ肉にく軍師にしちゃ、真っ当だね。

　蔡蓮が納得したようにうなずくと、命令書を畳んで懐に入れる。すると、後方の本陣で、部隊前進を告げる太たい鼓こが、どどん！　と打ち鳴らされた。

「よぉし！　野郎ども！　前進だよ！」

　ずん、と、一万の兵が一斉に足を踏ふみ出した振動が、馬を通して蔡蓮に伝わった。

　この戦いに勝てば、天下が手に入る。その思いが兵のひとりひとりを煽あおっている。

　今け朝さばかりは兵を叱しつ咤たする必要はない。欲望が兵を突き動かすのだ。

　やがて、蔡さい蓮れんの部隊の前に帝国軍の塹ざん壕ごう陣地が見えてきた。

　帝国軍は、長ちよう陽ようの渡しから帝都に向かう街道を左右から挟はさむ位置にある丘を利用して、その両側を繫つなぐように塹壕を掘って陣地を構築していた。

　左右の丘の奥には帝国軍の本陣があるのだろう。遠くに何本もの将旗が翻ひるがえり、その下に丸太で作られた砦とりでのような建造物が見える。

　丘を見渡した蔡蓮は、顔をしかめた。

　──くそ、何だかんだ言ってもさすがは帝国軍だね。実に嫌いやなところに陣地を作ってやがる。

　迂う回かいできないとなれば、正面を突くしかない。正面の塹壕の前の堀。あいつが癖くせ者ものだ。堀を越えようとすればあの左右の丘の陣地から、そこに向かって矢が降ってくるって寸法だね。

　矢を盾たてで防ぎながら何としてでもあの塹壕に取り付くしかないってことか……。

　まあいい。あちこち突つついて、弱いところを探すのが私らの仕事だ！

　やがて、大きな厚い板で作られた盾たてを持った兵を先頭に、蔡蓮の部隊が堀の手前に到達した。

　遠矢の範囲内だが、矢を射いてくる様子は見られない。

　──やっぱりだ。帝国軍は矢が足りない。もっと引き寄せてから、一気に射てくるつもりだ。

　ならば、今のうちに寄れるだけ寄せてやれ！

　蔡蓮は信号係に合図を出した。

「じゃーん！　じゃーん！　じゃーん！」

　ドラの音が戦場に鳴り響く。

　先陣の兵士が盾を立てて簡易防壁を作り、その間を後続の兵が堀を渡るためのはしごを持ってくる。

「よし、行ったれーっ！」

　準備ができたと見た承しよう安あん軍の前線指揮官が剣を振り上げ、橋の代わりにしたはしごの上を走り出した。

　そのとき、正面の塹壕陣地から、びん！　びん！　びん！　という弓弦ゆづるの弾はじける音が連続して響いた。

「矢が来るでぇ！　盾や！　盾を構えぃっ！」

　だが、その命令を言い終わるのとほぼ同時に、前線指揮官に一本、二本と矢が突き立った。悲鳴すら上げられずに前線指揮官は堀の中に落ちた。しかし、後続の兵は止まらない。後ろから押されるようにしてはしごを橋にして駆かけ抜けようとする。

　そこに、またもや狙ねらいすました矢が飛ぶ。

　堀を越えることもできぬまま、はしごの上から次々に兵士が堀に転げ落ちる。

　それを見て、後に続く兵の動きが乱れる。隊列を組み直そうとするが、命令を下す前線指揮官が死んだために、もたもたと動いているところに、さらに狙ねらいすました矢が襲い掛かる。

　はしごを渡ろうとした最初の部隊は、あっという間に全滅した。

「ちっ。指揮官を狙そ撃げきかい。今の矢、どこからか見た者はいるか！」

「はい。そこのちょっと出っ張った岩の上からです。泥で汚した天幕で擬装して、弓きゆう兵へいを隠しています。数はわかりません」

　蔡さい蓮れんの右側にいた兵が答える。蔡蓮は自分の周囲に目のいい兵を集めて囲ませていた。彼らの役目はどこで何が起きているかを観測し、蔡蓮に伝えることだ。

「よく見た！　しっかり頼むよ」

　答えた兵の肩を、蔡蓮が叩たたいた。前線指揮官を狙い撃うちした射手がいるということは、二つの意味がある。ひとつは、そこが塹ざん壕ごうを突破するのに適した場所であるということ。だからこそ、阻そ止しするために狙撃の工夫をしている。もうひとつは、狙撃兵を何とかしない限り、前進できないということ。

「弩きゆう車しやを出しな！　あそこに隠れた狙撃兵に、ぶっといのを喰くらわせてやるんだよ！」

　兵に押されてがらがらと弩車が前に出る。

　蔡蓮の部隊には優先的に弩車が配置されていた。その数、十二両。攻城用の弩いしゆみから、巨大な矢を高速で飛ばす支援兵器だ。積み上げただけの土ど囊のうや、板いた塀べいであればあっさりと貫通する威力がある。

　弩車の弩は、帝国軍の塹壕陣地の弓では届かない後方から矢を放った。

　ぶおん！　という低い音と共に弩車から撃ち出された槍やりほどもある太い矢は、承しよう安あん兵の頭の上を跳とび越して、射手の隠れる狙撃点に命中した。

　身を隠すために立てた板と、その上から擬装用に掛けられた天幕が太矢に破壊されて、宙に舞った。

　弩車の太い矢は、擬装用の天幕と板ごと、後ろにいた帝国軍の弓兵を貫いていた。

　射手が沈ちん黙もくしたのを見て、蔡蓮が命令を下す。

「よし、前進！　今度こそ突破するよ！　狙撃手をやっつければ、もう恐いものなんかない！　今のあたしらにとって恐いのは、借金取りと幽ゆう霊れいくらいのものだけど、借金は踏ふみ倒せばいいし、幽霊は昼間は出てこないからね！」

　蔡蓮の軽口に、周囲の兵が笑う。

　指揮官の冗談には、面白くなくても笑うのが兵だ。阿あ諛ゆ追つい従しようではない。笑い声を出すことで、戦意の糸が切れないようにするための生存術である。

　つまらない冗談に笑える余裕がある間は、自分の中の余裕を信じることができる。

「ようし、はしごを増やしな！　右う翼よくと左さ翼よく同時にはしごをかけて渡るよ！」

　蔡蓮はそう言うと、帝国軍陣地をにらんだ。堀を挟はさんだ向こう側にもおそらく、軽口を叩たたく指揮官と、それを受けて笑う兵がいるはずだった。




　戦線中央、双子丘陣地と呼ばれる中央陣地群の一角では、安あん西ざい下か尉いが見渡す限り続く承しよう安あん軍の深い隊列を見ながら、肩をすくめておどけてみせた。

「やれやれ、緩かん斜しや面めんになっていて見晴らしがいいのも考えものだな。まったくもって、おっかない眺ながめだ。そうは思わんか？」

　話を振られた古参兵が笑って答える。

「北域国軍が矢をたんまり持ってきてくれてよかったですな。矢無しの弓弦ゆづるの音で祓はらえるのは、悪あく霊りようだけですから」

　皇帝の着陣、そしてシムールと北域国軍の参戦で気分が高こう揚ようしている兵士たちは、上官の芝居がかったやりとりに、白い歯を見せて笑った。

「へっ、あいつらは悪霊みたいなもんですよ。生きてても、死んでるようなもんだ」

「シムールの赤塩を見せたら、びびって消えるんじゃないですかね」

　兵士のひとりが、首からぶらさげたお守りに入れた赤塩を振ってみせる。食事の後、全員に指先大の赤塩が、ひと欠片かけらずつ配られていた。

　その様子を見て、安西下尉は赤塩を配る馬車の上に仁に王おう立ちして帝国語で叫さけぶシムールの少女を思い出した。

「我がシムールが勇猛果か敢かんに戦えるは、すべてこのシムールの宝たる赤塩のおかげ！　汝なんじらにもこの〝霊れい魂こんあらかた〟な赤塩を分けて進ぜよう！」

　むふー、と鼻息も荒く平らな胸を張る少女が面白く。

「おいチビちゃん、〝霊験あらたか〟じゃないのか？」

　言い間違いを指摘されて顔を真っ赤にしてうろたえ騒さわぐ様子がおかしくて。兵へ向けた演技ではなく笑ってしまった自分に、安西下尉は新鮮なものを感じていた。

　──こんな自然に笑えたのは久しぶりだ。森しん厳げん中ちゆう尉いがおられた頃は、もうちょっと笑えていた気がする。

　安西下尉は胸に手をやり、亡くなった森厳中尉から受け継いだ略りやく綬じゆを撫なでた。これを受け取ったときから、安西下尉は何よりもまず兵に自分の姿がどう映るかを考えるように過ごしてきた。指揮官としての自分を演じ続けてきた。

　──この戦いに勝てば、この略綬を森厳中尉に返す道が見えてくる。頑張らなければな。

　安西下尉は近づいてくる承安軍先せん鋒ぽうの動きに注意を向けた。

　──俺たちに与えられた任務は、ひたすら耐えることだ。はしごを渡してちまちまと堀を乗り越える、なんて単調なやり方にこだわってくれれば、一日でも二日でも耐えられるんだがな……。

　そんなことを考えていると、目の前の承安兵が動き始めた。

　第二波ははしごを増やして、左右両側から堀を乗り越えるつもりらしい。

「弓きゆう隊たい、構えっ！」

　安あん西ざい下か尉いが号令すると、まるで一本の糸に繫つながれたかのように、兵の腕が一斉に上がった。ぎりぎり、と空に向けて弓を引き絞しぼる。

　安西下尉は敵味方の距離と、敵の移動速度を測る。

　──まだだ。まだ早い。

　堀を渡り始めるその瞬しゆん間かんに矢が降り注ぐようにしなくては……。

　目に見える承しよう安あん兵の動きと、脳内に思い浮かべた矢の落ちる未来位置が重なったそのとき、安西下尉が叫さけんだ。

「放てぇっ！」

　ばしゅっ！

　矢羽根が空気を切り裂く音と共に、何十本もの矢が空高く舞い上がった。

　その矢の軌き跡せきが放物線を描えがいて落下し始める前に、安西下尉は再び叫んだ。

「二の矢、放てぇっ！」

　弓きゆう兵へいたちは、先ほどとほとんど変わらぬ高さに弓を構え、矢を放った。

　二の矢が放たれたとき、重力の加速を得た一の矢が安西下尉の狙ねらい通り、はしごを渡り始めた先頭集団の真上に降り注いだ。

　盾たてを正面に構えていた承安軍の兵士は、慌あわてて盾を頭上にかざしたが遅かった。

「うぎゃああああ！」

「ひええええ！」

「盾は上や上！　矢は上から降ってきよるんじゃ！」

　悲鳴と怒号が、堀の周囲に渦うず巻まく中、はしごを渡り始めていた兵は、そのまま次々に堀の中に転げ落ちていく。

　続いて二射。三射。四射まで射いたところで安西下尉は射撃をやめさせた。

　承安軍の進撃が止まったのだ。

　丘の中腹にある弓きゆう兵へい陣地から、承安軍を見ていた古参兵が訊きいた。

「敵は進撃を止めましたね」

「ああ、これ以上同じところに兵隊を突っ込ませても犠牲が出るだけで、あの堀を渡ることはできない、と判断したんだろうな」

「次はどんな手できますかね？」

「お前が承安軍の指揮官ならどうする？　どうやってあの堀を越える？」

「そうですね……」

　古参兵は無ぶ精しよう髭ひげの生えた顎あごに手を当てて考え込んだ。

「私が思うに、はしごの数が足りませんな。小手調べのつもりでしょうが、一本や二本のはしごでは、堀を渡れる人数にも限りがあります。攻めるつもりならはしごの数を増やし、もっと大人数で一気に堀を渡ります。

　こちらの矢の数よりも渡る人数が多ければ、矢に当たらずに堀を越えることができる者が必ず出てきます」

「俺もそう思う……そしてお前も俺も思いつくようなことは、向こうも思いつくってことだ」

　安あん西ざい下か尉いはそう言ってうなずくと、眼下に見える承しよう安あん軍の兵士の群れを指差した。

　承安軍の隊列の後方から、順繰りに手から手に渡す形で二十本近いはしごが送られてくるのが見えた。

「どうします？」

「俺たち弓きゆう兵へい部隊が一回で射いることのできる矢の数は限られている。ならば、速射を繰り返して、途切れることなく矢を降らせるしかない。北域国軍が持ってきてくれた矢を、思う存分射てやろう！」

「了解しました！」

　古参兵はそう言って敬礼すると、部下のところに走っていった。

　安西下尉は、堀の手前にはしごを並べ、突撃の命令を待つ承安兵の群れを見下ろして思った。

　──あいつらも、あいつらを指揮している指揮官も、戦意は高い。

　あの堀を無力化すれば、後ご詰づめの大軍をいくらでも送り込める、ということを知っている……あいつらは自分たちが数の優位に立っていると思い込んでいる。

　確かに今までは、あいつらのほうが数は上だった。だが、今、その差はほとんどない。

　そして、そのことをあいつらは知らない。

　堀を渡ったその先にある塹ざん壕ごう陣地に、どれほどの兵が待ち構えているか、知ったら驚くぞ……。

　やがて、承安軍の後方から、突撃を命じる合図のドラの音が響いた。

　じゃーん！　じゃーん！　じゃーん！

　その音と共に、承安軍の兵士は、雄たけびを上げて突進してきた。

「うぉおおおおおお！」

「行ったれーぃ！」

「はしごを出せはしごじゃ！　渡れ！　堀を渡ったら、槍やり構えて隊列組んで突撃じゃ！」

　矢の射程に入ったのを見て、安西下尉が叫さけんだ。

「斉射用意！　撃うてッ！」

　帝国軍の弓兵が一斉に矢を放つ。

「第二射より速射開始！　各個に撃て！」

　安西下尉の号令が飛ぶと、弓兵たちはそれぞれに弓を引き始めた。呼吸を合わせる斉射ではなく、各個にできる限り速く矢を射るのである。

　多数の敵が迫せまってきている状況で、最も重要なのは、時間あたりの矢の密度である。

　斉射は一度に矢を降らせることができるが、間隔が空く。矢の降ってこない時間帯が生まれてしまうのだ。

　各個に射いれば、矢の密度は粗あらくなるが、降る矢が止まることはない。

　常に矢が降ってくる空間に飛び込める人間はそう多くない。ためらえば足が止まる。安あん西ざい下か尉いが命じた各個射撃は敵の進撃速度を抑おさえるための戦法だった。

　やむことなく降り注ぐ矢の雨の中を、承しよう安あん兵たちは突撃してきた。

　堀にはしごを並べて渡し、その上を盾たてを持った兵士と、槍やりを持った兵士をひと組にして、降り注ぐ矢を避よけながら堀を渡ってくる。

　盾の隙すき間まを抜けてくる矢を受けて、はしごから堀の底に転がり落ちる兵士は数知れないが、それでも百人近い兵士が堀を渡りきった。

　承安軍の前線指揮官は声を枯からして兵を叱しつ咤たし、先頭集団だけで槍やり衾ぶすまを組ませたが、部隊が分断されたその隊列は、いかにも薄い。

「敵が堀を渡ったぞ！　歩ほ兵へい！　前へ！」

　塹ざん壕ごう陣地に帝国軍の指揮官の命令が響くのと、槍を構えた数百人の帝国歩兵が塹壕を飛び出してくるのは同時だった。

　帝国兵は緊密な隊形を作ったまま、承安兵に向かって緩ゆるやかな斜面を駆かけ下りていく。

　双そう方ほうの部隊が接触するや、たちまち承安軍の隊列は四分五裂。越えたばかりの堀へと押しまくられる。

「敵の半数を渡したところで、これを迎え撃うつ。兵法の基本だな」

　安西下尉が戦況を見定めている間、部下は弓を地面に置いて休息する。

　槍そう兵へい同士がぶつかりあう白兵戦のときには、弓きゆう兵へいの出番はない。敵と味方の隊列が押し合いへし合いしているところに撃ち込んでは味方も傷つけるからだ。

　だが、それはあくまで帝国軍の戦法であり、常識だった。

　承安兵が堀の間際で持ちこたえていると、丸太を組んだやぐらの上から、見張りの兵の声が聞こえた。

「敵後方より弩きゆう車しや出現！」

　帝国軍の陣地の中で、焦あせったような調子で、ドン、ドン、と退ひき太だい鼓こが鳴らされた。

　あと少しで承安軍を堀の中に落せるところまで押していた帝国軍の槍部隊が動きを止め、下がろうとする。

　だが、その後退は間に合わなかった。

　ぶぉん！

　ぶぉん！

　低い矢音と共に、堀の向こう側に進出した十数台の弩車から、槍のような太い矢が帝国軍と承安軍が入り乱れるはしごがかかった地点に撃ち込まれた。

　弩いしゆみは、元々は城壁や扉を打ち壊すための攻城用の兵器である。それが生身の人間が密集している場所に撃うち込まれたのだ。

　分厚い門もん扉ぴでさえ軽くぶち抜く矢を喰くらった人間はひとたまりもなかった。

　悲鳴と怒号の中に赤い血と兵の腕や足が、飛び散るのが見えた。

「くそっ、やりやがった！　やつら味方ごと、こっちの兵隊を皆殺しにするつもりだ！」

　安あん西ざい下か尉いは土ど囊のうの防壁を殴なぐり、吐はき捨てるように叫さけんだ。

　太矢が鎧よろいも盾たても肉体すら貫通し、承しよう安あん兵、帝国兵関係なしに血まみれの肉にく塊かいへと変えていく。

　──くそ！　この味方を撃つ危険をあえて冒すかどうかが、承安軍と帝国軍の違いか！

　安西下尉は部下の弓きゆう兵へいに声をかけた。

「弩いしゆみには弩だ！　埜の瓶びん、こっちも弩を使うぞ！」

「はいっ！」

　安西下尉の部下で一番の弓の使い手である埜瓶はそう答えると、彼らが受け持つ、防壁の一角に丸くせり出した射座へ向かって走った。

　そこは、左右に広く射界を取ることができる絶好の射座であり、本来は塹ざん壕ごうが突破され敵が迫せまったときに最後の抵抗をするための場所だった。

「こいつは大きいので、少し死角ができますが、大丈夫です、撃てます！」

　北域国軍が持ち込んだそれは、設置型の大型の弩である。大型と言っても承安軍の弩車に載せられたものよりは、一回りほど小さく、矢も若じやつ干かん細い。

　本来は、北域の城壁にすえつけて、疾しつ走そうするシムール騎兵を狙ねらい撃つために作られたもので、速度のある矢を次々に飛ばすような仕組みになっている。

「狙うのは、弩きゆう車しやか弩だ。できるか？」

　埜瓶は弩の照準を覗き込んでうなずいた。

「はい、何台か、やれそうなやつがあります！」

「頼むぞ！」

「任せてください！」

　埜瓶はそう言ってうなずくと、照準を覗のぞき込んで慎しん重ちように敵の弩車の動きに合わせ、向きを微調整する。そして顔を上げて、陣地の上に掲げてある吹き流しを見て風の動きを読んだ。

　すでに弩に取り付いた兵が両手で車を回し、硬い弦つるは一杯に巻き上げられている。

　少年兵の小しやお白ぱい蓮れんが、少し離れたところで、次の矢を持って待機した。

　埜瓶は弩を固定している留め具を外し、向きをわずかに右に、続いて心もち上に向けた。留め具をはめなおし、引き金に指をそえる。

「撃ちます！」

『す』という言葉が口から出るのと、弦を止めていた引き金が引かれるのは同時だった。

　びんっ！　とも、ぼぅん！　ともつかぬ、重い音を立てて弦が弾はじけ、たわめられた弓が戻る反動で、弩が跳はね上がった。

　放たれた矢は、こちらに側面を向けた一台の弩きゆう車しやの横腹に吸い込まれるように命中した。

　弩車の側面には、盾たてを並べて防壁を作ってあるが、その盾が弾はじけ飛び、空中に跳はね上がった盾の破片が、くるくると宙を舞うのが見えた。

　割れた盾の間から、弩車の中で弩いしゆみを操作していた承しよう安あん兵の血が、ぱっと飛び散ったのが見えた。

「再装そう塡てん、急げ！」

　いつになく鋭い声で埜の瓶びんが言うと、弾かれたように兵が取り付いて弦つるを巻き上げる車を回し始めた。小しやお白ぱい蓮れんが矢を置く。

　矢が命中した弩車の周囲には、わらわらと承安兵が群むらがっていた。よく見ると、車の左右に飛び出している弓が斜めに傾かしいでいるのがわかる。

　どうやら埜瓶の放った矢は、弩を固定する部分に命中したらしい。

　そこへ赤い布を首に巻いた承安軍の女将軍が馬で駆かけつけ、兵に何事かを叱しつ咤たした。

「まずい、弩車の向きを変え始めた」

　安あん西ざい下か尉いは舌打ちした。

　他の弩車に取り付いた兵が、人力で弩車の向きを変えようとしていた。

　──いっそ、あの女将軍に狙ねらいを変更するか。

　だが、女将軍は兵に命令を下すや、みずからは別の弩車を盾にするような位置に馬を走らせた。みずからの命の価値を理解している動きだった。

　──やはり承安軍は将校の技量が上がってきているな。

　基本的に兵は使い捨て。だが、見所のある指揮官にはどんどん仕事をさせて経験を積ませている。昨夜から今け朝さにかけて斥せつ候こう同士の小こ競ぜり合いがあったが、承安軍は将校斥候を積極的に送っていることがそこでわかっている。逆に言えば、帝国軍であれば一般兵でも偵察任務がこなせるが、承安軍の一般兵は偵察をさせても何を見ればいいのか、自分が見たものをどう解釈するべきなのか、それをどう報告するのかがまるでわかっていないのだとも言える。

　──だから、今日の戦いではできるだけ、前線指揮官を狙い撃うつ。

　安西下尉がそのようなことを考えている間に再装塡が終わり、埜瓶が弩の照準を付け直す。

「……」

　今度は無言のまま、埜瓶が引き金を落とした。

　矢は向きを変えようと動く弩車の側面に空いた隙すき間まに飛び込んだ。がくん、と車体が揺ゆれて止まる。

　帝国軍の間から歓声が轟とどろき、承安軍の中から嘆たん声せいが聞こえた。

「よくやったぞ」

　肩を叩たたき合って喜ぶ部下を褒ほめながら、安西下尉は承安軍の様子を窺うかがう。

　承安軍の第二波は弩車によって味方に射殺された兵もいたが、全体としては帝国軍の追撃から逃れて塹ざん壕ごうの向こうに撤退できていた。それでも、視界の中には五百以上の死体が転がっている。帝国軍の損害は十分の一以下だろう。

　しかし、この程度であきらめるような敵でないことは、温うん蕉しようの激戦からずっと前線で戦ってきた安あん西ざい下か尉いには自明のことだった。

　──さて、次はどう出るか……こいつは手の読み合いだな。

　安西下尉がそうつぶやいた、その頃。




「こいつは駄だ目めかい？」

　蔡さい蓮れんの言葉に、承しよう安あん軍の弩きゆう車しや部隊の指揮官は、悔くやしそうにうなずいた。

「ええ、弩いしゆみを固定していた車体の床までぶっ壊されています。弩は修理できますが、発射の反動に車体が耐えられねえと思います」

「仕方ないね、後ろに下げな！」

「はい」

　弩車の指揮官は車の回りにいる部下たちに向かって言った。

「こいつはもう使えねえ！　積んである矢や予備の弦つる、修理用の工具。使えるものは全部降ろせ！」

「へい！」

　弩車にわらわらと群むらがった兵士が、使えそうな部品を次々に降ろし始めた。

「帝国軍のやつらも、後がないこと知ってるから必死なんだ。虎とらの子の弩車をこれ以上壊されるわけにはいかないよ！、あんたらも負けずに気張りや！」

　蔡蓮は部下を叱しつ咤たした。

　その内心には焦あせりがあった。

　──今、こっちを狙そ撃げきした弩はどこから来た？　車体に刺さった矢を見たけど、あれは急造した矢じゃない。えらく丁寧な造りだった。

　矢は消しよう耗もう品ひんだ。帝国軍も、承安軍も、戦いの前に作って倉庫に備蓄しておいた矢はとうに使い果たし、前線や後方で量産した矢を使っているが、品質は酷ひどいものだ。

　前に飛べばいい、というだけのシロモノも多い。

　──なのに……帝国軍が弩で飛ばしてきた矢は、そういうものとは違っていた。

　あれは職人に時間と金を与えて作らせた矢だ。矢羽根の色合いを合わせる余裕があるのは、平時だけだ……あいつらはあの矢をどこから手に入れたんだ？

　しばらく不ふ機き嫌げんな顔で眉み間けんに皺しわを寄せていた蔡蓮だったが、すぐに頭をぶんぶん、と振って、考えを振り払う。

　──ふん、考えるのはあたしの仕事じゃない。そういうめんどくさいことは他人に任せて、あたしはあたしのやるべきことを考えなくちゃいけない。

　蔡さい蓮れんは自分の傍かたわらにいた伝令の男に向き直ると、帝国軍の弩いしゆみの矢を指差した。

「おい、弩きゆう車しやがやられたって報告と一いつ緒しよに、この矢も持ってきな！　こいつを見て考えるのが、駄だ肉にく軍師のお仕事だからね」

「承知しました！」

　帝国軍の矢を持って走り去っていく伝令を見送った蔡蓮は、第三波の攻撃をどのような手順で進めるかに考えを戻した。

　──二回の攻撃は、いずれも相手の防備を探さぐる小手調べに過ぎない。

　合わせて五百以上の兵を失ったが、探りの成果はあった。帝国軍の戦意は高く、士気も旺おう盛せいで、塹ざん壕ごうも防壁もよく考えて造ってある。

　想定していたより損害が大きかった原因は、矢の数だね。

　これまでの戦いでは、帝国軍弓きゆう兵へいの斉射は各部隊、二回から三回が平均。それが今け朝さは四回から五回、多いところでは六回もの矢を一度に放ってきた。

　──撤退に撤退を続けてきた帝国軍に、なぜこれほどまでに十分な矢の余裕があるのだろう？

　そう考えたところで、蔡蓮は再び首を振った。

　──理由なんざ考えてる場合じゃない。そういうのは、本陣で駄肉ぷよぷよさせているあの男の仕事だ。

　あたしの仕事は、矢の雨降らされる中で、どうやってこの塹壕線を突破するかだ。

　目の前のことを解決するのに集中しろ。そいつがあたしのやるべきことだ。

　蔡蓮は今までの戦いの一連の流れを思い浮かべた。

　──帝国軍は狙そ撃げき兵を配置して、前線指揮官を狙ねらった。そいつを取り除いたら、今度は矢の雨を降らせてきた。矢の数より多い兵を送り込んだら堀は渡れたが、歩ほ兵へいの槍やりで逆襲を喰くらった。

　歩兵の正面に弩車の矢をぶち込んで排除しようとしたら、どこからか飛んできた敵の弩で、こっちの弩車がやられちまった……。

　十分な防御がしてあるようで、それらしい場所に弩車で反撃したんだが黙だまらせることができなかった。それどころか、もう一台の弩車が反撃で損傷し修理中だ。

　塹壕は深く、手持ちのはしごの数にも限りがある。

　──どうしたもんかねえ……。

　しばらく考えた後、蔡蓮は将校を集めた。本陣で渡された征せい古こ原げんの絵図面を広げ、指で一箇所を示す。

「この場所を突破するよ。残ったはしごを束ねて、板を載せて急造の橋にするんだ。弩車は渡せないけど、歩兵をある程度の隊列を保ったまま前進させるんだ」

　蔡蓮が指で示したのは、二つの丘陵の中間だった。傾斜もほとんどなく、大軍を展開させられる広がりがあるが、左右両方の陣地からの射撃が集中する場所でもある。

「蔡さい蓮れん様、そこは……ヤバいですぜ」

「そうだね。かなりの被害が出るのは覚悟してる。けどね、ここなら利点もあるんだ。第一に、突破さえできれば、一気にこのまま敵の本陣まで前進できる。後ろは気にしなくていい。すぐに後続が詰めてくれるから」

「確かに。左右から撃うたれまくりますが、敵の本陣まで最短距離だ」

「次に、ここなら、堀の手前、ぎりぎりまで弩きゆう車しやを出して並べて、援護射撃をさせることができる。敵から撃うたれまくるってのは、こっちの射撃も届くってことだよ」

　どちらの射撃がより損害を出すかは口にしない。その程度のことは、ここに集めた将校全員が理解している。

　被害は出る。それも、千や二千ではすまないかもしれない。

　だが、ここで勝てばすべてが報むくわれ、すべてが終わるのだ。

「あたしも先頭で出る」

　蔡蓮がそう言い切った瞬しゆん間かん、将校全員が地図から顔を上げて蔡蓮を見た。

「ここでうだうだやって、戦力を消しよう耗もうさせた後で突っ込むような無様な真ま似ねはできないよ」

　帝国軍本陣のあるあたりをにらんで、蔡蓮は言い切った。




　蔡蓮の視線の向かう先。帝国軍の本陣には、榎えのき耶や将軍の旗だけが翻ひるがえっていた。

　北域国軍の旗と、皇帝の龍りゆう旗きはまだ翻っていない。その二つは、ここぞというときに掲げることになっていた。

　伝令が次々と天幕で覆った帝国軍の司令部に駆かけ込んでくる。

「承しよう安あん軍の先せん鋒ぽう、第三波の攻撃を開始！　ほぼ全軍の一万が動いています」

「どこにだ？」

　伏ふせ龍たつが地図の上に並べた『承しよう歩ほ』の駒こまへ手を伸ばして訊きく。

「塹ざん壕ごう陣地の中央。双子丘陣地の間であります！」

　わずかに伏龍の指が止まり、そして『承歩』の駒を持ち上げて、机の上に広げた図面の上に置いた。

　その図面とは、こういうものだった。
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　＊＊＊で示してあるのが堀と塹壕。凸が弓兵陣地である。







　伝令から報告を聞いた伏ふせ龍たつは、図面を見たまま言った。

「……敵一万が動くということは、はしごではないな。はしごを重ねて板を渡し、その上を縦隊を保ったまま前進、だな？　仮設の橋は三本。三個中隊が同時に前進、堀を渡ったところで横隊を組んでいる……」

「……あ、はい。その通りです！」

　まるで見てきたかのような伏ふせ龍たつの言葉に、榎えのき耶や将軍ら南域討とう伐ばつ軍の将兵が驚く。北域国軍の将兵は、ある者は得意そうに、ある者はまた始まった、という顔で伏龍の言葉を聞いていた。

　伏龍はそんな周囲の人々のことなどお構いなしに、独り言を続ける。

「……おそらく弩車を堀の縁ふちまで持ってきて、こちらの弓きゆう兵へい陣地を破壊しようとしているはずだ。現在はおそらく双そう方ほうの弩いしゆみ同士の潰つぶし合いだな？」

「は、はい、私が伝令に出るとき、まさしく双方の弩が撃うち合いを始めておりました！」

　そうだろうそうだろう、という風に、うんうんとうなずく伏龍を見て、榎耶将軍は心配そうにつぶやいた。

「……見抜かれたかな？　あの場所は、こちらの逆襲用の進撃口でもある」

「いや、そうではあるまい。だが、先せん鋒ぽうの敵将はよほどの胆たん力りよくだ。あそこに兵を進めるというのは全滅も覚悟の上ということだからな」

　榎耶将軍の問いに、孟もう旗き中ちゆう将しようが答える。

　蔡さい蓮れんが突撃をかけた双子丘陣地の間は、本陣まで一直線の開けた通路となっている。これは偶然ではなく、この場所を通って後方に待機させた馬車兵を前進させる作戦のため、あえて障害物となる陣地を設営していないのだ。

　もちろん、先に敵に突破されたのでは意味がないから、両側の双子丘陣地から弓矢の射線が十字を描えがくように部隊を展開してある。北域国軍が持ち込んだ弩いしゆみも、半数がこの場所に設置してあるほどだ。

「普通なら罠わなと判断するだろうし、実際に罠でもある。我々は承しよう安あん軍と戦うのはこれが初めてだが、普段からここまで戦意が高いものなのか？」

「そうだな。戦意が高いのもあるが、やつらは兵の損害を斟しん酌しやくしない。長ちよう陽ようの渡河点では、二万の新兵を我が軍の足止めのためだけに使い潰つぶしてきた。おかげで、翌日の戦いでは、舟しゆう艇てい機動で川上に上流した敵の発見と対応が遅れ、長陽の最終防衛線を一日で失う羽目になった」

　榎えのき耶や将軍は伏ふせ龍たつに向けて言葉を続ける。

「伏龍殿。承しよう安あん軍は嫌いやな戦い方をしてくる、と思ったほうがいい。華か麗れいな一発逆転の策でお味方大勝利、という軍記物のような勝ち方はさせてもらえんぞ」

　堅実な戦い方で知られる榎耶将軍の言葉に、伏龍は恥はずかしそうに頭を搔かいた。昨夜から少しばかり芝居がかった言動を繰り返しているのは、本人にも自覚がある。

「恐縮です。実は今も少しばかり不意を突かれていまして」

「ほう？　承安軍の動きにかね？」

「はい。一万の先せん鋒ぽう全軍で、強引に双子丘陣地の間を抜ける。これは危険なように見えて、承安軍側にとって最善の手です。損害を省かえりみずに双子丘陣地を抜けて本陣を突けば、戦線を貫けずとも我が軍の背骨をへし折ることができます。中央に楔くさびを打ち込まれた我が軍は左さ右ゆう両りよう翼よくの部隊を中央に集めて対応せざるをえず、敵の鶴かく翼よくの陣に握り潰つぶされることでしょう。承安軍の崇すう鳳ほうとかいう仮面軍師、なかなかの軍略です」

「だが、敵の作戦は成功しない。そうだろう？」

　孟もう旗き中将が双子丘陣地の後方、本陣の左右に展開した一万の予備兵を指差す。搔かき集めた各地の予備軍を中核とした歩ほ兵へい部隊は、敵のこうした動きに備えて配置された部隊だった。

「はい。そうです。そして、この早い時期に予備兵を投入させられることが、私には少々気がかりなのです。実は午前中いっぱいくらいは、承安軍が数を頼んだぬるい波状攻撃を繰り返してくれるのではないかと、わずかな願望を抱いだいておりましたから」

　おどけたように伏龍が言うと、孟旗中将が大声で笑った。

「わはははは。天才軍師の仮面がはがれたというところかな、伏龍殿！　我が緑軍と侘タ瑠ル徒トで戦ったときにも、そういえば正攻法には苦戦されていたな」

「はい。堅実な戦い方をしてくる敵の恐ろしさはそこです。相手の不意を突いて崩す余地が無いのですよ。正攻法で受けざるをえません」

　伏ふせ龍たつはあらかじめ用意しておいた命令書にさらさらと署名し、榎えのき耶や将軍に渡す。一読した榎耶将軍が目を見張った。まさに、敵が双子丘陣地の間を抜けようとしたときに備えた、予備隊への命令が書いてあったからだ。

　──食えぬ男だな。不意を突かれたとか言っておいて、ちゃんと承しよう安あん軍が中央を突破してくることを想定しておる。芝居がかった仕草はすべて兵を鼓こ舞ぶするため、か。なら、わしも付き合ってやらねばな。

「よし、予備隊はわしが動かそう。わしの旗があれば、これが本陣に残った最後の予備兵力だと承安軍も考えるだろうからな。そなたも、そうして欲しいのだろう？」

　榎耶将軍が、どうだ？　という顔で伏龍を見る。伏龍はにっこり、と笑ってうなずいた。

「はい。そうすれば今度は鶴かく翼よくに広げた敵の左右両軍が動き始めます。敵を奔ほん走そうさせ、疲労させることで、勝機を見いだすのです。お願いできますか、榎耶将軍」

「任せろ。わしを誰だと思っている。そなたが生まれる前から、軍歴を重ねておるのだぞ」

　伏龍に合わせるように大たい言げん壮そう語ごし、榎耶将軍は堂々と司令部を出た。

　二十歳も若返ったかのような、浮き立つ思いが老将の胸にあった。

「大将旗を前に出せ！　出るぞ！」

　榎耶将軍の号令と共に、司令部周辺に詰めていた榎耶将軍の直ちよつ轄かつ部隊と予備隊が一斉に動き始めた。







　　　第三章「消耗戦」







　承安軍の司令部に、塹ざん壕ごうの中央突破を計った蔡さい蓮れんの先せん鋒ぽう隊一万が榎耶将軍率いる敵予備隊約一万の逆襲を受けているとの伝令が届いたのは、しばらく後のことであった。

「おう、敵の大将軍が出てきおったか！」

「帝国軍も、ただではここを通さん、いうことやな」

「蔡蓮は勝てるやろか」

　承安軍の実質的な総司令官である鳳ほう鶴かくと、渡河点の戦いで聡そう凛りんの投げた槍やりで負傷し、肩から上半身に包帯をぐるぐる巻いた臨りん在ざいが、報告を聞いて感想をもらす。

　どこか他ひ人と事ごとめいた言い方であるが、実際、今この時点で彼らにできることはあまりない。

　机の上に広げた征せい古こ原げんの図面を見ていた崇すう鳳ほうが、さらり、と答えた。

「無理ですね。左右の陣地からの射撃もありますし、先鋒隊一万では押し切られます」

　言葉の後に、何をわかり切ったことを言うのですか？　あんたは馬ば鹿かですか？　と続けないだけの分別は身についたようだが、口調はそのまんまだった。

　鳳ほう鶴かくと臨りん在ざいが白けたような顔つきになったのを見た崇すう鳳ほうは、慌あわてて取り繕つくろう。

「……ですが、榎えのき耶や将軍が直率する予備隊を引きずり出したのは、お手柄です。あとはできるだけ長い時間、粘ねばってもらいましょう。先せん鋒ぽう隊が戦っている間に、鶴かく翼よくに広げた左さ右ゆう両りよう翼よくの部隊を前進させ、帝国軍の側面を撃破します」

「はあ……そうでっか……」

　今ひとつ、言っている意味がわからない、という表情をする鳳鶴と臨在を見て、崇鳳は半分あきらめたような気持ちで、二人を本陣の奥にある机に招いた。

「言葉で説明してもわからないでしょうから、こちらで解説しましょう」

　その机の上には、土と砂を盛って征せい古こ原げんの模型が作られていた。

　二つの丘とその奥にある帝国軍の本陣と、さらに全体の裾すそをぐるりと取り巻く塹ざん壕ごうと堀が、ちゃんと再現されており、承しよう安あん軍側には木切れを削って作った人形がいくつも置かれている。

　人形には『鳳ほう』とか『蔡さい』という、各部隊の旗印を書いた小さな旗が付けられているところを見ると、それは承安軍の部隊を意味するものなのだろう。

　崇鳳はその前に立って、説明を始めた。

「これが敵の塹壕陣地です。今、先鋒の蔡さい蓮れん隊一万が、敵正面に向かって攻撃をかけ、この堀を渡ったところで、敵の守備隊と激戦を繰り広げております」

　崇鳳はそう言うと『蔡』の旗の付いた木切れの人形を塹壕を越えた場所に置いた。

「これに対して帝国軍は後方から部隊を投入して、蔡蓮隊を押し戻そうとしております。その数およそ一万。問題は帝国軍が、この一万の兵をどこから持ってきたか、ということです」

「どこから持ってきたって、そんなもん、地の中から兵隊が湧わくわけがおまへん。そりゃあ、他のところにおった兵隊を搔かき集めたに決まっとります……」

　鳳鶴はそこまで言ってから、自分の言葉の意味に気がついたように目を見開いた。

「そうか、そういうことでんな！」

　臨在は怪け訝げんな顔のまま訊きいた。

「どないなことでっしゃろ？」

「どないもこないもあるかいな。敵は蔡蓮隊を押し戻すために、左右の陣地から兵隊を引き抜いたっちゅうことや！　正面は厚うなったかもしれんが、その分左右はスカスカっちゅうことや！」

　臨在が、ぽん、と手を叩たたいた。

「その薄くなったところに、攻め掛かるっちゅうわけでんな！」

「そやそや、右と左から突っついて、こらあかん！　となったら帝国軍は真ん中に持ってきた兵隊を引っ込ませにゃならん。そうすれば蔡蓮とこの兵隊は楽になるって寸法や」

　模型を前にして、ようやく状況を理解した鳳鶴と臨在を見て、崇鳳は小さくため息をついた。

　──口で言ってもわからない。地図を見せてもピンとこない。このようなものを作って見せてやらねば理解できないとは……本当に馬ば鹿かどもの相手は疲れる。

　だが、その馬鹿どもを馬鹿と呼んでも、馬鹿が利口になるわけじゃない。馬鹿には、馬鹿でもわかるように、説明してやらないと動かない。

　いくら私が優秀で神の様な智ち謀ぼうを持っていようと、動く手て駒ごまがなければ何もできない。私は、それを骨身に染みて学んだのです。

　戦術とは、戦略とは、つまるところ、この世にあふれる馬鹿を、どう上う手まく使うか。それなのだと！

　崇すう鳳ほうは自慢げに鼻の穴をひくひくさせると、自分の執務机に戻り、積んであった紙を広げて、さらさらと筆を動かし、次々と命令書を作成し始めた。

「それは、どこの部隊へ出す命令でっか？」

「左右の部隊です。力押しに攻め寄せるだけでいいので、命令も簡単です」

　崇鳳がそう答えて書き上げた命令書を差し出すと、雑用係がそれを受け取って天幕の外でずらりと待機した伝令に命令書を渡した。

　八万の大軍ともなれば、書類仕事だけでも、役所ひとつ二つ分の量がある。

　──面めん涼りよう殿にも、こっちに来てもらうべきだったかな。

　承しよう安あん軍の仮面軍師、一部では駄だ肉にく軍師とも呼ばれる崇鳳は命令書を受け取って一斉に走り出す伝令を見送りながら、わずかな後悔を抱いだいていた。

　承安軍の名目的な総司令官である面涼は、若くして司し書しよ主もの頭かしらに出世した官かん吏りだけあって、書類仕事の能力ならば崇鳳に匹敵する。その面涼は今、戦線の後方、長ちよう陽ようの渡しにいた。

　──いやいや。承安から長陽まで、光こう来らい川で結ぶ兵へい站たん線を引く仕事を、面涼殿以外の誰ができるというのだ。

　長陽の渡しの戦いの敗北で、敗残兵となった新兵一万の多くは、生まれて初めて体験した凄せい惨さんな戦いに耐えられなかったやつばかりだ。もしあいつらをもう一度戦線に送り込めば、間違いなく逃げ散るだろう。

　そいつらを兵力としてではなく労働力として使い、桟さん橋ばしを造り、浅瀬に埋められた杭くいや鎖くさりを取り除いて河船の運航を可能にする。そうやって、承安からの補給と増援を継続して受けることができる態勢を作り上げれば、承安軍に負けはなくなる。

　──帝都を落とし、これを焼き払った後に建国する南域国の国境となるのが光来川だ。ここに防衛線を築く準備は喫きつ緊きんの問題。延えん喜ぎ帝国が滅んで、帝国中央に空白地帯ができればシムールと手を組んだ北域国軍が進出する。騎兵を止めることができるのは、城か川だけだ……。

　崇鳳は命令書を書く手を止めると、司令部の天幕の中に掲げられている帝国全体を示した地図に目をやった。

　承安軍を示す赤い布片が、征せい古こ原げんと承安を結ぶ各地に分散して針で止められている。

　────現在の我が軍の兵力八万は、南路街道を使う兵站の限界だ。

　だが、光こう来らい川の船便が使えれば、三さん州しゆう街道に分散した兵を集結できる。すでに動員令は出してあるから、上う手まくいけば今日中にも第一陣が到着するはず。ゆくゆくはシムール全軍に匹敵する動員も可能だ。

　シムール軍は最大で二十万騎を動員できる。遊牧民であるシムールは帝国と違い、成年男子のほとんどを騎兵として軍を編成できるのだ。生活を完全に遊牧だけで成り立たせていた昔であれば、その二十万を一年二年と長期間遠征させることも可能であった。昔の延えん喜ぎ帝国が幾度も戦場でシムールに苦杯をなめさせられたのは、この軽騎兵の戦略機動を止める手だてがなかったためだ。

　──しかし、シムールにもはやその力がないことは明らかだ。

　崇すう鳳ほうは、北域で、まだ沢さわ樹ぎ延えん銘めいという名前を使っていた頃のことを思い出していた。

　──侘タ瑠ル徒トと延えん声せいでの敗北は、私の人生を大きく狂わせた。

　敗北の全責任を背負わされ、史上最悪の常敗の軍師という汚名と共に私は延声を追われた。帝都に帰ることを許されず、流る浪ろうの旅を続けた……そして、南域に来るまでの間、私は眠れぬ夜を、すべて北域の戦いの分析をすることで過ごしてきた。

　いつか再び軍を率い、私の屈くつ辱じよくを雪すすぐために。

　北域に攻め込み、北域国を滅ぼし、あの国に存在するすべての家を、産物を、そして記録を焼き払い、沢樹延銘の名をこの世から消す。その日が来ることだけを夢見て生きてきた。

　そのために、私が学ばねばならないこと。それは、いかにしてシムールを破るかということだった。

　北域における最大の敵、シムール。

　帝国においても、シムールは仇きゆう敵てきとされ、帝国軍は常にシムールを相手にどう戦うかを考えて作戦が練られてきた。

　だが、実際に北域に赴おもむいてそこで知ったシムールは、私が帝国で学んだものとは違っていた。

　──確かに、今もシムールは二十万騎を動員できる。しかし、長年に渡って帝国と西域との交易を続けてきた今のシムールには、長期間の遠征を支える補給能力が無い。

　遊牧民として家畜の群れだけに衣食住を依存していれば、何年もどこにでも遠征できただろう。だが、今のシムールは昔とは違う。

　すでに彼らの生活は半ば以上、帝国経済に組み込まれてしまっているのだ……。

　延声を追放され、北域を放浪した彼は、そのことに気がついたとき愕がく然ぜんとした。

　無能により失脚したと思い込んでいた月つき原はら弦げん斉ざいは、無能なのではなく天才に近い状況判断と洞察力を持っていたことに気付いたのだ。

　弦斉によるシムールとの宥ゆう和わ政策は、一見すると弱腰に見え、それが彼を失脚へ追い込む一因となったのだが、その実はシムールが帝国に持つ最大の優位アドバンテージを奪うばい去り、帝国経済に従属させることで彼らが帝国との戦争を望んでも不可能になるよう追い込むものだったのだ。

　──あと、十年もすればシムール二十万騎は防衛戦争でもなければ動員すら不可能になるだろう。

　今ですら、シムール二十万騎は、二ヶ月か三ヶ月の遠征が限界になっている。北域の乱の初期、タッケイ族とユルム族の攻撃でもし侘タ瑠ル徒トが落ちていたとしても、延えん声せいを囲んでいる間にシムールは時間切れで撤退することになっただろう。

　月つき原はら弦げん斉ざいという政治家がいなくとも、遠からずシムールと帝国の関係は、自然とそうなっていたかもしれない。しかし、月原弦斉は北域でその歴史を加速させた。彼の国家百年の計グランドデザインは帝国の軍事力をシムールの脅きよう威いから解放させ、北ではなく南に、そして延えん喜ぎ帝国を海洋へと進出させることにあった。そのすべてが成功していれば、内陸にある帝都ではなく、海と光こう来らい川の二つの水運を束ねる承しよう安あんこそが、延喜帝国の新たな都になっていたはずだ。

　湿地帯の開発が進み、人口が爆発的に増加しつつある南域の力を、海外進出に向けることで帝国の統一を維持する。失脚はしたが、月原弦斉はそこまで見通していたのである。

　──月原弦斉はやはり一代の傑けつ物ぶつだ。だが、今の帝国にあの男の考えている壮そう大だいな国づくりの考えが見通せる者はいない。

　まあ、私くらい優秀な人間でなくては、この壮大な絵図面そのものに気付かないのも無理はないがな……。

　崇すう鳳ほうが鼻の穴をぷくぷくさせながら、そんなことを考えていると、天幕の裏のほうを捲めくって、彼の奴ぬ婢ひであるムルトがやってきた。

　ごそごそと天幕の中を歩き回り、鳳ほう鶴かくや臨りん在ざいといった承しよう安あん軍の指揮官たちに、竹の皮の包みを配った後で崇鳳の前にやってきたが、物思いにふける崇鳳は、まったく気がつかない。

　掌てのひらを顔の前でひらひらさせてみせるが、反応は無い。

　──この駄だ肉にくご主人様、何を考えてやがるか知りませんが、目の前にこんな可愛かわいい子がいるのに無反応とは、相変わらず節穴な目をしてるですよ。あ、そうだ」

　ムルトはごそごそと腰にぶらさげた竹の皮の包みを取り出すと、袋を開いた。ぷくぷくと動いていた崇鳳の鼻の穴が、ぷくん、と大きく広がり、それまで妄もう想そうの中で広げていた絵図面から現実へと意識が戻る。

「何やらいい匂においが……と、お前か、ムルト。何しに来た」

「何しにとはご挨あい拶さつですよ。司令部の皆さんに朝ご飯を持ってきたですよ。藻も塩しおたっぷりで握った握り飯めしです」

　崇鳳が見回すと、すでに鳳鶴や垣かき不ふらはもぐもぐと口を動かしていた。

　竹の包みを手に取った崇鳳は並んだ握り飯を見て口をヘの字に曲げる。

「おい、この赤いのは何だ」

「厄やく払ばらいと戦勝祈き願がんに唐とう辛がら子しを挟はさんであるですよ」

「げっ。想像しただけで汗が出たじゃないか」

　実際に崇すう鳳ほうの丸い鼻の頭に浮かんだ汗を、ムルトは笑って指で突つついた。

「いいから食べるですよ。握り飯めしの中には入ってませんから、表面が少しぴりっとするだけです」

「ならいいんだが」

　そこに、伝令のひとりが駆かけつけてきた。

　司令部の天幕の中に入ってきた伝令は、背中に背負っていた細長い矢を崇鳳に差し出して言った。

「先せん鋒ぽう軍の蔡さい蓮れん様から、報告です！　帝国軍は陣地内に大型の弩いしゆみを設置し、弩きゆう車しやを破壊。反撃は容易にあらず。敵の矢数は予想を超える。現在苦戦中。なお撃うち込まれた矢を送る、とのことです！」

　崇鳳は握り飯の入った竹の包みをムルトに押しつけ、矢を手に取った。

「ふむ……弩用の太矢か……材質は目の詰んだ粘ねばり強い木……おそらくはトネリコかイチイだな。矢羽は大きく柄えが揃そろっている。れっきとした矢作りの工房の職人が作ったものに違いない。

　先端の矢じりはさほど大きくも重くもない。射撃速度と命中精度に重点を置いた矢だな。貫通力と破壊力を重視した攻城用弩からではなく、城を守るための弩から発射されたものだ。走り回る敵を狙そ撃げきできる……シムールの軽騎兵すらも狙撃できる……帝都や、北域の城じよう塞さいに設置された……」

　そこまでつぶやいたところで、崇鳳ははっと目を見開いた。

　彼はこの矢と同じものを、延えん声せいの街で見たことがあった。

　──まさか、北域からか？　いや、考えられぬことではない。

　北域国にとっては、帝国も承しよう安あんも共に敵。双そう方ほうが共倒れになるよう、帝国軍に物資や武器を支援するくらいのことはやってのける。そう、あいつなら……。

　崇鳳が手に持った矢を思わず握りしめていると、ムルトが竹皮に包んだ握り飯を差し出してきた。

「あー、ご主人様、朝ご飯が途中ですけど……」

「ああ、そうか、そうだったな……早く食い終えて、前線視察に出るとするか」

　崇鳳が顔を上げて、ムルトの差し出した握り飯に手を伸ばそうとしたとき、天幕の外から叫さけび声が聞こえた。

「右う翼よく前線部隊指揮官より伝令！」

「左さ翼よく前線部隊指揮官より伝令！」

「入れ！」

　崇鳳の言葉を聞いて、二人の兵士が天幕の中に飛び込んできた。

「御免！」

「ひゃあうっ！」

　伝令の兵士は、目の前にいたムルトを押しのけるようにして、崇すう鳳ほうの前に駆かけ寄り片かた膝ひざをついて報告した。

「左さ翼よく指揮官の楊よう勢せい様より報告！　歩ほ兵へい四千をもって帝国軍右う翼よくに突撃を敢かん行こうするも、敵陣の防備が厚く、突破に失敗しました！　敵の矢数及び塹ざん壕ごう内の兵数共に多く、塹壕を乗り越える際に狙そ撃げきによって前線指揮官を八名失いました！」

　もうひとりも同じように片膝をついて報告する。

「右軍より報告！　帝国軍左翼の突破に失敗しました！　地形を巧たくみに利用した高所からの横矢を受けて、我が軍の損害多数！」

　報告を聞く崇鳳の鼻の頭に皺しわが寄った。

　はて、と。ムルトは首を傾かしげて自分の右手と左手を交互に見る。

「えーと、左軍が右翼で、右軍が左翼？　ああ、そうか。こっちから見た右と左と、帝国軍から見た右と左は違うですか……」

　崇鳳は目の前に置かれていた竹の皮に包まれた握り飯めしをムルトに突き出した。

「ご主人様？　……」

「食事をしている暇はなくなった、持って帰れ」

　そう言い残すと、崇鳳は二人の伝令を従えて、天幕の奥にある征せい古こ原げんの模型に近寄って矢継ぎ早に聞き始めた。

「右翼部隊はどの位置から攻め掛かったのだ？　……そうか、部隊編成は？　矢はどれくらい？　……そうか。敵はどれくらいの矢数で迎え撃うったのだ？　塹壕陣地の兵力は？」

　崇鳳は立て続けに伝令に質問すると、それを覚書に書き付けた後、命令書を手に取り何やら書き始めた。

「で？　何か気がついたことはあるか？　敵陣の動きとかで……」

　右翼の攻撃部隊の伝令は、はっと小さく目を見開いた。

「そういえば……敵陣の中に、銀しろがねと思われる鎧よろいを着用した部隊がおりました」

　崇鳳の顔つきが変わった。

「なに？　銀しろがねだと？　近この衛え騎兵が混じっていたのか？　歩兵部隊に？」

「はい、明らかに他の歩兵とは違う鎧を身に着けた部隊が……」

　右翼の伝令がそう答えたとき、左翼部隊から来た伝令が答えた。

「その銀しろがねの鎧を着た兵は、こちらにもおりました。百人足らずですが、明らかに他の部隊とは違う鎧でしたので、間違いありません！」

「そうか……左翼にも近衛騎兵が配置されていたということか……」

　崇鳳は考え込んだ。

　──敵は中央に兵力を集めるために、左右の守備陣から兵力を引き抜いたため、その辺りの守りは弱くなっていると思っていた、そうではなかった……その兵力はどこから持ってきたのかと思っていたが、これで謎なぞは解けた。

　帝国軍は近この衛え騎兵を馬から下ろし、歩ほ兵へいとして守備隊に組み込んだのだ。

　兵の数はさほど多くはないが、近衛騎兵は精せい鋭えい中の精鋭。

　その精鋭が加わったということで、帝国兵たちの士気が上がっているのだろう。

　──つまり、今、敵には騎兵が存在しない。敵にはもはや自由に使える遊撃部隊が存在しないということだ！

　今までのように、後方に回られて兵へい站たんを失う心配も、側面を突かれて陣形が崩れる心配もないのだ！

　そうとなれば、打つ手は広がる！

　崇すう鳳ほうは目を輝かせると、伝令の報告を書き付けていた筆を止めて立ち上がった。

「指し車しやを持ってこい！　私がこの目で前線を見て、指示を出す！」

「むー、お腹なか空すいたまま働くのはよくないですよー」

　ムルトは小さな声でつぶやいた。だがその声は、一気にあわただしくなった司令部の中では、誰にも届くことがなかった。




　指車というのは、小回りの利く二輪の小型の馬車である。

　この馬車に軍師や指揮官が乗って戦場を走り回り、敵情を視察して軍隊を指揮するのだ。

　二輪の馬車なので人も荷物もそれほど積むことはできないし、護衛を乗せることもできない。

　指車の護衛は、騎兵の仕事である。

　崇鳳を乗せて司令部を出た指車の回りは、臨りん在ざい率いる承しよう安あん軍の騎兵が囲んで守っていた。

　指車の中に座って、前線の方向を見つめる崇鳳に、騎兵隊の指揮官である臨在が、乗っていた馬を寄せて話しかけた。

「いやあ、わしら承安軍の騎兵隊は、このところ伝令以外に出番もなくて、ただ無む駄だメシ喰くらっとるみたいで、どうにも身の置き所がなかったんですが、こうして仕事させてもろうてよかったですわ」

「確かに、騎兵として使いたくとも、帝国軍に近衛騎兵がいる限り、使い所がありませんでしたからね。当たれば確実に壊滅することがわかっている場所に、兵を出す馬ば鹿かはいません」

　真ま面じ目めな顔で答えた崇鳳の言葉に、臨在は鼻白んだように答えた。

「そりゃあ、殺せつ生しような話や。あの近し衛ろ騎が兵ねに勝てる部隊なんか、この世にありゃしまへんがな。ましてやわしらは騎兵っちゅうても、馬に乗ってるだけの盗賊上がりで、乗馬戦闘なんてのは、からっきしやったことがない連中ばっかりですわ」

　崇鳳はうなずいた。

「近衛騎兵隊の強さは化け物じみています。あれは別格です。でも、歩兵の隊列を突き崩すなら、騎兵の突撃に勝るものはありません。帝国軍の歩兵相手なら、あなたがたでも何とかなるでしょう」

「ええ、わしらもそれなりに訓練してるんでっせ？　槍やり持って歩ほ兵へいを突くだけなら結構サマになってきとるんですわ。歩兵の隊列に馬乗り込ませて崩すんでしたら、十分やれまっせ」

　崇すう鳳ほうは口元を歪ゆがめるような笑えみを浮かべた。

「ええ、歩兵相手ならあなた方でも何とかなるでしょう。それが口だけではないことを期待していますよ」

「へ？　わしら臨りん在ざい騎兵隊にも出番があるんでっか？」

　目を丸くする臨在を見て崇鳳はうなずいてみせた。

「ええ、この目で確認しないことには何とも言えませんが、もしかすると、あなた方の出番は、近いかもしれません」

　臨在は探さぐるような目で訊きいた。

「さっきも言いましたけど、わしら、近この衛え騎兵の相手は無理でっせ。わしらは自分より弱い相手にはめっぽう強うおまっせ、でも、強い相手にはからっきしですわ」

「安心してください。あなた方が相手にするのは、歩兵です。私の推測が当たっていれば近衛騎兵は出てきません」

「ホンマでっか？　ホンマやったら楽ですわ」

　そんな会話を交わしながら、崇鳳を乗せた指し車しやは丘の裾すそを回って、帝国軍の陣地に近づいた。

　矢の届かない距離に止めると、崇鳳は指車の上に立ち上がって、遠とお眼鏡めがねで前線を覗のぞいた。

　二つの丘の裾すそをぐるりと取り巻くように掘られた深い堀と、その上にある塹ざん壕ごう陣地を見て、崇鳳はうなった。

「うーむ、確かにこれは堅陣ですね。堀を渡った先にある塹壕陣地が、頭よりも上にあるというのが問題です」

　そう言っている目の前で、堀を渡ったところで陣を組み直している蔡さい蓮れんの部隊に、帝国軍の歩兵が槍を構えて突撃を行った。

　少しでも歩兵の援護になれば、と考えているのだろう。堀のこちら側から、承しよう安あん軍の弓きゆう兵へいが矢を降らせているが、左右の陸の中腹に作られた弓兵陣地から飛んでくる矢のほうがはるかに多く、そして正確だった。

　堀のこちら側で矢を射いている弓兵に、ばたばたと負傷者が出る中で、蔡蓮隊の歩兵が帝国歩兵の槍に押されて、隊列を乱すのが見えた。

「ああ、あかん！　あそこで隊列乱したら、各個撃破や！」

　崇鳳と臨在が見ている前で、隊列を乱した蔡蓮隊の兵士が、帝国軍の槍で次々に倒されていく。

「ああ、あかん、あの部隊はもう駄だ目めや……帝国軍の歩兵には地の利がある。坂を駆かけ下りてくる勢いで槍を突っ込まれれば、いくら盾たてを構えていても突き崩されてしまいや……」

　臨りん在ざいのぼやきにも似たつぶやきを聞きながら、崇すう鳳ほうは思った。

　──確かに地の利はある。しかし、問題はそれだけではない。最前線に送り込める兵士の数だ。

　兵の総数ではさほど差は無い。しかし、堀を一度に渡れる人数に限りがあるため、向こう側に、一度に大量の兵士を送り込めないのだ。

「……やはり、問題はあの堀ですね」

　遠とお眼鏡めがねから目を外してつぶやいた崇鳳の言葉を聞いて、臨在が首を振った。

「あの堀を飛び越えろと言われても堪かん忍にんして欲しいわ。わてらの騎兵ではあの堀は越えられまへん」

「なに、簡単な話です。越えられない堀は埋めればいいだけのことです」

　崇鳳はそう言って、にやり、と笑うと、持っていた命令書に、さらさら、と筆を走らせ始めた。




「退却命令だって？」

「はい、蔡さい蓮れん隊は一旦退却し再編成せよ、との命令です！　堀を埋めて兵力を集中するとのこと！」

　伝令の命令を聞いて、蔡蓮は舌打ちをした。

「ちっ！　あの駄だ肉にく軍師め、私らを当て馬に使いやがったな……あの堀を埋める方法があるのなら、最初からそれをやりゃいいんだよ！　兵力の集中ができないまま完全武装の帝国軍と、ガチでぶつかってるこっちの身にもなってみろ！　仕方ない！　引くよ！　引ひき鉦がねを打ちな！」

　蔡蓮の命令を受けて、信号兵が担かついでいたドラを叩たたき始めた。

　じゃーん！　じゃんじゃん！　じゃーん！　じゃんじゃん！

　長音一回、単音二回の拍子で叩かれるドラの音を聞いて、隊列を組んでいた蔡蓮隊の兵士の足並みが乱れた。

　堀を渡ったところで隊列を組んでいた蔡蓮隊は　帝国軍の防衛陣地正面に出た榎えのき耶や将軍の率いる歩ほ兵へい隊と真正面でぶつかっていた。

　帝国軍は旺おう盛せいな士気の下、まったく隙すきを見せぬ密集隊形で槍やりを構えて、何度となく突撃を繰り返し、堀を渡ってきた蔡蓮隊を堀の縁ふちまで、ほぼ一歩までに押し戻していた。

　帝国軍側には丘を駆かけ下ることで突撃の速度が増すという地の利もあったが、何と言っても兵士の士気が違っていた。

　蔡蓮隊の兵士は完全に負けていた。もう、持ちこたえられない、ということが誰の目にも明らかだった。誰もが退却したいと思い始めていたのだ。

　そこに、退却命令を告げるドラの音を聞かされたのだ。逃げ出さないはずがない。

　その足並みを見て、蔡さい蓮れんは眉まゆをひそめた。

　──いけない！　我先に逃げ出し始めたら、隊列が崩れる！　戦列が崩壊したら、帝国軍の餌え食じきだ！

　だが、隊列が崩れ出す寸前に、前線指揮官の叱しかる声が飛び、兵士たちは潰かい走そう寸前で踏ふみとどまった。

　その光景を見つめていた蔡蓮は、ほっとしたように息を吐はいた。

「……ここで算を乱して逃げ散ったら、全滅しちまうところだった」

　蔡蓮は馬を進ませて、下がってくる兵士に声をかけた。

「前を向いて、槍やりを構えたまま、ゆっくり下がるんだ！　逃げ出したやつはあたしが斬きる！　容よう赦しやしない！　いいね！」

　蔡蓮の脅おどしは実に効果的だった。

　後退する兵を援護するために、承しよう安あん軍の弓きゆう兵へいが全力で矢を降らせ始めると、追撃していた帝国軍歩兵部隊は矢や避よけの大おお盾だてを構えた。それにより、その分進撃速度が遅くなった。

「弓兵が援護してくれている！　今のうちだよ！」

　蔡蓮が何とか部隊を堀の手前まで下げると、そこに寧ねい蒙もうの部下たちが待っていた。

「姉さん、どうもご苦労でござんした」

「あとは、わしらがやりますよってに、ひと息入れとってください」

　言葉の使い方からも、この寧蒙の部下がヤクザ者上がりであることがわかる。

「ああ、そうさせてもらうよ」

　蔡蓮はそう答えた後で、目の前に並んでいる兵士を見て、眉まゆをひそめた。

　──なんだいこの兵隊は。だらっとして、統率も何もあったもんじゃない。ただの寄せ集めじゃないか。

　こんな、ド素人しろうとみたいな兵隊集めて、何をさせようって言うんだ？

　さらに、蔡蓮は目の前に並んでいる兵士が誰も武器を持っていないのに気がついた。持っているのは、足元に置かれた大きな重そうな袋だけである。

「ようし、お前ら！　足元の土ど囊のうを背負って二十人ずつ横隊に並べ！」

　ぞろぞろと動き始めた兵士を見て、蔡蓮は納得した。

　──そうか、こいつらは、あの堀を埋めるために搔かき集められた兵隊なんだ。あの堀に土囊を投げ込んで埋めてしまおうってわけだね。

　でも、盾たても何も持ってないってのは変だね？　丸腰のまんま堀に近づけば、敵の弓兵陣地のいい的まとになるだけじゃないか……あの駄だ肉にく軍師め、ヤキがまわったんじゃないのかい？

　蔡蓮はそんなことを考えながら、自分たちの部隊の再編成のために後方に下がった。

　土囊を担かついだ兵士が二十人の横隊になって堀に向かって進み始めたのを見た帝国軍の指揮官は、即座にその部隊の意図を見抜いた。

　丘の中腹に作られた弓きゆう兵へい陣地に配置されている安あん西ざい下か尉いは、迎撃命令を受け取ると部下に向かって叫さけんだ。

「総員戦闘配置！　目標正面！　土ど囊のうを担かついで接近する敵歩ほ兵へい！　堀に土囊を投げ込む前に矢を撃うち込んで倒すのだ！　第一分隊、第二分隊！　準備ができた者から各個に撃て！」

　弓兵陣地の前面に展開した弓兵たちが、一斉に弓を引いて、矢を発射した。

　堀の向こうまで届かせるには、山なりの放物線を描えがくように矢を飛ばす曲射しかない。直接狙ねらう直射に比べると命中精度は悪いが、落下してくる際の慣性が働くので、矢の貫通力は高くなる。

　ざあああっ！　という夕立のような音を立てて矢が降り注ぐ。

　堀に向かって進み始めた隊列のあちらこちらで、背中や肩に矢が突き刺さった兵士がばたばたと倒れ始めた。

「馬ば鹿か野郎！　土囊をもっと前に担げ！　頭と肩を守るんだ！」

　隊長の声を聞いて兵士たちが慌あわてて土囊を頭の上に掲げた。

　矢は次々に土囊に突き立つが、兵士は無事である。遠目に見るとまるでヤマアラシの行進のような光景である。

「くそ！　上からの矢は効果がないか……ならば正面だ！」

　その光景を見ていた帝国軍の指揮官は、堀の正面にある塹ざん壕ごう陣地に配置した弓兵に、攻撃命令を発した。正面からの直射はぎりぎりまで兵を引きつける必要がある。土囊を担いだ兵士たちは堀の縁ふちまで進んでいく。

　背中に担いだ土囊は上から振ってくる矢には有効だったが、正面から水平に発射された矢にはひとたまりもなかった。

「ぐえっ！」

「ぎゃあ！」

「うぐう！」

　身体からだの正面から矢を受けた兵士は次々に倒れ、土囊と一いつ緒しよに堀の底に転げ落ちていく。

　それはもはや戦いではなかった。

　土囊を背負った兵士は後方から続々とやってきては堀の正面で矢に射いられて死ぬのである。兵士の中には前に進みたがらない者もいるが、そういう者は寧ねい猛もうの部下が槍やりで背中を刺し、その場で殺している。

　前に進んで帝国軍の矢で死ぬか、立ち止まって、指揮官に槍で突き殺されるか、という究極の選択を強しいられた兵士たちは、前に進むしかなかった。

　前に進めば、運がよければ助かるが、立ち止まれば確実に死ぬのだ。

　それは大発生したネズミが海に向かって行進していくのを思い起こさせる光景だった。

　──戦いに犠牲はつきものってのはわかってるつもりだけど、なんだね、こいつはどうにも気分がよくないね。

　後方に下がって部隊を再編成させていた蔡さい蓮れんが、その光景を見て顔をしかめたとき、後ろから声がした。

「蔡蓮殿、ご苦労でした。あの堀を埋め終わったら、臨りん在ざい殿の騎兵隊が敵陣に突撃をかけて、塹ざん壕ごう陣地を突破し、敵の陣奥深くまで切り込みます。それに合わせて、総攻撃をかけます。先陣は蔡蓮殿の部隊にやっていただきますので、今のうちにしっかり兵を休ませてやってください」

　指し車しやに乗った崇すう鳳ほうは、そう言って、うなずいた。

　蔡蓮は思わず聞き返した。

「今、掘を埋めている部隊は大損害を出しているけど、いいのかい？　ありゃあ全滅しちまうよ？」

　崇鳳は、ふん、と鼻で笑った。

「あいつらは、逃亡兵ですよ。戦線から逃げ出して、後方でとっ捕まった連中です。敵前逃亡は死罪ですが、罪一等を減じて、あの部隊に入ることで許してやったのです。逃げ散ってしまった兵隊は最初から数に入っていませんから、別に消しよう耗もうしても惜おしくはありません。

　それに、土ど囊のうと一いつ緒しよにあの堀の中で死んでくれれば、それだけ早く堀も埋まるわけで、願ったりかなったりではないですか。

　あれを踏ふんでいけば馬は堀を越えられます。兵の数で勝るのなら、その優位を使うのは当たり前のことです」

　崇鳳は得意げに言うと、鼻の穴をぷくぷく、と膨ふくらませた。

　その表情を見て、蔡蓮は思った。

　──この男、本当に「わざわざ口にせんでもええのに」と思うようなことを口にする男だね。戦いに犠牲はつきもので、他に方法がないのでやむをえなかった、と言えば波風立たないのに、兵隊を殺すことを自慢げに言えば、聞いた人間がどう思うかとか、まったく考えない……いや考えられないんだ。

　頭はいいし切れ者ではあるけど、決して誰からも敬愛されないだろうね……かわいそうだけど……。

　蔡蓮が哀あわれみの混じった目で崇鳳を見た、その頃。




　征せい古こ原げんに陣を張る帝国軍の本陣では、伏ふせ龍たつが崇鳳と同じように、左さ翼よくと右う翼よくの防衛陣地の部隊から送られてきた伝令の報告を聞いて、机の上に広げた地図の上の駒こまを動かしていた。

「こちらの右翼に攻め寄せた敵の数は、およそ一万。うち弩きゆう車しやは二台だけ……これでよろしいですね？」

　伝令がうなずく。

「はい、その通りです。敵は、はしごと板を用いて堀を越えようとしましたが、我がほうの弩いしゆみの攻撃により、弩きゆう車しや一台を破壊したところ、敵は戦意を喪そう失しつし撤退しました。こちらの損害は二十二名。敵は堀の内部に死者を放置しておりますが、その数はおよそ二百五十とのことです」

「わかりました」

　伏ふせ龍たつはそう言ってうなずくと、もうひとりの伝令に聞いた。

「左さ翼よくに攻め掛かってきた部隊も、兵力は約一万とのことですが、弩車は配備されていましたか？」

「はい、こちらには弩車が三台ほど……敵は同様にはしごと板を用いて堀を越え、塹ざん壕ごう陣地の前面に到達しましたが、こちらの槍やり部隊の突撃によってすべて撃退いたしました。我がほうの損害は五十二名、敵の遺棄死体は三百を超えております」

　伏龍は考え込んだ。

「……弩車が多いと、やはり損害が大きくなるな……かといって、こちらの弩にも数の限りがある……」

　そして、伏龍は顔を上げて伝令に訊きいた。

「その後の敵の様子はどうですか？　波状攻撃を仕掛けてくる可能性は？」

「いえ、右う翼よく側の敵は引いたまま、攻め寄せてくる様子はありません」

「左翼側も同じです」

　伏龍は地図を見て考え込んだ。
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　　　　＊＊＊印は堀を表している。







　──堀を渡った敵の一部が、こちら側で榎えのき耶や将軍の率いる部隊と激しく戦っている。左右の攻撃は、こちらに対する揺ゆさぶりだな。

　中央の兵力を引き抜いて、左右の応援に回せば、中央は薄くなることを狙ねらっての攻撃に違いない……つまり、この攻撃は、敵がこっちの兵が少ないと思い込んでいることの証拠だ。

　しかし、左右両側からの攻撃は撃退された……この事実を敵の軍師はどう見るだろうか？

　予想したよりも防御陣の兵力が厚いことに疑念を抱いだくのは当然だ。

　だとしたら、その兵力がどこから来たのか？　と考えるだろう。その考えを、北域国軍の応援という正解にたどり着かせないために、俺は近この衛え歩ほ兵へいから予備の鎧よろいと、一見すると鎧に見える銀糸で作られた礼服を、守備隊の一部に着せて戦わせた。

　この情報が入れば、守備部隊の兵力が増えている理由を、近衛騎兵を歩ほ兵へい部隊に編入したからだ、という間違った答えにたどり着いてくれるだろう。

　果たして、俺の仕掛けた欺ぎ瞞まんに引っかかってくれたかどうかわからないが、その答えはこの後、こちらが攻勢に出たときにわかる。

　今は、次に敵がどんな手を打ってくるかを予測しなくては……。

　伏ふせ龍たつはしばらく考えていたが、やがて小さく頭を下げると、二人の伝令に向かって言った。

「ご苦労様でした。おそらくこの後、敵は中央突破を図るでしょう。あなた方が忙しくなるのは、その後です。あとしばらくお待ちくださる様に、指揮官にお伝えください」

　一礼して、司令部を出ていった伝令と入れ替わるように、ひとりの伝令が司令部に駆かけ込んできた。

「正面部隊指揮官、漣れん豪ごう上じよう佐さより報告！　正面に歩ほ兵へい部隊が出現し、堀に土ど囊のうを投げ込み始めました！　現在弓きゆう兵へい部隊によりこれを阻そ止し中なれど、敵は続々と兵を送り込んで、堀を埋めつつあります！」

　伏ふせ龍たつは重々しく言った。

「わかりました、私の思った通りです。敵は堀を埋め、我が陣の正面を何が何でも突破しようとするはずです！　ここが正念場です！　前線に出て、戦場を直接確認します！　馬と騎兵の鎧よろいを用意してください」

　伏龍の言葉を聞いた参さん謀ぼうたちは驚いた。

「軍師殿、ひとりで馬に乗っていくつもりですか！」

「それは危険です！　指揮官用の馬車を用意します！　それにお乗りください！」

　伏龍は笑って首を振った。

「そういう仰ぎよう々ぎようしい姿で前線に出るのは、こちらが軍師だと敵に教えているようなものです。現地で指揮命令をするつもりはありません。ただ、この目で見て確認したいだけです。だとしたら軍師の格かつ好こうで動くよりも、一兵士として動いたほうが目立ちません。木の葉を隠すのは森の中、ということです」

「しかし、それでは何かあったときに……」

「せめて身辺に護衛をつけて……」

「いや、周りにぞろぞろ護衛を引き連れていたのでは、一般兵に偽装する意味がありません。かといって、丸腰も不安ですので、護衛はひとりか二人で十分です」

　伏龍はそう言うと、司令部の隅で北域国軍の指揮官たちと話をしている晴せい凛りんに声をかけた。

「北域王殿、護衛をお願いできますか？」

　いきなり声をかけられた晴凛は、驚いたように振り返った。

「え？　護衛ですか？」

「ああ、そうだ。これから馬に乗って最前線を視察に行くんでね、隠密行動を取りたいんだ、護衛をぞろぞろ引き連れていくわけにも行かないし……」

「ああ、そういうことですか。わかりました、ご一いつ緒しよしましょう」

　あっさり承しよう諾だくした晴凛を見て、帝国軍の参謀たちは慌あわてた。

「お、お待ちください！　北域王！　まさかおひとりで行かれるおつもりですか？」

「ええ、護衛はひとりか二人ということですので……それが何か？」

　ごく当然、という風に答える晴凛を見て、帝国軍の参謀たちは絶句した。

「い、いやしかし、域王ともあろうお方が、何の護衛もなしで……」

　それでも言い募つのろうとする参謀を見て、孟もう旗き中ちゆう将しようが笑いながら答えた。

「はっはっはっ、帝国の常識は、北域国には通用せんぞ。北域国の王は、安全なところでふんぞりかえっていたりはせんのだ。最前線に立ち、兵と共に弓を射いる。それが北域の王だ。

　それに、北域王晴せい凛りん殿の弓の腕前は天下一品。生半可な護衛の兵をぞろぞろ引き連れるくらいなら、晴凛殿ひとりのほうがよほど安心できるぞ」

「あ、いや、弓の腕前はそこそこありますが、天下一品というほどではなくて、世の中には私なんかよりもっとすごい弓の名手がたくさんいますから……」

　晴凛がそう言って顔の前で手を振ったとき、ミーネの声がした。

「何を情けないことを言っておるのじゃ！　そういうときに胸を張って、俺の弓は天下一品だ！　と言わなくてどうする！」

　振り向くと、そこに晴凛の弓と矢を入れた矢筒を抱かかえたミーネが仁に王おう立ちしていた。

　どうやら、伏ふせ龍たつたちの会話を聞いて、晴凛の包建パイクーまで、走って弓を取りに行っていたらしい。

「弓を取ってきてくれたんだね、ありがとう」

　晴凛がそう言って笑うと、ミーネは顔を赤くして、一いつ瞬しゆんふにゃっとなったが、すぐに首を振って、厳しい顔つきに戻った。

「晴凛に訊きくが、今、帝国軍の中にいる者の中で弓の勝負をしたら、お前に勝つ者はいそうか？」

　晴凛は一瞬目を見開いたが、すぐに真顔になって首を横に振った。

「いいえ、誰にも負けないと思います」

　その答えは、期待した通りのものだったのだろう。ミーネは実に嬉うれしそうに笑った。

「そうじゃ！　お前の右に出る者はいない！　ならば、天下一品と同じことではないか！　確かに、この世界は広い。世界の中にはお前より腕のいい者もいるであろう。だが、そいつらは、ここにはおらん！　天幕を出て、天の下、地平まで見回しても、目の届くところにおらんのなら、お前の目にも、わしの目にも、誰の目にもおらんのならそいつはおらんのじゃ！　天下にお前ひとり、ならば天下一品ではないか！

　何を謙けん遜そんする必要がある！　胸を張って天下一品と名乗れ！　名乗らんのなら、このシムールの弓と矢は渡さんぞ！」

　晴凛はにっこり笑ってうなずいた。

「はい、では名乗ります。僕の弓の腕前は天下一品と！」

「よーしよーし、それでこそ晴凛じゃ！」

　にこにこ笑ってミーネが差し出した弓と矢筒を受け取った晴凛は、矢筒を背負い、弓の弦つるを引いて、その張り具合を確かめた。

　足を肩幅より拳こぶしひとつくらい大きく開き、背筋を伸ばして弓を引いた晴凛を見た帝国軍の参さん謀ぽうの間から、おお……とか　うむ……という言葉にならない声が漏もれた。

　伏龍は内心で舌を巻いた。

　──驚いた。弓を持って引いたとたん、晴凛のやつひと回り大きくなりやがった。
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　弓を持っていないときの晴せい凛りんは、人畜無害の人がよさそうな若者にしか見えないが、弓を持つと別人だ。

　何と言うか……人としての厳しさが違うんだ。

　弓は殺すことができる道具だ。それを持ち、それを使うということが、どういうことなのか……晴凛はその厳しさを知っている。

　なるべくならば弓は引きたくない。できることならば矢は放ちたくはない。

　だが、それを使わねばならないときは、何のためらいもなく、弓を引き、矢を射い込こみ、一いつ矢しで倒す。

　その決意の厳しさだ……。

　伏ふせ龍たつがそんなことを考えていると、ミリンの声がした。

「何を口を半開きにして、晴凛殿の顔を見ているのでスか。本当にキモチワルイでスね」

「うにゃあ！」

　頰ほほを上気させて晴凛を見つめていたミーネは、後ろから声をかけられて飛び上がった。

「な、何を言う！　わしは晴凛の顔なんぞ見ておらんぞ！」

「何を言いやがりマすか、この山やま猫ねこハ。目を輝かせて、ヨダレを垂たらさんばかりに口を半開きにして、頰を赤くして晴凛殿を見ていたデはないデスか、ああ恥はずかシい」

「恥ずかしくないっ！」

「ほレ、ヨダレを拭ふいてあげますかラこっちを向きなサい」

「うにゃ!?」

　慌あわてて口の周りを拭ぬぐうミーネ。

「……って、ヨダレなんぞ垂たらしておらんわいっ！」

「拭いてかラ何をごまかそうと必死になってイやがりますか、この山やま猫ねこめ。イヤハヤ本当、ああ恥はずかシい」

「恥ずかしくないわーい！」

　ミーネは顔を真っ赤にしてミリンをにらんだ。

「弓を構えた晴せい凛りんはかっこいいのじゃ！　見つめても、恥ずかしくはないのじゃ！」

　ミリンは少し驚いたように目を見開くと、肩をすくめた。

「素直になったのか、開き直ったのかよくわかりマセンね」

「その両方じゃ！　馬ば鹿かめ！」

　ミーネはそう言ってまだまだぺたんこの胸を張った後で、晴凛に振り向いた。

「物もの見みに行くのじゃろ？　ならば、わしも連れていけ！　伏ふせ龍たつのように机に向かって書類を書いてばかりいる人間は、目が悪くて物見には使えん。わしならば、五長里キロメートル離れた馬の雌し雄ゆうすら見分けることができるぞ！」

　晴凛は慌あわてて首を振った。

「とんでもない！　最前線まで行くんですよ？　いつ敵の流れ矢が飛んでくるかもしれないそんなところにミーネ姫を連れていけるわけないじゃないですか！」

「何をいまさら！　わしと晴凛は今まで何度も戦場で戦ってきたではないか！　侘タ瑠ル徒トで戦い、延えん声せいで戦い、皇帝奪だつ還かんのときだって、敵の矢がびゅんびゅん飛んでくる場所におった。

　今までと、この戦いとどこが違うのだ！」

「それはそうなんですけど……」

　二人の会話を聞いていた伏龍が、笑いながら言った。

「いや、実を言うとミーネ姫が一いつ緒しよに来てくれて、俺の代わりに敵陣を見てくれるなら、実にありがたい。だが、問題はミーネ姫は目立ちすぎるってところだな。

　この敵情偵察は、敵に見つからないように、俺は普通の帝国兵の鎧よろいを着込んで、晴凛は軽装の弓きゆう兵へいの格かつ好こうで前線視察に出るつもりだったんだ。

　その格好で二人だけで、護衛も何も連れずに戦場を走り回れば、一般兵と同じで目立たない。でも、ミーネ姫はどう見ても兵隊じゃねえ。戦場に女の子を連れて動き回れば、めちゃくちゃ目立つ。敵に、北域国軍が合流していることを教えに行くようなものだ。

　せっかく近この衛え騎兵の鎧を一般兵に着せて偽装したってのに、水の泡になっちまう……というわけで、ミーネ姫は、今回は留守番ってことで……」

「嫌いやじゃ！　連れていけ！」

　首をぶんぶん振るミーネを見て、ミリンが怒ったように言った。

「ワガママを言うノはやめなサい！　今は戦争をしてイるのデす！　山やま猫ねこの物もの見み遊ゆ山さんに付き合うヒマはありマせん！」

「違う！」

　ミーネの目に光るものがあった。

「わしは物見遊山に連れていけと言っているのではない！　わしは弩いしゆみこそ使えるものの、シャールのように弓を引けるわけでも、槍やりを使えるわけでもない！　わしに何かできるとしたら、晴せい凛りんや伏ふせ龍たつの目の代わりになることだけじゃ！　だから、連れていってくれと頼んだのじゃ！」

　半分泣き顔のミーネを見て、晴凛と伏龍が顔を見合わせたとき、ミリンがぼそっと言った。

「シムール騎兵との打ち合わせでシャール様がいない今なら抜け駆がけできるからデすね？」

「違う！　あ、いや……ソレもちょっとあるが……でも、晴凛の役に立ちたいってのは本当じゃ！」

　必死に食い下がるミーネを見て、晴凛が訊きいた。

「どうしましょう？」

「うーん、そうだな。身を隠せる場所があれば、そこに隠れてもらえば何とかなるかな？　でも、その長い髪は目立つからなあ。まとめて帽子か何かで覆ってくれれば、連れていけないこともないな……」

　ミーネは目を見開いた。

「本当か？　髪をまとめればいいのだな？　わかった！　おいミリン！　髪を結んでくれ！　こう、左右でぐるぐるっと巻いてまとめてくれ！　今すぐだ！」

　ミリンはため息をついた。

「まっタく……忙せわしい山猫デすね」







　　　第四章「軍師の正体」







　それから少し過ぎた頃、帝国軍の前線に向かって、一頭の馬が引く小さな馬車が走り出した。

　戸板一枚ほどの大きさの小さな荷台には、水みず桶おけや藁わらで編んだ俵たわらが積んであり、馬の手た綱づなを持つ兵士と、護衛らしき、弓を背負った男が乗っている。

「前線に水や食糧を配給する小こ荷に駄だ用の馬車があって助かったな。こいつなら最前線を走り回っても、変に思われない」

「ええ、ミーネも乗れましたし……」

　荷台に座った晴せい凛りんが答えると、その隣に置かれた俵がもそもそと動いて、中からミーネの声がした。

「これは乗ったとは言わん！　積んだと言うのじゃ！　外を見せろ外を！」

「まだ駄だ目めです。見通しのいい場所に行ったら、穴を開けてあげるので、それまで待っててください」

　晴凛がそう答えたとき、馬車が段差に乗り上げて、がたん！　と大きく揺ゆれた。

　俵が、ごろん、と転がって、晴凛にもたれかかった。

「うにゃあ！　俵の藁がちくちくする！」

「危ない！　落ちるぞ！」

　じたばた暴れる俵を、晴凛が抱きとめるように押さえ込んだ。

　その光景を見ていた伏ふせ龍たつが笑いながら言った。

「なんだか俵の中に猫ねこを入れて運んでるみたいだな」

「暴れないで。ほら、僕が押さえてあげますから動かないでじっとして！」

　晴凛はそう言うと、ミーネの入っている俵の横に来て抱きかかえた。

「ふにぃ！」

　俵の上からとはいえ、抱きかかえられたような形になったミーネの口から変な声が漏もれた。

「何か鳴いたぞ」

「う、うるさい！」

　馬車は、がたごと、と揺れながら司令部から前線へと向かい、右手にある丘を登り始めた。

　道が坂になったのに気がついたのだろう、俵の中からミーネが訊きいた。

「丘を登っておるのか？」

「ええ、そうです、丘の中腹にある弓きゆう兵へい陣地の裏手まで道ができているからね。そこまで馬車で行くんだ」

　やがて馬車が止まると、伏ふせ龍たつが御ぎよ者しや台から飛び降りた。

「よし、ついたぞ。ここから陣地の裏手にある見張り台までは、すこし歩く」

　伏龍の言葉を聞いたミーネが、俵たわらの中でごそっと動いた。

「歩くって……わしはどうすればいいのじゃ！　俵かぶって歩けと言うのか？」

「二本足で歩く俵なんて、そんな珍しいものを見せたら、注目の的まとだ！　何のために偽装したのかわかりゃしねえ。俵は俵らしく、晴せい凛りんが肩に担かついで行けばいい。なあに、たいした距離じゃない」

「わかりました。でも、肩に担ぐわけにもいきませんから、抱きかかえて行きます」

　晴凛はそう言うなり、ミーネの入っている俵をお姫様抱っこのように抱きかかえた。

「うにゃあ！」

　ミーネは俵の中で顔を赤くして、身もだえした。

「暴れないでください、すぐそこですから」

　もぞもぞ動く俵を抱かかえて歩く晴凛を見て、伏龍は笑いながら言った。

「どう見ても人さらいだな、俺たちは……」

　見張り台は、丘の頂上の少し下に設けられていた。

　丸太で組んだ柱を板で囲い、簡単な屋根をつけただけの粗末な小屋だが、板壁に開けられた窓からは、正面の堀とその手前に延びる塹ざん壕ごう陣地が一望のもとに見渡せた。

　事前に、前線視察に来るという知らせが伝わっていたのだろう。見張り兵が直立不動で敬礼しようとするのを見て、伏龍は慌あわてて言った。

「敬礼はやめてくれ、いつも通りでいい。直立不動で敬礼なんかされたら、敵にわかってしまう。交代要員が来たんだぞ、みたいな雰ふん囲い気きで、ごく普通に振る舞ってくれ！」

「はっ！　申し訳ありません！」

　と言いつつ敬礼しようとした士官が、慌てて手を止めた。

　伏龍に続いて小屋の中に入ってきた晴凛は、抱えていた俵を床に下ろして言った。

「よし、この小屋の中なら大丈夫だ。俵を抜くよ」

　そう言って俵の上のほうを持って持ち上げると、俵は、ばさばさ、という音と共に藁わら屑くずを撒まき散らしてすぽんと抜けた。

「うえーっ！　ぺっ！　ぺっ！　藁屑が口に入ったではないか！　もっとゆっくり抜かんか！」

「ああ、ごめんごめん、早く出して欲しいだろうと思っていたんで、思わず……」

　俵の中から姿を現したミーネを見て、見張り台にいた兵士たちは目を丸くした。

「こ、これは……」

「こちらは、シムールのシャン族の姫君、ミーネ殿だ。北域王である晴凛閣かつ下かの奥方でもある。前線視察に付き添ってこられたのは、北域王の目の代わりをするためだ。シムールは大平原で生活する一族で、素晴らしい視力の持ち主ばかりなのだ。

　見張り要員として選抜された君たちも、帝国軍の中では抜群に視力がよいのであろうが、シムールはその数倍の視力を持っているのだ」

　身体からだに張り付いていた藁わら屑くずを取っていたミーネは、伏ふせ龍たつの言葉を聞いて胸を張った。

「うむ、シムールの目は鷹たかの目じゃ！　はるか遠くのものも手に取るようにわかる！　わしは七長里キロメートル離れた馬の雌し雄ゆうを見分けることができるぞ！」

「さっきは五長里って言ってたような気がするが……」

「ええいうるさい、大軍を操あやつる軍師のくせに、細かいことを気にするな！」

　笑いながら見張り小屋の窓に近づいて外を見た伏龍の顔つきが変わった。

　目の前では、蟻ありの群れのように行列を作って押し寄せてくる承しよう安あん兵が、堀の中に土ど囊のうを投げ入れ、そして矢で倒されて、その中に落ち続けている光景が広がっていた。

　堀の中に落ちた兵士の中には手や足を動かして助けを求めている者のほうが多い、しかし、後からやってくる兵士はその生きている兵士の上に土囊を投げ込んでいる。

　堀は、土囊と、そして死体と重傷者で埋まり始めていた。

「ひでえな……承安軍のやつら、人の死体で堀を埋めるつもりかよ……」

　伏龍の言葉を聞いて、窓に近づいた晴せい凛りんも眉まゆをひそめた。

「弓で阻そ止ししなければあっという間に埋められてしまうだろうし、弓で阻止すれば転げ落ちた兵隊の分、堀が埋まる……堀を埋めるという目的を達成するには一番効率的だが……兵隊を人間と思わないやつにしかできない作戦だ」

　堀の前でばたばたと倒れていく承安兵を見ていた伏龍は、ミーネを手招きした。

「ミーネ姫、ちょっと見て欲しいところがある。あの、正面の敵のいるその奥のほうだ。いくつか旗印が立っていると思うんだが、その中に『臨りん』という文字の旗がないかどうか見てくれないか？」

「りん？　どんな文字じゃ？」

「こういう文字だよ」

　晴凛が素早く見張り小屋の壁に指で『臨』の文字を書いた。

「おお、これか！　わかった、探してみる！」

　ミーネはそう言うと見張り小屋の窓に取り付いて、じっと承安軍の陣地の方角を見つめた。

「うーむ、旗が重なっていて読みにくいが、その字を書いた旗はある」

　伏龍が目を輝かせた。

「やっぱりそうか！　で？　どの辺りにある？　何本くらいだ？　旗の高さはどうだ？　他と同じか？　それとも高いか？」

「真ん中のずっと後ろのほうにまとまって立っておる、言われてみると他よりも高いところにあるな」

「そうか、ありがとう……これで敵が何を考えているのかわかった！」

　伏ふせ龍たつが興奮したように答えたとき、ミーネが叫さけんだ。

「なんじゃあれは！　あれは、沢さわ樹ぎではないのか？」

「沢樹って……あれですか？　侘タ瑠ル徒トを攻めた緑軍の軍師！」

「なんだと？」

　晴せい凛りんと伏龍は、顔色を変えてミーネに詰め寄った。

「間違いないのか？」

「どこだ！　どこにいる？」

　ミーネはびっくりしたように目を丸くして、窓の外を指差した。

「間違いない！　さっきの『臨りん』の旗の近くに停まっている小さな馬車の上に立っていたのじゃ。仮面で隠しておったが、あの白い饅まん頭じゆうみたいな顔を見間違えるわけがない！」

　ミーネの言葉を聞いた伏龍は真剣な表情になって考え込んだ。

「……そんな。いや、もしかしたら……」

　そして、顔を上げた伏龍は目の前の光景を見て、はっと目を見開いた。

「そうか、そうだ！　間違いない！　ミーネ姫が見たのは沢樹だ！　この堀を埋める作戦を見ろ！　こんな酷ひどい作戦を……効率だけを考え、人を人とも思わない作戦を立てて、それをやらせることができるのは、あいつしかいない！」
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　そして、伏ふせ龍たつは晴せい凛りんに向かって叫さけんだ。

「そうとわかればぐずぐずしている暇はない！　敵の軍師があの沢さわ樹ぎなら、間かん髪はつを入れずに攻勢に転じるだろう。今すぐに策を練ねらなければ！」

「わかりました、すぐに戻りましょう！」

　二人の会話を聞いたミーネは、不満げに叫んだ。

「もう戻るのか！　もっと色々見てやれるぞ！　ほら、あの部隊に立っている旗は赤と青に色分けされているし、あっちの兵隊は、髭ひげを生やして面白い顔をしているぞ！」

　晴凛は微笑ほほえんだ。

「いや、もういいんです。ミーネ姫はしっかり仕事してくれたんだ。僕たちの敵は沢樹延えん銘めいによって采さい配はいされているってことがわかっただけで、大収穫なんです」

「なんだ、そうなのか、つまらんのう……もっと役に立てると思っておったのに……」

　晴凛は微笑むと、ここに来るときにかぶせていた、擬装用の俵たわらを手に取って裾すそを広げた。

「さあ、俵をかぶせますよ」

「俵をかぶるのはかまわんが、抱っこされるのは恥はずかしいのじゃ、自分で歩く。何、すぐそこの馬車までじゃ、誰にも見つからん」

　晴凛は、どうしようか、という顔で伏龍を見たが、伏龍は難しい顔でブツブツ独り言を言いながら考え込んでいる。

　──考え事の邪じや魔まをしちゃ悪いし……まあいいか。馬車までの短い間だ。

　晴凛は小さくうなずくと、ミーネに向き直った。

「目立たない用に、そーっと歩けば大丈夫だと思います」

「おお、そうか、わかった！　目立たぬように、じゃな！」

　ミーネは藁わらで作った俵を頭からかぶると、前が見えるように目の前の部分を少し広げた。

「これでいい」

「足元に気をつけてください、馬車に戻ります」

「おう！」

　晴凛は俵をかぶったミーネと難しい顔のまま考え込んでいる伏龍を連れて、見張り小屋を出ると、馬車に向かった。

　その一行を、偶然、崇すう鳳ほうが遠とお眼鏡めがねで捉とらえていた。

　二本足で歩く俵を見た崇鳳は、目から遠眼鏡を外すと、ごしごしと布で鏡面をこすった。

「どうかしはりましたか？　汚れでも？」

　そう聞いた臨りん在ざいに、崇鳳は黙だまって首を振った。

「あ、いや何でもない、どうやら直したときに少し歪ゆがんだのだろう……」

　──まさか、自分で歩く俵を見た。などと言えるわけがない……。

　崇鳳は磨き直した遠眼鏡をもう一度目に当てて、見張り台に向けた。

　そこには、小さな馬車と……二人の男がいた。

　その二人を見たとき、崇すう鳳ほうの血の気が引いた。

　──まさか……いや、似ている。似すぎている。

　それは崇鳳こと沢さわ樹ぎ延えん銘めいにとって、生しよう涯がい忘れることのできない屈くつ辱じよくを背負わせた二人の男。皇こう伏ふせ龍たつこと神しん流りゆう千せん斗と、そして北域王である泉せん野や晴せい凛りんにそっくりだったのだ。

　崇鳳は遠とお眼鏡めがねを外して、大きく深呼吸した。

　いや、あの二人のわけがない。あいつがここにいるわけがない。

　伏龍はまだしも、泉野晴凛は今や北域王。王と名がつく人間が、たったひとりで最前線までのこのこと来るわけがない。

　ましてや、あの男は無官で無学の成り上がり者だ。成り上がった人間は、自分の権力を誇こ示じしたがるものと相場は決まっている。

　仰ぎよう々ぎようしい行列を引き連れて歩くに決まっている。

　──考えてみれば、憎にくいあの二人がガン首並べているわけがない。今、私が見たものは、幻。憎しみと恨うらみに凝り固まった私自信の妄もう執しつが、面影がよく似た兵士をあの二人だと思い込ませたのだ。

　そうだ、そうに決まっている。

　崇鳳は首を左右に振って、こきん、と音をさせた。

　──疲れているのだろうな。だから幻を見る。

　あの、二本足で歩く俵たわらなんてものを見てしまうくらいだ。二人組みの兵士に神流千斗と北域王を重ねて見てしまうのは無理もない。

　崇鳳は遠眼鏡を折りたたむと、傍かたわらにいる臨りん在ざいに声をかけた。

「承しよう安あん軍騎兵隊は出撃準備を。堀が埋まり次第、出撃です！」







　　　第五章「騎兵突撃」







　承しよう安あん軍の騎兵隊に前進命令が出たのは、それから一いつ刻こくほど過ぎた頃だった。

　じゃーん！　じゃーん！　じゃーん！　じゃんじゃん！

　長音三回、単音二回のドラの音が響き渡る中を、五千の承安騎兵が前線へと動き始めた。

　前後に長い騎兵隊列の中央部分には、この南域の反乱が始まった頃に、承安の前ぜん哨しよう戦せんで近この衛え騎兵に蹂じゆう躙りんされた二人の騎兵もいた。

「いやあ、まさか、もっかい兄貴とくつわ並べて騎兵突撃できるとは思いませんでしたわ。ほんま、温うん蕉しようで〝銀しろがね〟に追いかけられたときは、生きた心地しませんでしたわ」

　兄貴と呼ばれた兵士は、にやり、と笑って答えた。

「兄貴やない。兵長や……って、このやり取り、何回やったかわからへんな……にしても久しぶりやな。お互いよう生き延びたもんや」

「あのときは、ケツがすり切れるほど逃げに逃げたからなあ……しばらくは鞍くらに乗るどころか、椅い子すに座ることすらできませんでしたわ」

「あれからまだ三ヶ月か。もう三年も経ったように思えるわ。あの後は、村や隊商やらの襲撃ばっかしとったからな、こないな最前線に引っ張り出されるとは思っとらんかった」

　感かん慨がい深げに兄貴分の兵長がつぶやくのも無理はない。

　内乱勃ぼつ発ぱつ時には一万を超えた承安軍の騎兵隊だが、温蕉の戦いで壊滅的な損害を受け、以後は偵察を兼ねた襲撃任務をもっぱらとしていた。

　偵察や、輸送隊の襲撃に大軍は必要ないため、騎兵隊は十騎から多くて百騎に分割されて、それぞれに様々な場所で運用されていたのだ。

　当初の襲撃の目標は、帝国軍の補給部隊であった。だが、温蕉が陥かん落らくした後は帝国軍の補給部隊もめっきり姿を消し、代わりに防備の薄い村や隊商が襲撃の対象となった。

　現地調達部隊といえば聞こえはいいが、ようは山賊、盗賊と同じである。

　百騎からなる、統率された盗賊が、二十箇所で同時に村や宿場、そして隊商の行列を襲ったのである。これが帝国の経済に与えた影響は計り知れない。

　そして、これが各地の太たい守しゆたちが地方軍を手元に引き止める理由となっていた。

　地方の治安と物流を維持するためには、承安軍騎兵および、それに刺激された各地の群盗の襲撃を防ぐ軍事力が不可欠だったからだ。承安軍騎兵隊は襲撃を繰り返すことで地方軍が中央に集まることを阻そ止ししてきたのである。

　承安軍の数の優勢を支えたのは、帝国中央の政治的混乱が最大の理由だが、それでも承安軍騎兵によるたびかさなる襲撃がなければ、ここまで戦況が悪化することもなかっただろう。

　あちこちで襲撃を繰り返していた騎兵隊を五千の騎兵部隊としてまとめたのは臨りん在ざいだった。長ちよう陽ようの渡しの揚よう陸りく作戦で負傷した臨在は、最後の戦いになるであろうこの征せい古こ原げんで、自分の代わりに騎兵部隊に目に見える武功をあげさせようと考えたのだ。

　もし、征古原の戦いで何も戦果をあげることができなければ、その派は閥ばつは戦後の論功行賞で不利になること確実だったからである。

　農村襲撃のように、たとえ戦略的に意味がある作戦でも、目に見える戦果が少なければ評価されないのは、いずこも同じである。

「なんぼ村を焼いても、手柄にならんのが辛つらいですな。これまでずっと戦い続けてきた兄貴が未だ兵長のまま、というのがおかしいですわ。

　寧ねい猛もうのとこの歩ほ兵へい部隊におったら、少なくとも下か尉いにはなっておったはずでっせ？」

「まあ、文句言うても始まらん。そやさかい、臨在の大将が、わしらをこうやって呼んでくれはったんや。せっかくのハレの舞台や。戦場で手柄を立てて一発逆転やで！」

　兄貴分の兵長はそう言うと、歯を見せて笑った。

　実を言うと、こうした考え方をしているのは、兵に限ったことではない。

　承しよう安あん軍の将軍たちにとって、征古原は勝利か敗北かの決戦の地ではなかった。勝利は確実で、あとはその勝利がどれだけ自陣営に利益をもたらすか、どれだけ褒ほう美びをもらえるか、その駆かけ引きが至るところで行われていたのである。

　馬を進めながら弟分の兵士が訊きいた。

「あのデブっちょ軍師が、〝銀しろがね〟は長陽の渡しの戦いで化薬で吹っ飛んだ。残った連中も馬を下りて守りに回った。恐れなくてもいい、とか言うとりましたが、ホンマでっか？」

「おう。ホンマや。〝銀しろがね〟はもうおらんのや」

「帝国の他のとこから騎兵が来たりはせんのですか？」

「帝国で騎兵が強いんは、帝都を守る近この衛え騎兵を除けば、緑軍騎兵やな。何しろ、あいつらはシムールと戦うために編成されとるからな、ごっつう怖いでぇ」

「脅おどかさんといてくださいよ、兄貴」

「兄貴やない、兵長や。ま、安心せい。緑軍騎兵はシムールと組んだ北域国で大負けして、今は北域王の手下や。

　んでもって北域国は帝国と喧けん嘩かしとる。わしらの味方をすることはあっても、帝国の味方をするはずがあるかい。それにもし、シムールと北域国が帝国に攻め込んできても、間には帝国がある。わしらのおる南域まで攻めてくるかいな」

「へー、さすが兄貴はようものを知ってますな」

「兄貴やない、兵長や。ま、だてに上の階級はもろうとらん、いうことやな」

　兄貴分の騎兵が自慢げに胸を張ったとき。

　再びドラの音が響いた。

　じゃーん！　じゃん！　じゃーん！　じゃん！　じゃーん！　じゃん！

　長音一回、単音一回の繰り返しを聞いて、騎兵たちがざわついた。

　その音は『突撃隊形作れ』を意味する音だった。

「おう、いよいよやで！」

「前のほうから矢が飛んできよる！　気ぃつけや！」

　隊列は縦に長いままだ。堀を兵士と土ど囊のうで埋めて作った道の幅は、騎兵部隊が横に広がって通過するほどには広くない。

　やがて、じゃーん！　じゃん！　じゃーん！　じゃん！　という長音と単音の繰り返しが、じゃん！　じゃん！　じゃん！　じゃん！　じゃん！　という短い旋せん律りつの連打に変わった。

「よっしゃ！　突撃や！　行くでぇ！」

「先頭小隊！　槍やりを構えっ！　後続小隊！　抜刀！」

　承しよう安あん軍騎兵隊はそれぞれに武器を構えると、馬の横腹を蹴けって速度を上げた。

　わあっ！　わあっ！　という戦う人々の声が近づく。

　やがて承安軍騎兵隊は、死体と土囊によって埋められた堀に差しかかった。

「うわ……あの上、通るんでっか。手足が見えとりますがな」

「足場は悪そうやな。気ぃつけえよ。馬が足ひねったらしまいや」

「へい。そやけど、バチがあたりそうで気ぃ進みませんな」

「あとで念仏唱となえて、供え物したらええがな」

　堀を渡った承安軍の騎兵隊は、通路を挟はさんだ両方の丘の弓きゆう兵へい隊の射程内に入った。

「突っ込んだら、あのふたつの丘から矢が雨あられと降ってきよるんとちゃいますか？」

「そら大丈夫やろ。見てみい、矢玉はあらかた尽つきたようや」

　兄貴分の言葉の通り、丘の上にある帝国軍陣地から飛んでくる矢は、さほど多くはない。

「ホンマや、矢はたいしたことおまへんな……そやけど、歩ほ兵へいはどうです？　調子に乗って突っ込んだら、隠れとった歩兵がわらわら出てきて、槍やり突き出されて、ぶっすり、みたいなことになるんとちゃいますか？」

「それも大丈夫や。見てみい。塹ざん壕ごうの中の歩兵は、槍構えたまんま動かへん」

　兄貴分の言葉の通り、塹壕陣地の中にいる帝国軍の歩兵は、密集隊形を組んで槍を構えているものの、塹壕の中に身を潜ひそめており、突進していく承安軍騎兵部隊の前には兵の姿は無い。

　じゃん！　じゃん！　じゃん！　じゃん！

　後方から鳴り響くドラの音に合わせて騎兵隊の軍旗が振られた。前進命令だ。

「よっしゃ、いったれーっ！」

　ど。ど。どどどどどど。最前列が駆かけ、それに二列目が続き、三列、四列、五列と走り始めるにつれて馬ば蹄ていの轟とどろきが大きくなる。最後尾の列が動き出すのは、先頭がすでに馬蹄で巻き上げた土煙の中に消えた後であった。

「おおおおおーっ！」

「殺せぇええええーっ！」

　承しよう安あん騎兵は口々に叫さけびながら突進する。兵で埋まった堀では少し速度が落ちるが、以後は加速する一方だ。左右の双子丘陣地から矢を射いかけられ、倒れる騎兵もいるが、数は多くない。

「走れ走れーっ、本陣にカチこんだったら、矢は飛んできいひん！」

「なんや、敵が出てこーへんで。これいけるんちゃうか？」

「ほんまや。足元もエエ具合に整地してあるで。馬場で走っとるみたいや！　わしらのためにしてくれとったんかいな」

　意外なまでに抵抗が少ないせいで、騎兵たちの口も軽い。

　しかし、承安での地獄を知る兄貴分と弟分の二人は、どこか不安そうにきょろきょろと周囲を見回していた。

「なんか、妙みようやで？」

「兄貴、ちょっと考えてみたんですがね」

「兄貴やない、兵長や。言うてみ」

「左右の丘に陣地を置いておきながら、ど真ん中に整地したでっかい通路を、敵のために作ってくれるようなやつはおらんでしょう」

「常識で考えて、そうやな」

「なら、これは帝国軍が自分らで使うために作ったと考えるんが妥だ当とうや思うんですよ」

「論理的に考えて、そうやな」

「そやけど、歩ほ兵へいが進撃するんに使うんやったら、ここまで綺き麗れいな更地にはせんでもええわけです」

「合理的に考えて、そうやな」

「なら、答えはひとつです。この通路は帝国軍の騎兵が使うためのものですわ……でも、あの軍師は、帝国軍の騎兵はおらへん、言いましたわな……ほな、帝国軍は何のためにこんなええ道作ったんやろ？」

「逃げるため……なわけないな。敵のおる真正面に向かって逃げるアホはおらん……真正面に進むんなら、退却やのうて逆襲や……」

　兄貴分の兵長の語尾が口の中で消えた。

「逆襲やて？　そんなアホなことがありまっかいな、軍師のアンちゃんが言うてましたやろ、帝国軍に騎兵はおらへん、っちゅうて……」

　兄貴分の騎兵は手た綱づなを引いて、馬の速度を落とした。

「あほんだら！　邪じや魔まや！」

「そこをどかんかい！」

　後ろに続いていた他の騎兵たちが罵ば声せいを浴びせて脇わきを通り過ぎていく。

「兄貴……どないしたんでっか？」

　怪け訝げんな顔をする弟分を見て、兄貴分の兵長は首を振った。

「わしら、あの仮面の軍師のアンちゃんの話、真に受けてここまで来たはえーけど……もし軍師のアンちゃんが間違うとったら、どないなるんやろう……」

「そないなことおまへんって！　ほら、兄貴！　敵の本陣は目の前でっせ！　あれ潰つぶしたらわしら大勝利や！」

　弟分がそう言って指差したのは、丸太に板を打ち付けて作られた板壁に囲われた帝国軍の本陣の砦とりでだった。

　二階建てになった砦の上には、何本もの帝国軍の軍旗と、榎えのき耶や将軍の将旗が立てられている。

　二人の視線が本陣の建物に向かった、そのとき。

　帝国軍本陣の板壁が、ゆらり、と動いた、と思った次の瞬しゆん間かん。

　正面の板壁が内側から、ばったり、と外に倒れた。

　そこにいたのは、陽光を浴びて銀色に輝く甲かつ冑ちゆうをまとった重騎兵。

　頭上に輝くは黒地に銀の刺し繡しゆうを施した近この衛え騎兵の連隊旗。

「しっ、しっ、しっ……」

「しろがねじゃあぁっっ!!」

「ウソや～～～っ！　何で壊滅したはずの〝銀しろがね〟がおんのやー！」

　先頭を走っていた承しよう安あん騎兵が口々に叫さけび、馬の手た綱づなを引いた。

　いきなり手綱を引かれた馬は、いななきながら棒立ちになる。後続する承安軍の騎兵は前で何が起きているのか知らぬまま、全速力でそこに突っ込んだ。

「うわあ！」

「こら、何をしよんねん！」

「邪じや魔まや！　はよ前に進まんかい！」

　あちらこちらで馬同士がぶつかり大混乱となる。

　近衛騎兵連隊の先頭に立つ隻せき眼がんの指揮官が、大きな槍やりを高々と掲げ、そして前へ突き出し大音声で叫んだ。

「前へ！」

「おう！」
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　短くも重々しい声と共に、銀色の重騎兵は糸に繫つながった絡から繰くり仕掛けのように一斉に駆かけ始めた。

　どぉっ！

　前列と最後尾の列が同時に一歩を踏ふみ出す音が重なってひとつに聞こえた。

　どぉっ！　どぉっ！　どぉっ！　どっ！　どっ！　どっ！　ど！　ど！　ど！　どどど、どどど、どどどどどどどどど！。

　近この衛え騎兵連隊の蹄ひづめの音は一歩ずつ速さを増していき、瞬しゆん時じに距離を詰めていく。

「うわ、もう目の前や！」

「押すな！　押したらあかん！」

　承しよう安あん騎兵の顔が絶望に染まる。

　正面から迫せまるのは、重甲かつ冑ちゆうを身に着けた馬と兵士が密集した騎兵突撃である。

　ぶつかったら、ただではすまない。

　そんなことはわかっている、わかっているが、逃げようがないのだ。

「あかーん！」

　承安騎兵の指揮官が叫さけんだ声を残して、近衛騎兵連隊と承安軍騎兵部隊が衝突した。それは川の流れが岩にぶつかる光景によく似ていた。

　飛ひ沫まつのように宙に舞ったのは、承安騎兵たちだった。

　承安騎兵の隊列が割れて砕くだける。

　砕けた隊列の間を重騎兵が突き進むと、砕けた兵が消えてゆく。

「兄貴っ！　いや兵長！　あかん！　こらあかんで！」

「わかっとる！　わかっとるが、どうもならん！」

　兄貴分の兵長は目玉が落ちそうなくらい見開いた目で、

　必死に周囲を見た。

　──逃げる。逃げなあかん。あんなん相手にできるわけない。そやけど、どこや？　どこに逃げれば助かる？

　だが、思考はぐるぐると回転するだけで、よい考えなど、どこからも浮かばない。その間にも、一列また一列、銀色の悪魔と接触した騎兵が消えていく。




　伏ふせ龍たつは本陣の砦とりでの二階にある見張り台から、その近この衛え騎兵の突進を見ていた。

「こ……これほどとは……」

　伏龍は正直、舌を巻く思いだった。

　近衛騎兵は重騎兵である。

　馬にも兵にも甲かつ冑ちゆうをつけている。速度は決して速くないし、突撃を繰り返せばすぐに馬が疲れ果てて動けなくなる。

　速度を利用して敵陣に切り込み、撹かく乱らんを狙ねらう軽騎兵とは、まったく用途が異なる騎兵隊なのだ。

　いわば勝負を決める最後の切り札、敵の正面にぶち当て、その質量をもって正面を崩すのが、本来の役目である。

　最初、伏龍は本陣の板壁を倒して奇襲をかけるには、緑軍騎兵のほうが適しているかもしれないと考えていた。

　だが、聡そう凛りんはそれを否定した。

『敵の騎兵を討うち漏もらせば、背後に回られる可能性がある。敵騎兵はこの本陣正面にて一騎残らず跡形もなく殲せん滅めつせねばならぬ！　それは我が近衛重騎兵の仕事である！』

　聡凛はそう言って、重騎兵による突撃を主張したのである。

　──聡凛殿の言う通りにして正解だな。承安軍騎兵部隊はここで殲滅する。この陣の中で！

　伏龍は小さくうなずくと、さっと右手を上げた。

　その仕草を見ていた信号兵が、本陣のど真ん中に立つ信号柱に青い旗をするすると掲げた。

　どーん！　どーん！　どーん！

　太たい鼓この音が響くのと同時に、塹ざん壕ごう陣地の中に詰めていた帝国軍の歩ほ兵へいたちが一斉に動き出した。

　倒してあった馬用の柵を立てて、その後ろで槍やりを構えていくが、槍の向きは、内側を向いていた。

　歩兵隊は逃げようとする承安軍の騎兵を足止めするために動き出したのだ。

　それに合わせて、左右の丘にある弓きゆう兵へい陣地からも矢が飛び始めた。

　袋の鼠ねずみとなった承安騎兵たちを救け出そうとして、他の部隊がやってきても動きが取れないように、狙いすました矢が次々に飛んでくる。

　退路を完全に絶たれた承しよう安あん騎兵を、銀色の甲かつ冑ちゆうを身に着けた近この衛え騎兵が吞のみ込んで進んでいくさまを見て、ミーネが興奮したように叫さけんだ。

「見ろ晴せい凛りん！　敵の騎兵が溶けて消えておる！　あの先頭が晴凛の兄あに者じやか？」

「ええ、そうです、聡そう凛りん兄さんです。それにしても、消えているってのは大げさだけど……でも、確かにそう見えるな」

　ミリンが悔くやしそうに言った。

「帝国近衛騎兵は恐ろしいですね。あの突撃を正面から受けて、持ちこたえることのできる軍勢は、おそらくいないでしょう。騎兵の質では帝国をはるかに凌りよう駕がするシムールの精せい鋭えいでも無理かと思われます」

「我がタッケイ族一の勇者である兄スンタタであれば、聡凛様相手に無様な戦いにはならぬでしょう。ですが……」

　晴凛の嫁と妻になったとはいえ、ミーネもシャールもシムールである。馬で戦えば帝国よりもシムールのほうが強い、というのは彼女らが自負する部分、いわば誇ほこりである。

　だが、目の前の光景は、その誇りが揺ゆらぐほど衝撃的だった。

　ミーネたちが驚き騒さわぐのを聞いていた榎えのき耶や将軍が、満足そうにうなずいた。

「いや、シムールの姫様たちに、評価してもらえるのは帝国の将として嬉うれしい限り。孟もう旗きよ、お前はどう思う？」

　孟旗中ちゆう将しようは首を振った。

「あれはもはや騎兵が戦っていい相手ではない。馬を防ぐ柵を作り、その後ろから歩ほ兵へいの槍やり衾ぶすまで防がねば、どうにもならん。伏ふせ龍たつ殿よ、もし、お主があの近衛騎兵と当たるとしたら、どのような策をとる？」

　伏龍は腕を組むと、言葉を選ぶように答えた。

「重騎兵の唯一の弱点は馬です。馬が疲れて動けなくなるまで、時間を稼ぐしかありません。馬に余力がある間ですと……事前に罠わなを仕掛けておいて、そこに誘い込むくらいしか思いつきません。いずれにしろ正面から当たるのは愚ぐの骨頂ですね」

　伏龍の言葉に榎耶は真ま面じ目めな顔になってうなずいた。

「うむ、罠か。そうだな、姑こ息そくな手だがそれ以外に思いつかん。長ちよう陽ようの渡しで泉せん野や下か将しようの右目を奪うばい、近衛騎兵に少なからぬ損害を与えたのは、化薬を使った承安軍の罠だった。

　あれはおそらく承安軍を指揮していると言われる仮面軍師とやらの仕業だろう」

　晴凛と伏龍は顔を見合わせた。仮面軍師の正体が沢さわ樹ぎであったことは、まだ伏せてある。

　彼らが会話をしている間に、承安軍騎兵部隊五千は壊滅していた。前列にいた二千の兵が死傷して地に伏せ、残る三千は近衛騎兵連隊の突進に縦に貫かれて烏う合ごうの衆となり、近衛騎兵に後続していた緑軍騎兵とシムール騎兵に降伏した。

　そして、承安軍騎兵部隊を揉もみ潰つぶした重騎兵は、そのまま前進を続けた。

　承しよう安あん軍の騎兵部隊に続いて、堀を渡り始めていた承安軍の歩ほ兵へいたちは、目の前に銀色に輝く甲かつ冑ちゆうを身に着けた馬と騎兵が出現したのを見て、恐慌状態に陥おちいった。

　近この衛え騎兵が前に進むだけで、承安兵が武器を捨てて逃げ惑う。

　五短里メートルほどの距離に近づくだけで隊列が崩れ、手に持った武器を投げ捨てて歩兵が逃げていくのである。

　槍やりも剣も振るうことなく承安兵を崩していく近衛騎兵連隊を見て、伏ふせ龍たつは思わず叫さけんだ。

「すごい！　まるで透明の槍を構えているようだ！」

　一方その頃、近衛騎兵連隊の参さん謀ぼうたちは、伝令にこと細かく指示を与えていた。

「降伏した敵の騎兵は武装解除して陣地に閉じ込めておけ」

「はっ！」

「敵の馬は後方に回せ！　車兵の前進を妨ぼう害がいせぬよう、左側を進めよ！」

「了解しました！」

「死体と負傷者を片づけろ。車兵が通れるようにするんだ」

「了解です！」

　伏龍の作戦計画を事前に受けていた参謀たちが命令書を書き、それを伝令が運ぶ。

　参謀たちは事前に受けていた伏龍の指示の細かさと、その指示の的確さに、舌を巻いていた。

　事前の指示と実際の出来事との間に差があった場合、実情に即した指示を出すのが聡そう凛りんの仕事だったが、今の段階になると聡凛には指示することがほとんどないのだ。

　有能な参謀の数こそが、軍の機敏な行動を可能とする。指揮官や軍師が頭脳、兵が筋肉だとすれば、参謀は頭脳の命令を筋肉に伝える神経である。

　近衛騎兵連隊の司令部で、その参謀たちを統括するのは副官の仕事でもある。

「あの伏龍という軍師はさすがですな。私の手間がまるで違います。本当なら今頃は、命令書を書いて直して書いて直して手が墨すみで汚れて真っ黒になっているところです」

　副官が白い手を広げておどけると、聡凛はからから、と笑った。

「弟が連れてきたあの男、傑けつ物ぶつ中の傑物だ。なんでも練れん涯がい塾にいたそうだが、そこで教わることだけでは飽き足らず、十六の春に家を飛び出して、帝国中を放浪していたらしい」

「練涯塾ですか……どうりで」

　副官がそう言ってうなずいたとき、本陣の砦とりでから、どーん！　どん！　どーん！　どん！　という太たい鼓この音が聞えてきた。

「おう、緑軍騎兵とシムール騎兵の出撃か！　本隊の出番だな！」

　副官が肩からさげていた笛を取り上げて吹いた。

　ぴぃーッ！

　笛の音ねに驚いた参謀たちが、副官に注目する。

「傾けい注ちゆう！　後方から来る緑軍騎兵と馬車部隊のために、工兵が堀に橋を架ける！　それを守るのが我々の仕事だ！　隊列を組め！　橋を架け終わったら、軽騎兵と馬車部隊が来る！　すぐに道を開けろ！

　この後、もう一度出撃になる。馬の状態が悪い者には替えの馬を手配しろ！　急げ！」

「了解！」

　近この衛え騎兵連隊の参さん謀ぼうたちはそう答えると一斉に動き始めた。

　近衛騎兵連隊が帝国軍陣地に侵入してきた承しよう安あん軍騎兵部隊を壊滅させ、その後方に続いていた歩ほ兵へい部隊を堀の向こうに完全に追いやったのを見た伏ふせ龍たつは、ついに反撃のための本隊を出撃させた。先陣を行くのは敵の歩兵部隊の隊列に切り込む北域国軍の軽騎兵と、その切り込んだ隙すき間まを広げるためのシムール騎兵である。

　そして、その後ろに北域国軍の本隊である馬車部隊が続いている。

　過去において、馬車を積極的に戦いに投じた者はいない。馬車とは戦闘力を持たない単なる輸送手段であり、軍列の後方を食料や天幕を運んで進むものである。それが、この時代の常識だった。

　だが、伏龍と北域国軍は、この馬車を戦闘に投入することを考えた。

　一台の馬車に十二人の兵を乗り込ませ、馬車の周囲と後方を、厚い板で覆い、移動する陣地として使うことを考えたのだ。

　目的地まで馬に引かせ、その手前で方向を変え、馬に押させる形で前に進む。そして、目的地に着いたら馬車同士を棒で繫つなぎ、その間に盾たてを立てるのだ。

　弓きゆう兵へいひとりあたりが徒歩で運べる矢の数には限りがある。しかし、この馬車に矢を積んで一いつ緒しよに運べば、ひとりの人間が背負って運ぶ矢の十倍の数を使うことができる。

　本陣の砦とりでの奥にある司令部の天幕に伝令が駆かけ込んできて、伏龍に報告した。

「近衛歩兵が堀周辺の敵を完全に掃そう討とうしました！　現在架か橋きよう地点を確保中！」

「わかりました、工兵隊の出番です！　架橋開始！」

　伏龍の命令を聞いた信号兵が、砦の信号柱にするすると信号旗を上げると、後方で待機していた工兵隊の隊長が笛を吹いた。

　ぴぃりりりりぃーっ！

「架橋開始ぃーっ！」

　笛と大声を合図に、工兵たちが何本もの細長い板を持って前進を開始した。

　北域国軍が北域から運んできた、堀や川に臨時に橋を架けるために使う架橋資材だ。

　太い材木を鉄材で補強しているので、ひどく重い。

　だが、工兵たちは熟練した手順で資材を運び、所定位置に配置する。

「組み立て作業開始！」

　その号令と同時に、工兵たちが資材に群むらがった。

　桁けたを延ばし、繫つなぎ、歩み板を渡し、縄なわを通し、楔くさびを打ち込み、見る見るうちに橋が出来上がっていく。

　短時間のうちに四本の橋が承しよう安あん側へと延びた。

　工兵隊の現場責任者が、端の接合部を、金かな槌づちで叩たたき、足で楔くさびを蹴けって確かめた後で、大きくうなずいて叫さけんだ。

「ようし、出来上がりだ！　さあ、馬車をぶっ転がせ！」

　その言葉を聞いて、工兵隊の隊長が笛を吹いた。

　ぴぃりりりりりーっ！

「架か橋きよう完了！」

　その報告が、次々に後方に送られていく。

「架橋完了！」「架橋完了！」「架橋完了！」

　部隊ごとの伝令で申し送られた報告がついに、緑軍騎兵部隊と馬車部隊に届いた。

「架橋完了です！」

　軽騎兵の指揮官が剣を持った右手を前に振った。

「前進！」

　進軍を告げるラッパが高々と吹き鳴らされ、騎兵部隊が槍やりと剣を掲げて叫んだ。

「うぉおおおおお！」

「車兵、前進！」

「いけぇ！　進めぇ！」

　ついに、帝国軍の反撃が始まった。

　先頭を行く緑の旗を掲げた北域国軍騎兵部隊と、シャン族とタッケイ族から編成されたシムール騎兵部隊は、それぞれに四列になって工兵隊の架けた橋を渡ると、その先で楔状の突撃隊形に素早く隊形を組み直した。

　見事に統率の取れた行動で隊形を編制し終えた緑軍騎兵部隊と、それと連携するように楔の左右後方に位置したシムール騎兵部隊は、その場で停止した。

　一いつ瞬しゆんの静せい寂じやくが戦場を包んだ。

　近この衛え騎兵に追いまくられ潰かい走そうし、堀を渡ってかなり後方にまで逃げていた承しよう安あん軍歩ほ兵へいを必死になって号令をかけ、隊列を組み直させていた承安軍の指揮官がはっと顔を上げて、帝国軍のほうを見た。

　指揮官の目に映ったのは、緑軍騎兵の先頭に立つ指揮官が高々と掲げる白い指し揮き杖じようだった。

　視界の中で、指揮官が、頭の上でその白い指揮杖をくるくると回しているのが見えた、と思った次の瞬しゆん間かん。

　白い指揮杖が承安歩兵の隊列めがけて振り下ろされ、騎兵隊の中から突撃を告げるラッパの音が響いた。

　一斉に突撃に移った馬が、どどどどどど！　という地響きにも似た蹄ひづめの音を轟とどろかせて一気に迫せまってくる。

「来るぞっ！　盾たてを地面に付き立てて、四人で支えろ！　残りの人間はその間から槍やりを突き出せ！　馬でも何でもええ！　とにかく突いて突いて突きまくるんや！」

「お、おう！」

　兵士が声を上げるが、朝、総攻撃をかけたときの、威勢のいい声とは程遠いものだった。

　兵士は必死に槍を突き出し、弓きゆう兵へいが弓を射いる。

　矢を受けた騎兵が転がり落ちるがそれはほんの数名で、騎兵部隊は楔くさびのような隊形を維持したまま歩ほ兵へいの隊列に突っ込んだ。

　どかっ！

　馬が盾に体当たりするのと同時に鈍い音が響き、支えていた兵士が盾ごと吹っ飛ばされて宙を舞った。

　承しよう安あん歩兵の隊列が崩れ、そこに緑軍騎兵が乗り入れた。馬ば上じよう槍そうと剣で歩兵を突き、そして切り倒しながら、騎兵部隊は進んでいく。

　速度はほとんど落ちていない。

　突撃時の速度を保ったまま、密集隊形を取っている承安歩兵部隊の中を突き進んでいく。

　それは、布を切り裂く刃物のような光景だった。

　重装騎兵である近この衛え騎兵が地慣らしの鉄輪なら、緑軍騎兵はまるでよく切れる鋏はさみである。

　先行する騎兵部隊が切り裂いた承安軍の歩兵部隊を、後続するシムール騎兵部隊が馬の上からシムール弓とも言われる短たん弓きゆうで矢を発射し、次々に射い抜ぬいていく。

　シムールの弓は馬の上でも射ることができるように小型であるが、弓自体は動物の腱けんや粘ねばりのある木材を張り合わせて作られた強きよう靭じんな弓であり、この短い弓で近距離から水平に発射された矢は、鉄製の鎧よろいも兜かぶとも見事に貫通する。

　シムール騎兵は緑軍騎兵が切り込んだ歩兵部隊の切れ目を、左右に押し広げていく。

　立ち止まれば矢の餌え食じきになるとわかった歩兵たちは、雪崩なだれを打って逃げ始めた。

　そしてその後ろから、馬の蹄ひづめの音とは明らかに違う、ゴロゴロゴロ、という音が近づいてくる。

「何や？　何が来よったんじゃ！」

「知らん！　知りとうもない！　命あってのモノダネじゃ！」

「逃げい！　逃げい！　わしは逃げるでぇ！」

　敵に背中を見せて逃げ始めた歩兵の後ろから現れたのは、馬車だった。

　何百両という馬車が兵を満載して、突撃してくるのだ。

　落雷にも似たゴロゴロという音を立てて、無数の馬車が前進してくる様子を、崇すう鳳ほうは遠とお眼鏡めがねを通して見ていた。

　ぽかん、と、だらしなく開いた口のまま崇鳳はつぶやいた。

「何だ……あれは……？」

　傍はたから見れば、ただ呆ぼう然ぜんとしているだけの崇すう鳳ほうの姿だったが、このとき彼の頭の中では、めまぐるしく情報が並べ替えられていた。

　どのような予想外の出来事も、後からになってみれば、常に情報がある。その情報を正しく解釈し並べていないからこそ、不意を打たれる。

　それが彼の考えだった。

　沢さわ樹ぎと名乗っていた頃に北域でさんざんな負け戦いくさを繰り返した崇鳳には、情報を間違って解釈した経験が、それこそ山のようにあった。

　あまりに頭がよすぎるので、どんな情報でも自分に都合のいい解釈をして、誰もが納得できる話に仕立てることができてしまうのだ。

　そうやって自分自身を騙だまし続けた結果、沢樹は崇鳳と名前を変えてこの地に来ることとなったのである。

　崇鳳は今まで、帝国軍が敗北寸前の劣勢にある、という前提で物事を見ていた。

　劣勢であるから陣地の構築に力を尽つくし、騎兵を馬から下ろして戦力を増強しているに違いない、と。

　しかし、シムール騎兵の存在を確認し、北域国の介入が明らかになった今、帝国軍には大増援があったと考えねばならない。

　承しよう安あん軍が相手にしている敵の兵力は想定していた数の倍はある五万、あるいは六万と崇鳳は読んだ。

　だが、崇鳳に最も強い衝撃を与えたのは、北域国の増援そのものではなかった。

　──北域国軍がいるということは……それを率いているのは……伏ふせ龍たつこと、あの神しん流りゆう千せん斗とに違いない！　そして、北域王もまたここに来ている！

　崇鳳の脳のう裏りに前線視察のときに遠とお眼鏡めがねで見た二人の兵士の記憶が甦よみがえった。

　──あれがそうだったのだ！　あのとき、あいつらがあそこにいたのだ！　私はあいつらを見た。死んでも忘れるものかと、目に刻み付けたあの顔を、私は見過ごした……見過ごしてしまった！

　近この衛え騎兵の鎧よろいを着た者が歩ほ兵へいに混じっているというだけで、私は近衛騎兵は解体されたものと決めつけた！

　それはすべて、あいつの……神流千斗の策！

　怒いかりと憎にくしみと、そして後悔の念が脳内で渦うず巻まく。

　だが、それだけ混乱していた脳内が、ひとつの明確な敵を認識したことで、まとまり始めていた。

　──敵が神流千斗なら、なぜ、ここで陣を出た？　陣を出て反撃に移る理由がないではないか！　なぜだ？　なぜなんだ！

　私が帝国軍の指揮官なら、そのような作戦は絶対に立てない。

　反撃は危険度が高い。承しよう安あん軍が戦いに疲れ果てて撤退するというのであれば反撃の理由もあるが、まだ戦力も戦意も残っているときに反撃すれば逆襲を受ける。

　せっかくの増援を使い潰つぶすことになる。むしろ、野戦陣地を利用した防衛戦で、承安軍に失血を強しいるべきだった。

　──考えろ、考えろ、崇すう鳳ほう……いや、沢さわ樹ぎ延えん銘めい！　北域でお前はこういうときに、常に間違ってきた。状況が自分の想定から外れたとき、間違った解釈をした。お前の名が失われたのは、そのためだ。考えるんだ。このすべてには正しい視点がある。何しろ相手は神しん流りゆう千せん斗とだ。あいつが間違った判断をするはずがない。

　しかし、ゆっくりと考える時間は、崇鳳には与えられていなかった。

「崇鳳はん、えらいこっちゃ！」

「〝銀しろがね〟や！　あいつら、地獄の底から甦よみがえってきおった！」

「せっかく再編した騎兵部隊は壊滅や！　わしはもう、しまいや！」

「あのー、面めん涼りよう殿から、温うん州しゆう方面に展開していた予備軍が長ちよう陽ようの渡しに到着したと……」

「前衛の部隊から、矢弾の補充が届いてないとの苦情が次々と……」

「こんなんやったら、騎兵部隊をもっかい集めるなんて言わんかったらよかったわ」

「崇鳳殿、指示を！」

「どないしたら、ええんや！」

　承安軍のすべての情報が崇鳳に集まってくる。伝令も指揮官もどこかで崇鳳に情報を伝え、崇鳳から命令や指示を受けている。

　むろん、そういう仕組みを作り上げたのは崇鳳自身である。

　崇鳳はこの征せい古こ原げんの戦いをじっくりと腰を据すえてやるつもりだった。状況が動くとしても、それは最終段階の帝国軍が敗走し追撃に移行するときで、それまでは事前の作戦通りに事態が推移するものと決めつけていた。

　──ええい、この大事なときに！

　ひとまず思考を止め、崇鳳は目の前の事案に対処することに集中した。

「前線指揮官を失った歩ほ兵へい部隊は、いったん後方に下げて再編成を！」

「予備隊から兵五千を前線に回してください。後方に味方がいるということを思い出させて、戦線の崩壊を防ぐのです！」

「矢を後方から運ぶ馬車部隊を優先的に通すように指示を徹底してください！」

　とりあえず目の前の問題にそれぞれ指示を出し、情報の混乱がひと段落した、そのとき。

　承安軍の司令部に帝国軍の新たな動きが伝えられた。

「敵の車列が、陣を作っているだと？」

「はっ！　敵騎兵は我が歩兵部隊を徹底的に排除した後、そこに馬車をぐるりと円く並べました。それから、馬車の中から歩ほ兵へいが出てきて、その馬車を要害として使い始めています！

　騎兵は一部が帝国軍陣地に戻っておりますが、多くは円陣の中に残っております！」

「円陣か……」

　崇すう鳳ほうは考え込んだ。

　補給物資を運ぶ馬車で円陣を組み、敵の襲撃に備えるという陣立ては、珍しいものではない。先の長ちよう陽ようの渡河戦で承しよう安あん軍もやっている。しかし、それはきちんとした野戦陣地を構築する時間がないときの応急処置だ。今の帝国軍には立派な野戦陣地がある。

　そこまで考えたところで崇鳳は、その陣地を囲っている堀が埋まっていることを思い出した。

　──あ、いや。そうか……堀は半ば埋めたのだったな。

　中央の堀を埋められた帝国軍が、その堀から前進する形で、車列で臨時の張り出し拠点、出で丸まるを作ったのだとすれば、作戦としては筋が通っている……。

　つまり、近この衛え騎兵による反撃と、馬車による兵員輸送、そして車列で防御陣地を作るという一連の行動は、承安軍の攻撃で崩れかけた野戦陣地の防備を固めるという防御的なもの、と考えれば首尾一貫していることになる。

　──ということは、攻めているように見せかけてはいるが、帝国軍の真意は守りを固めることか。なら、ここで車列に攻撃をかけても今日中に押し切れるかどうかはわからん。今日のところはいったん、兵を退ひかせることも考えるべきかもしれんな。

　筋道の立った考えに、崇鳳の合理性を重んじる精神は疑念を抱いだくことなく、そう納得しようとしていた。

「ご主人様ーっ！　ちょっと聞くです！」

　すると、ムルトが、ぐいぐい、と崇鳳の袖を引っ張って思考を妨害した。

「今、伝令の人から聞きましたですよ。前線では水が無くてぶっ倒れてる兵が大勢いるそうですよ。ご飯はしょうがないですけど、長い時間戦うなら、水はちゃんと届けてあげるですよ」

　すがるように、というか、半ばすがりついて、ムルトはそう叫さけんだ。もともとこのご主人様は他人を思いやるということに欠けているし、あの情報の混乱の中、そこまで指示する余裕はなかっただろうことも、何となくわかる。とはいえ、水が無くてぶっ倒れている、というのはただ事ではない。ついででいいから、水の補給をしてあげるべきなのだ。ムルトはそう思い、ぐいぐい崇鳳の袖を引っ張りまくった。

　しかし、崇鳳の返事はつれないものだった。

「うるさい。仕方がなかろう！　そもそも最初の予定ではとっくに帝国軍は撤退を開始して追撃に入っているはずだったんだ。これだけ長くなるとわかっていれば、ちゃんと手配したはずなのだ……」

　そこまで言い返したところで、ぴたり、と、ムルトの手をふりほどこうとする崇鳳の動きが止まった。

「……『これだけ長く』……？　そう思っていたのは私だけか？　いいや、誰だってそう思う。そう思うはず……」

「ご主人様？」

　ムルトが怪け訝げんそうに覗のぞき込むと、崇鳳はその丸い鼻の表面に汗をぶつぶつと浮かばせて、一点を見つめていた。

　──あの馬車部隊は場当たり的に急きゆう遽きよ作られたものではない！　堀を埋められ、野戦陣地が破られそうになったために、馬車を搔かき集めてその場しのぎで作られたものではない！

　そんなことまで予想して事前に用意しておいたとでも言うのか？　馬ば鹿かな！　こういう展開にならないことだって、いくらでもありえたはずだ……あの馬車陣地には別の意味が、別の使い方があるはずだ！

　あの馬車陣地を堀を破られた補強のため、と考えるのはこの戦況の流れに合っているから……合いすぎているから、そう見えるだけなのだ！

　神しん流りゆう千せん斗とが兵員輸送用の馬車を大量に用意してここで繰り出したことには、別の理由がある！　この戦況とは無関係な理由があるはずだ！

「えーと、ご主人様……きゃっ？」

　崇すう鳳ほうの丸っこい指が、ムルトの細い肩を摑つかんだ。

「そうか！　そういうことか！　わかった、わかったぞ！」

「ご主人様？　痛い……ですよ？」

　ぐぐぐ、とムルトの肩を摑む力が強くなる。崇鳳の握力などたかが知れているが、華きや奢しやなムルトにはそれでも充分痛い。

「い、痛いです、ご主人様……も、もっとやさしく、してほしいですぅ……」

　崇鳳は聞いていない。

「車列が防衛陣地に見えるだけだ！　『誰だってそう思う』と私が思っているだけだ！　こっちがそう見ているというだけのことだ！　車列を作った目的は出撃拠点を前進させることだったのだ！」

　崇鳳の独り言は続いた。

「……こちらが、防衛陣を破れなかったと判断し、今日の戦いは終わりだと思って下がれば、あの円陣の中の全軍が飛び出してきて、こちらの背後を襲うのだ！

　我々がここで退ひけば、騎兵が手の中にあるあいつらがこの戦いの主導権を握る！　日が傾かたむき始めた今、ここであの円陣を破壊し、潰つぶさなければ、やつらは騎兵を使って夜襲に出るのは間違いない！　ましてやシムール騎兵は夜目が利くやつらばかりだ！」

　崇鳳は右手の爪つめを嚙かみながらつぶやき続ける。

「私が、もし、ここで今日の戦いは終わりだ、と思ったら、我が軍は終わるところだったのだ……戦いは終わった、と気が緩ゆるんだときの兵ほど脆もろいものはない。ましてや、承しよう安あん軍の兵たちは今日が最終決戦と考えていたから、そうでないと知れば気も緩ゆるむ。

　そこへ帝国軍の騎兵と、これまで温存されてきた兵が追撃をかけてくれば、一いつ瞬しゆんで崩壊しただろう……あともう少しで、そうなるところだったのだ！」

　ぬるりと冷たい汗が崇すう鳳ほうの額ひたいに吹き出し、顔中をダラダラと伝い落ちた。

「ご主人様……ああ、もう、まったく」

　顔中から汗をかいて立ち尽つくす崇鳳を見て、ムルトが布きれを取り出し、ごしごしと乱暴に崇鳳の顔を拭ぬぐった。

「ふごぉぉ？」

「ムルトには、何が何やらさっぱりですが、ここでご主人様が負けたら、ムルトの命もおだぶつなのはよくわかってるですよ。だから、ムルトのためにもご主人様には勝ってもらわないといけないです」

「むごむごむご」

　布に遮さえぎられていて、崇鳳にはムルトが見えない。

　だから、このときのムルトの顔を、崇鳳は知らない。

「ご主人様とムルトは一いち蓮れん托たく生しようです。だから、がんばって、ですよ」

　崇鳳に分かるのは、なぜか自分の顔が熱くなっているということだけだった。

　──馬ば鹿かな、この私が、こんな奴ぬ婢ひの娘の言葉で赤面するだと？　そんなことがあるものか！

　だが、顔の熱さは止まらない。それどころか、なんだか涙るい腺せんが緩ゆるんできたような気もする。いやいや、そんな馬鹿な。小娘の言葉ごときで、私が涙を？　そんな馬鹿な！

　しかし。崇鳳の考えや感情とは無関係に、熱さは痛みすら感じるほどになってきた。

　というか、痛い。痛いし、汗まで出てきた。先ほどの冷たい汗とは、質が違う。くわっと熱いものを当てられたような……。

「お、おい、何か変だぞ？」

　ムルトは手に持った布を見て目を見開いた。

「……あ。この布、唐とう辛がら子しを包んでた布でしたですよ」

「な、なんだとぉ!?」

　おー、これは大変ですよ、とか何とかムルトが言っていたような気がするが、崇鳳はもはやそれどころではなかった。唐辛子の辛から味み成分が、たっぷりと顔に塗りつけられてしまったのである。
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　痛い痛い痛い！　熱い熱い熱い！

「うわーっ！　ぎゃーっ！　顔が！　顔が熱いっ！」

「水ーっ！　誰か水を持ってくるですよーっ！」

　どたばたのあった後、崇鳳から新たな作戦が発せられた。

　左さ右ゆう両りよう翼よくを戻し、前衛と中衛と共に全軍をもって、突出した車列の中の帝国軍を攻撃せよ、と。







　　　第六章「馬車陣地」







　夏の終わりの太陽はすでに天頂を過ぎ、西の空から征せい古こ原げんを照らしていた。

　午前中の戦いは帝国軍陣地の正面に通じる堀の攻防が中心だったが、その前面に半円形の馬車陣地が構築された今、戦いの中心は馬車陣地の攻防に移っていた。

　伏ふせ龍たつが、なぜ、馬車を使った陣地を突出させたのか。その意図を見抜いた崇すう鳳ほうは左右に展開していた軍を戻し、潰かい走そうした中央軍を再編成させて、後ご詰づめの予備隊と共に突出した馬車陣地を攻めるように命じた。

　──日が沈む前に、何が何でもあの馬車列を破壊し、帝国軍を壊滅させる。それが崇鳳の目的だった。

　承しよう安あん軍が攻勢に出始めたという情報は、すぐに帝国軍本陣にも伝えられた。

「敵は退ひくことをせずに総攻撃に移りましたか……そう簡単には勝たせてくれないとは思ったが……。北域にいた頃の沢さわ樹ぎだったら、今頃は、今日の戦いは終わりだと考えて撤てつ退たいを考えていただろうが、一枚も二枚も上うわ手てになってやがる……」

　口では忌いま々いましそうなことを言っているものの、伏龍の唇くちびるの端に笑えみが浮かんでいるのを晴せい凛りんは見逃さなかった。

「そうは言いつつも、どこか嬉うれしそうですね？」

　顎あごに手をやって考え込んでいた伏龍は、え？　という顔を上げて晴凛を見た後で、頭を搔かいてうなずいた。

「あ、いや、そんなことはねえよ、と言ったら噓うそになる。帝国の存亡を懸かけた決戦の真っ最中に何を馬ば鹿かなことを考えていやがるんだ！　と叱しかられるかもしれないが、俺の心の中には、確かに沢樹との知恵比べを喜んでいる自分がいる。手応えのあるやつとやりたい、と思うのも間違いなく俺の本ほん音ねだよ」

　晴凛は真ま面じ目めな顔で首を振った。

「叱ったりはしません。最初から楽に戦える相手ではないということはわかっていましたし、ましてや相手があの沢樹だとわかった今、この戦いに勝つのは至難の技だと思います。

　そういう戦いを楽しむ、なんてことができるのは、伏龍さんしかいません」

　伏龍と晴凛の会話を聞いていたミーネが、うんうん、とうなずく。

「うむ、晴凛の言う通りじゃ。あのいけ好かない性根の捻ねじ曲がった沢樹を向こうに回して戦えるのは、これまた性根が捻じ曲がった伏龍しかおらん、ということだな。

　相手を引っかけて罠わなにはめる悪知恵に関しては天下無双、おぬしの右に出る者はおらんからな」

　伏ふせ龍たつはにっこり、と笑った。

「その褒ほめ言葉、ありがたく頂ちよう戴だいいたすとして、甦よみがえってきた沢さわ樹ぎは、以前の沢樹よりも思し慮りよ深くなっているだろう。こうなったからには、もう楽な戦いはさせてもらえないだろうな」

「承しよう安あん軍はどうやって攻めてくると思いますか？」

　晴せい凛りんの質問に、伏龍は即答した。

「火矢だ。馬車は火に弱い。集中して火矢を浴びせられたら、その車列は丸ごと焼けてしまって陣地の防壁に穴が開くことになる」

　伏龍がそう言うのを待っていたかのように、司令部に伝令が駆かけ込んできた。

　伝令は伏龍の前に片かた膝ひざをついて、早口で伝令文を読み上げた。

「監かん視し哨しようより報告！　承安軍が火矢を使用！　右側面、最前列の車列に対し集中攻撃を行っているとのこと！」

　伏龍はうなずいた。

「わかりました、予想通りですね」

　その落ち着き払った態度を見て、ミーネが嚙かみ付いた。

「何が『予想通りですね』じゃ！　相手の動きを読んでおったのなら、何とかせい！　お主は軍師じゃろうが！　軍師というのは、こういうときは儀式か何かをやって、こう、むにゃむにゃむにゃと呪じゆ文もんを唱となえて、雨を降らせるとか、強い風を吹かせるとかするのが当然じゃろうが！」

「そんなことができるわけないじゃないか」

「できんだと？　なぜじゃ！　わしが見た芝居や、講釈師の語る物語に出てきた軍師は、みんな風を起したり雨を降らせたり、龍りゆうを呼び出したり『雷らい獣じゆう！　お前に決めた！』とか何とか言って魔獣を呼び出して戦わせていたぞ？」

　ミーネはそこまで言ってから何かに気がついたように、ぽん、と手を打った。

「そうか、わかった！　おぬし、酒が切れたのであろう？」

「はあ？」

　怪け訝げんな顔をする伏龍を見て、ミーネは、うんうん、とうなずいた。

「おぬしはここ最近、酒を飲んでおらん。毎日酒を喰くらって、あっちへふらふら、こっちへふらふらしておった頃とは大違いじゃ！　酒こそがおぬしの神通力の源みなもとだったのに違いない！　帝国はやたら軍規に厳しく、昼間から酒を喰らうわけにもいかぬがゆえに、酒を断っておるのであろう。

　だが、今は危急存亡のときじゃ！　構わん、酒を飲め。ぐびぐび飲んで、神通力を取り戻し、戦場に雨を降らせるのじゃ！」

　伏龍は参ったな、という顔で笑った。

「いや、酒は飲みたいけど……勝ってから飲んだほうが美う味まいと思う。それに、神通力を使わないでも何とかする方法ならいくらでも考えてあるし、手を打ってあるんだ」

　その言葉を裏付けるように、伝令が飛び込んできて告げた。

「報告します。近この衛え騎兵連隊が火矢を放っていた敵の弓きゆう隊たいに逆襲を仕掛け、これを蹴け散ちらしました。火矢によって、馬車三台が炎上しましたが、これは鎮ちん火かしました！」

　その報告を聞いた伏ふせ龍たつは、ミーネに向かってにやっと笑ってみせた。

「な？　ちゃんと手は打ってあるんだ。それに、承しよう安あん軍は最初から火攻めを想定していたわけじゃない。俺たちが馬車部隊を使ってくるとは予想していなかったはずだ。だとしたら、火矢に使える油脂の量には限りがある。手持ちの油脂を使い切れば、もう火矢は使えない。手を打たないといけないのは、この次だ」

　ほへー、という顔で伏龍の説明を聞いていたミーネが身を乗り出した。

「ほう、おぬしには、この次の手が見えているのか？」

「ああ、見えている……というか、こいつは俺ならこうする、という手だな。俺の立てた作戦を、別の俺になって攻略するなら、という手で見るんだ。俺なら次は力押しだ。とにかく兵の数で押し切って、攻め寄せて馬車を動かす」

「人の手で馬車を押して動かすだと？　何の工夫もない馬ば鹿かみたいな方法じゃな。いくらなんでもそんなことを、あの沢さわ樹ぎがやるとは思えんぞ？」

　ミーネが首を傾かしげていると、息を喘あえがせて、伝令が本陣にやってきた。

「報告！　承安軍歩ほ兵へいが前面に一箇所、左右側面に四箇所、同時に攻撃を仕掛けてきました！　現在、馬車列陣地で交戦中！　敵は人力で車列を崩そうとしています！」

　伝令の報告を聞いたミーネは飛び上がった。

「あ、当たった！　やはりおぬしは神通力を持っておるのではないか？　先のことがわかるのなら、ひとつ、このわしの将来を見てくれんか？　わしと晴せい凛りんの将来じゃ！」

「いや、それは俺じゃなくて晴凛に訊きいてくれ」

　ミーネは振り向いて晴凛を見た。

　ミーネと視線を合わせた晴凛は慌あわてて言い訳を始めた。

「え？　あ、それはこの戦いが終わってから……というか、この戦いに勝たなければ、それどころじゃありませんから」

　慌てる晴凛を半目でにらんだミリンが、低い声でつぶやいた。

「先送りばかりシていると、後で痛いメを見マすよ……」

「あ、いや、その……先送りとかそういうのじゃなくてですね……」

「まあ、そういうのも全部ひっくるめて、終わったら考えようぜ。今はこの戦いを勝って終わらせることだ」

　伏龍はわたわたする晴凛を見て、笑いながらそう言うと、伝令の兵士を手招きして訊いた。

「君、その攻撃を受けている箇所をこの地図で教えてくれ」

　伝令に地図を示した伏ふせ龍たつの顔に、もはやさっきの微笑ほほえみはない。

　──馬車列防衛陣地を崩すなら、人力しかない、というのは正解だ……馬車の車輪には車止めを嚙かませて綱と鎖くさりで相互に繫つなぎ、動かないようにしろと命令したが、地面に埋めたわけではない。車輪がある以上動かせないわけではない。兵の数で揺ゆさぶって押し倒されれば、陣地は崩せるだろう……。

　伏龍の傍かたわらに来て地図を覗のぞき込んだ伝令は、地図の中の数箇所を指差した。

「前列はここ。右側面はここと、ここと、ここの三箇所。左側面は、ここです」

「火矢を打ちかけた右側面に三箇所か……攻撃の主力は右側面だな。火矢で混乱させ、煙けむりに隠れて部隊を前進させたんだろう。前面と左側面は陽動か、あるいは攻撃部隊が車列からの射撃で上う手まく攻撃地点まで前進できていないか……」

　晴せい凛りんと榎えのき耶や将軍が地図を覗き込んだ。

「今は馬車列陣地の右側面に敵の攻撃が集中しているが、それは他の面での敵の攻撃が陽動であることを意味しているのか、それとも時間差があって全面が攻撃を受けるのか、わからないってことか……」

「近この衛え騎兵を右の支えに出すか？」

　榎耶将軍の言葉を聞いた伏龍は首を振った。

「いえ、近衛騎兵は重装騎兵です。確かに強力無比ですが、馬の疲れも軽装騎兵の比ではありません。そう何度も使うわけにはいかないでしょう」

「うむ、近衛騎兵が使えるのは、あと一回か二回。となればこのような場所で使うわけにはいかんな……」

　榎耶将軍はそこで言葉を切ると、にやっと笑った。

「ならば、わしらを使え。後ご詰づめとは、このようなときに使うものだ」

「確かに、ここで榎耶将軍の兵を投入すれば、馬車陣地の守りは厚くなりますが……後詰めの兵は何かのときに動かせる手であり、最前線で戦っている兵たちの希望でもあります。

　いつでも援軍が来てくれる、という安心感は何ものにも変えられません」

「うむ、伏龍殿の申すことも、もっともだ。だが、遊兵を出すは愚ぐ策さく中の愚策だぞ」

　伏龍と榎耶将軍の会話を聞いていたミーネが晴凛に訊きいた。

「伏龍たちの言っている『後詰め』と『遊兵』とはどう違うのじゃ？」

　晴凛はしばらく考えた後で、ミーネを諭さとすように、ゆっくりとした口調で答えた。

「後詰めも、遊兵も、戦場で戦っていない部隊のことです。どこが違うのかと言うと、後詰めというのはちゃんと使う予定があって、そのときがきていない部隊で、遊兵というのは使い方を間違えて戦いに加われなくなってしまった部隊のことです。

　陣に配置しないで手元に置いておいて、敵が思わぬところから攻めてきたときに備えておくのが、後詰め。

　敵を挟はさみ撃うちにしようとして手勢の一部を後ろに回り込ませたら、道が悪くて動けなくなって、何の役にも立たない……みたいなのが、遊兵というわけです」

「そうか……役に立っておらんのが、遊兵というのじゃな」

　ミーネはそう言うと、伏ふせ龍たつたちの間に首を突っ込んで地図を見た。
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　　　　＊＊＊印は堀を表している。凸は弓兵陣地。







　しばらく地図を見ていたミーネは顔を上げて伏ふせ龍たつに訊きいた。

「敵は馬車陣地を攻めておるのじゃな？　ならば、この右と左の陣地にいる帝国歩ほ兵へいは遊兵ではないのか？」

「左右の陣地の部隊は遊兵ではない。ちゃんと出番を待ってるんだ」

「そうなのか……」

　ミーネはそう言うと、再び地図の上に視線を彷徨さまよわせた。

　その間にも伝令が次々にやってくる。

「報告します！　敵は右側の陣三箇所に対し攻撃を仕掛けていましたが、さらに正面、及び左側からも攻撃を仕掛けて参りました。現在、陣地三方向で激しい戦闘が行われております！」

　伝令の報告を聞いた伏龍は、内心で安あん堵どした。

　──承しよう安あん軍は全面で攻勢に出ていたのだ。右側面が主攻軸だと考えて左側面から兵を引き抜いていれば、左を突破されてしまっていたかもしれない。

　だが、安堵している場合ではない。ひたすら平押しに押してくる戦い方をされたのでは、こっちも地道に押し戻すしかない。そうなれば、戦いの行く末を決定するのは数だけだ。

　伏龍は机に手を置いて、再び地図を覗のぞき込んだ。

　──中央の戦力は、ほぼすべて馬車列陣地に投入した。ミーネ姫の言う通り左右の塹ざん壕ごう陣地を守る歩兵を引き抜くのは、現状では無理だ。

　承安軍はまだ側面にも兵を配置してにらみをきかせている。ここで兵を引き抜けば、側面を突破される。

　伏龍はふと顔を上げて晴せい凛りんをじっと見つめた。視線がやけに熱っぽい。

「えと……伏龍さん？　どうしました？」

「そうじゃ！　伏龍、今の晴凛を見る視線、どこか怪あやしかったぞ？」

「いやね……お前が千人、いや、百人でもいてくれたらなぁ、と思ったんだ。

　数で攻めてくる敵を撃退するには、威力のある弩いしゆみや、化薬を使った武器を配備するか、あるいはお前のような弓の達人がいてくれれば言うことはないんだが……」

「シャールさんとシムールの弓の達人を集めた部隊は、皇帝陛へい下かの直衛部隊として配置してありますからね。あれを引き抜くわけにはいきませんが……必要とあれば、シャールさんだけでも呼びますが……」

　晴凛の言葉を聞いて、ミーネが叫さけんだ。

「いや、駄だ目めじゃ！　シャールをここに呼ぶなどとんでもない！　あいつは帝国皇帝を守るのが仕事じゃ！　弓の使い手ならば、ほれ、ここにおるじゃろう」

　ミーネが指差したのは、先ほど彼女自身が物もの見みに行った丘の中腹にある、見張り台の近くの弓きゆう兵へい陣地だった。

「弓が届くのは、堀までじゃ。戦場はもう堀の向こうに行ってしまっておるのに、ここに置いておいても無む駄だじゃろう？」

「え？」

　地図の上に視線を落とした伏ふせ龍たつは、はっと目を見開いた。

「そうか！　最前線はもう前に出ているのに、ここに弓きゆう兵へいを置いておく理由はない。こいつは間違いなく遊兵だ。

　それに……戦いの場所が前に出ているのに、指揮所がここから動いていないというのも問題だ。伝令が行って帰ってくるまでの時間が無駄になる」

　伏龍は顔を上げた。

「弓兵隊のいる双子丘陣地の上のほうに、観測兵を置き、指揮所をその下に置く。車列の馬車列陣地は、平たい場所に置いてあるから、視界が狭せまい。あそこからなら、敵の動きが一望できる」

「おお！　それなら、わしも行こうか？　目はいいぞ！」

「いや、細かいところまで見る必要はない。全体の動きがわかればいいんだ。よし！　移動準備だ！　指揮所を移すぞ！」




　伏龍が指揮所を前に出すために準備を始めた、その頃。

　がつん！

　丸太同士がぶつかるような大きな音と共に、馬車列陣地の左側に配置された馬車の一台が大きく揺ゆれた。

「ばきばきっ！」

　衝突音に続いて木材が割れる音が辺りに響き、揺れた馬車の後方と側面に並べられた防ぼう盾じゆんが割れ、中から弓を射いていた兵がばらばらと落ちた。

「弩いしゆみ！」

「敵は弩きゆう車しやを持ってきたぞ！」

　叫さけび声を聞いた馬車列陣地の帝国軍の兵士の間に緊張が走った。

　攻城兵器である大型の弩は、兵にとって死の代名詞だ。弩の大型の矢は馬車を破壊し、盾たてを構えていようが、鎧よろいを着ていようが関係なくすべてを貫通し破壊と死をもたらす。

「近この衛え騎兵はどうした？」

　北域国軍に所属する指揮官が副官を呼ぶ。

「前面で交戦中です。ここは我々でやるしかありません！」

「そうか……行くぞ、諸君！　弩車は連射ができない。こちらから打って出て、車ごと破壊する！」

「おうっ！」

　侘タ瑠ル徒ト攻防戦で大損害を受けて半年。北域国の指揮下に入った帝国緑軍は、訓練に十分な時間をかけ、北域国軍として再編成されて南域との戦いに臨のぞんでいる。戦意も高く、疲労も少ない。機敏な動きで隊列を組み、早足で馬車列陣地を出て前進する。

「来たでえっ！　帝国軍や！」

「こいつら、狙ねらいは弩きゆう車しやや！　押し返せっ！」

　一方の承しよう安あん軍は相も変わらずのだらっとした不ふ揃ぞろいな動きで、隊列を組んでもデコボコしている。歩ほ兵へい同士の戦いは隊列を組んでの押し合いなので、きちんと整列し、きびきびと動く北域国軍のほうが絶対に強い。

「押せっ！　押し崩せっ！　押せえっ！」

「負けるなあっ！　退ひくなあっ！　下がるなあっ！」

　両軍の指揮官の叫さけびも、両者の力の差を反映していた。

　しかし、いくら力の差があると言っても、歩兵の動きでは再装そう塡てんまでに弩車にはたどり着けない。

　どぱんっ！　弩車がさらに一発の太矢を大破した馬車に放った。

「しまった！」

　北域国軍指揮官が後方を見て叫ぶ。馬車の車体が中央から折れて崩れ、前後の馬車と繫つないであった綱がだらん、と下がる。

「よっしゃ行けえっ！」

「ねじ込めえっ！」

　馬車列陣地にできた穴に、承安軍が殺到する。帝国軍ではあまりないことだが、承安軍はこうした場合、隊列が崩れたままの少数の集団が、三々五々、勝手に動く。

「くそっ、盗賊のような動きを！」

　北域国軍指揮官は毒づいた。後退したいが、弩車を放置はできない。抵抗が弱いのをいいことに、承安兵は馬車列陣地の内側へと侵入しようとした、そのとき。

　びんっ！　びんっ！　びんっ！

　弓弦ゆづるの音と共にほぼ水平に放たれた矢が、真っすぐ承安兵たちの群れへと突き刺さった。

「うぎゃあ！」

「ぐえっ！」

「矢や！　矢が飛んできよったでぇ！」

　悲鳴にも似た叫び声を上げて、破壊された馬車に殺到しようとした承安兵の群れが、ぱあっと散っていく。

　統制が取れていない分、逃げ足は速い。

「弓きゆう兵へいだと？　どこから？」

　矢が飛んできた方角を見た北域国軍指揮官の視界に飛び込んできたのは、帝国青軍、敬けい州しゆう第五連隊の旗だった。

「あれは……双子山の中腹の弓きゆう兵へい陣地に掲げられていた旗か……」

「隊長！　敵が逃げていきます！」

　慌あわてて前を見た北域国軍指揮官が見たものは、蟻ありが巣穴に砂糖のカケラを運ぶときのように、群むらがって弩きゆう車しやを押して逃げていく承しよう安あん兵の姿だった。

「くそ、もうあんなところまで……あいつら、逃げ足だけは速いな」

　波が退ひくように後退していく承安軍の群れを見た北域国軍の指揮官は舌打ちをした。




　敬けい州しゆう第五連隊の旗の下では、安あん西ざい下か尉いが部下を褒ほめていた。

「よくやった。引き続き、警戒を続けろ。承安軍の連中、どこから潜もぐり込んでくるか、わからんぞ。俺は戦況を確認する」

　ぐるりと周囲を見る。低い場所に下りたので視界は狭せまい。中央が折れて擱かく座ざした馬車に駆かけ寄り、上に乗って状況を確かめていると、近づいてきた帝国軍歩兵部隊の指揮官が声をかけてきた。

「おい、そこの馬車の上のやつ！　危ないぞ！　降りろ！」

「俺は敬州第五連隊、弓兵隊指揮官の安西下尉だ。戦況を確認させてもらう！」

　安西下尉は右手の袖についている階級章と兵種章を示して、そう答えると、馬車の上で素早く左右を見た。

　敵は近い。こちらに来そうなのは千から二千。敵は歩ほ兵へいばかりで弓兵は見えない。

　敵の弩車が一台。承安兵の後ろに見え隠れしている。

　北域国軍の歩兵隊がその弩車へ向かって隊列を組んで前進中だ。

　歩兵隊の正面の敵は押しまくられて崩れる寸前だが、その左右から、承安兵が迫せまっている。

　──まずい。歩兵隊の連中、弩車だけを見て、側面を見ていない！

　馬車から飛び降りた安西下尉は部下の許もとへ走った。

「突出した味方歩兵の側面を援護する。来い！」

　二十人ばかりの弓兵を連れて、先ほど敵が乗り込もうとしていた場所から馬車列陣地の外へ出た弓兵部隊は、そこで片かた膝ひざをついて隊列を作った。

　側面ががら空きになった緑軍歩兵部隊に迫る承安軍の歩兵部隊を指差して、安西下尉が叫さけんだ。

「目標、承安軍歩兵部隊。斉射用意！　撃うてッ！」

　二十本の矢が承安軍の歩兵隊列に吸い込まれる。悲鳴が上がり、隊列が大きく揺ゆれる。

「第二射。撃てッ！」

　さらに二十本の矢が倒れた歩兵の後続の兵士に襲い掛かる。

　側面を狙ねらって動いていた承安軍の歩兵隊は、この二斉射で動きを止めた。

　その間に、北域国軍歩兵部隊は弩車へと到達した。弩車の周囲を守る承安兵との短く血なま臭ぐさい戦いの後、弩きゆう車しやに取り付いた歩ほ兵へい部隊が弩いしゆみの弦つるを斧おので切断し、車軸を折って、動けなくする。

　だが、弩車を壊せばそれで終わりという単純な話ではない。

　突出した北域国軍歩兵部隊は、今度は馬車列陣地の中まで戻らなくてはいけない。弩車を破壊している間に、周囲の承しよう安あん軍が、じりじりと前進を開始していた。そのうちのひとつは、安あん西ざい下か尉いらのいる、馬車列陣地に開いた穴を目指している。

　どちらに矢を向けるか短く考えた安西下尉は、味方の援護を選んだ。

「後退する味方歩兵部隊を援護する！」

　──もしここで味方歩兵部隊が甚じん大だいな損害を受けたら、兵力が不足し馬車列陣地を守りきれなくなるに違いない。

　それが安西下尉の判断だった。

「第二射からは各個に速射！　撃うち尽つくしたら馬車列陣地の内側に後退だ！」

　だが、同時に安西下尉は部下たちに、後退時の指示も行った。

　部下の命を預かるのも指揮官の仕事である。壁も堀も無く、敵との距離も近いこの場所では、近接戦能力のない弓きゆう兵へいは相手に肉薄されたら終わりなのだ。

　部下を率いて馬車列陣地の外に出た安西下尉が陣地の内側に戻ると、弩車を破壊するために打って出た北域国軍歩兵部隊が戻ってきた。

　激しい戦いだったのだろう。敵の刀や槍やりで負傷した兵が、後方の包帯所へと運ばれていく。それを見ていた安西下尉のところに、軍装に折り目の残った北域国軍の中ちゆう尉いが、駆かけ寄ってきて敬礼した。

「先ほどの援護射撃は、君の部隊か？」

　安西下尉は答礼して答えた。

「はっ。敬けい州しゆう第五連隊、弓兵隊です。自分は安西下尉です」

「ありがとう、安西下尉。あの援護射撃がなければ、危なかった」

　ほっとしたように話しかける中尉を見て、安西下尉は首を振った。

「いえ、それよりも、お気をつけください。気を抜いてはなりません！　自分の知る承安軍なら、ここで来ます！」

「ここで？」

　北域国軍の中尉が、まさか、という顔をした、そのとき。

　うぉおおおう！

　怒声が馬車列陣地の外側から聞こえてきた。

　それは周囲の承安軍が一斉に動き出した証拠だった。

　威勢をつけて恐怖心を紛まぎらわすためなのだろう、だん！　だん！　という旋せん律りつで、足を踏ふみ鳴らす音を立て、口々に大声を上げて馬車列陣地に近づいてくる。

「な、何ぃ？」

　北域国軍指揮官が面食らう。

　彼はこう考えていたのだ。今の一連の戦いでひと区切りついた。次に承しよう安あん軍が動くのは新たな弩きゆう車しやがこの戦線に投入されるかどうかしてからだろう、と。

「これが承安軍です。やつらは間断なく攻めてきます。芸のない、泥どろ臭くさい戦い方ですが、ひと息つこうとすると、押し切られます」

「わ、わかった。これは容よう易しやならぬ敵だな」

　支援射撃についての簡単な打ち合わせをして、自分の部隊に戻った安あん西ざい下か尉いは、興味深そうな顔の自分の部下たちに笑いながら告げた。

「北域国軍の連中、ちょっとお行儀がよすぎるな。軍服もまだピカピカだ。埃ほこりもついちゃいない」

　耳に包帯を巻いた古参兵が安西下尉を見てにやにや、と笑う。

「彼らは歩ほ兵へいですからね。でも今日一日で、俺らと同じように泥だらけになりまさあ」

「ああ、泥だらけになったあいつらを後で笑ってやるためにも、あいつらを死なせるわけにはいかないな。先輩がいいとこ見せてやろうじゃないか」

　安西下尉はにやり、と笑い、古参兵の肩をぽん、と叩たたくと、部下に向き直った。

「皆、ここが正念場だ。応援に来た北域国の連中に、南域討とう伐ばつ軍ここにあり、というところを見せてやれ！」

「はっ！」

　腹に響く声で部下が唱しよう和わする。連日の戦闘と野戦築城で兵は疲労の極みにあったが、敬けい州しゆう第五連隊弓きゆう兵へい隊の士気はまだ高かった。




　その頃。馬車列陣地正面で戦っていた近この衛え騎兵たちが、馬車列陣地の中に戻ってきていた。帝国軍陣地から十数回の出撃をこなし、弩車八台と数えきれぬ承安兵をなぎ倒してきた近衛騎兵は、馬が疲労し移動不能となりつつあった。

　頭をだらんと下げて、とぼとぼ、と歩く馬の状態を見ていた聡そう凛りんは思った。

　──ここが潮時だな。再編成するしかあるまい。換えの馬に鎧よろいを着せるだけで、かなりの時間がかかる。装備換装が終わるまでは歩兵となって、馬車列陣地を守るしかない。

　聡凛は大声で叫さけんだ。

「ようし！　全員、馬を下りろ！　馬を馬ば匹ひつ兵へいに任せ、近衛騎兵連隊は別命あるまで、歩か行ちで戦う！」

　近衛騎兵たちは馬から下りると手た綱づなを取って、体から湯気を上げている馬を馬車列陣地の中央に連れていった。

　そこには馬の世話専門の兵士である馬匹兵たちが、馬に飲ませる水みず桶おけや飼葉、馬体の汗をこそげ落とすための目の詰んだ刷は毛けなどを用意して待ち構えていた。

　馬ば匹ひつ兵へいたちが近この衛え騎兵から馬を受け取り、身体からだにまとっている厚い鎧よろいを外すと馬体から湯気が立ち昇るのが見えた。

　馬は汗を搔かく動物である。鎧によって蒸発しきれなかった汗が、馬の身体を滝のように流れ落ちている。

　馬匹兵は身体に目の詰まった刷毛をあてて、汗をこそげ落とし、馬うま衣ぎぬと呼ばれる布をかけて、水みず桶おけのところに連れていく。

　──あの馬匹兵たちは兵と言っても武器を持っていない。戦わぬ兵だ。だが、こうやって我々の馬の世話をするために、馬車に乗って最前線まで来てくれている。

　あの者たちの働きがなければ、近衛騎兵は戦うことすら適かなわぬだろう。

　そして、この陣が破られれば、あの兵たちはなす術すべもなく承しよう安あん兵に蹂じゆう躙りんされるだろう。

　──それは、させん。

　聡そう凛りんは副官と共に徒歩で、火矢による車列の損害が最も大きかった右側面へと向かった。

「承安軍、意外と粘ねばりますな。損害はかなりのもので、いつもならとっくに逃げ散っているところです」

　歩きながら器用に帳面へ筆を走らせていた副官のつぶやきを聞いて、聡凛はうなずいた。

「うむ。今日は特に執しゆう念ねん深い戦い方をする……が、その執念、どうも戦っている兵と後方とでは違うようだな」

「と、言いますと？」

「前線の兵は今日で戦いは最後で、勝てば帝都に進撃して略りやく奪だつし放題、という欲で戦っている。士気は高いが持続はしない。死ぬ気がないからな」

「そりゃ、そうですな。生きてこそ、略奪もできようってもんでしょう」

「だから、不利となれば崩れる。そこまではいつもと一いつ緒しよだが、今日はそのたびに、すぐに後方から新手がやってくる。波状攻撃……いや、梯てい団だん攻撃と言うべきか。承安軍の仮面軍師のやつ、よほどの覚悟でこの戦いに臨のぞんでいるようだな」

　聡凛はそこで口を閉じた。無事な左目がここではないどこか遠くを見る。

　付き合いの長い副官も、聡凛の様子を見て口を閉じる。聡凛は単純明快を旨むねとする武人だが、それは深い考えを持たないのではなく、深く考えた上で現状に不要なことはあっさりと切り捨てるからである。

　聡凛は左目で円形の馬車陣地をぐるりと見回しながら考えた。

　──承安軍の梯団が攻め寄せたのはこれまでに五回。切れ目のない攻撃は、一枚の防衛線しかない我が軍を消しよう耗もうさせている。

　この先、どこか一箇所がその消耗に耐えきれなくなれば、下がる余地のない馬車列陣地は、一気に崩壊する。そうなれば負けだ。

　それはすでに、あの伏ふせ龍たつという軍師と共に確認していた。

　──だが、この五回の攻勢は、間違いなく承しよう安あん軍の側に多大の損害を与えている。

　承安軍の兵は帝国軍の兵よりも疲れ、仲間の死に怯おびえている。このまま同じ方策を繰り返し、犠牲者が増え続ければ、いつか兵士の意思が挫くじけるときがくる。

　そうなれば、指揮官がどれだけ厳しく命令しても、脅おどしても兵が動かなくなる。こちらがその機を見計らって逆襲に転じれば、承安軍は潰かい走そうし、長ちよう陽ようの渡しに追いつめられて全滅する。そうなれば勝ちだ。

　伏ふせ龍たつという軍師はそれを望んでいる。そしてそれ以外に、我々が勝つ方法はない。

　帝都を仰あおぎ見るこの距離にありながら、我々はその帝都を頼みにできない。帝都からの物資も応援も一切があてにできない。

　我らが戦えるのは、北域国軍が運んできた補給物資を使える、この戦い一回のみ。

　遠く帝都の方角を眺ながめていた聡そう凛りんは、再び首をめぐらして承安軍の方角を見た。

　──問題は、それがいつか……だ。

　朝に始まった戦いは、日が西に傾かたむき始めたこのときもまだ続いている。日没まで続けば、引き分けとなるが、それは実質的にこちらの敗北を意味する。

　夜襲を仕掛けることで敵を混乱に追い込み、補給物資を焼くことはできるだろうが、敵は翌日以降も、光こう来らい川を利用して増援と補給を受け取ることができる。

　ここまで考えた後、聡凛の目め尻じりが少し下がった。口元にわずかな笑えみが浮かぶ。

　──晴せい凛りんとあいつの軍師、伏龍は、そのすべてを理解している。

　私がこの件で悩む必要はない。前線指揮官として、己おのれの武勇で馬車列陣地を守り抜けばいい。そして、ときが来て突撃の命令が出れば、近この衛え騎兵としての任を全まつとうするまでだ。

　副官がちらりと聡凛を見て、声をかけた。

「連隊長、今日の戦いで何人か、いい働きをしたやつがいます。勲くん章しようか昇進の申しん請せいを出してやりたいと思うので、戦いが終わった後で確認をよろしくお願いします」

　その声は聡凛に聞かせるにしては少し大きかった。

「わかった。私の推薦であれば、何枚でも書こう」

　聡凛も心もち声を張り上げて言った。聡凛は、普段、こうした形で兵を鼓こ舞ぶすることはしない。だから、それをやってくれる副官に対して感謝していた。

　副官もまた自分の俗なやり方を受け入れてくれる聡凛の度量を尊敬していた。

　筆を帳面に走らせながら、副官は思った。

　──いい上司だ。自分のするべきことをすべて理解した上で、さらに自分に望まれているものすら理解して、それをやってのける。

　こういう人の直下で働けることを俺は心の底から感謝する。

　聡凛は徒歩戦闘装備に切り替えた部下たちを見て告げた。

「さあ行くぞ、諸君。我ら近この衛え騎兵は、たとえ馬を下りても最強であることを、北域国軍の兵士たちに見せてやろうではないか！」

「おう！」

　近衛騎兵たちは短く、そして腹の据すわった声を短く返した。

　必要以上に騒さわぐことも、わめくこともない。その短い返事こそが、近衛騎兵の士気の高さを物語っていた。

　火矢で焼け焦こげた馬車の残ざん骸がいが並ぶ、その向こうには、すでに承しよう安あん軍の旗が広がりつつあった。

「近衛騎兵！　隊列を組め！　徒歩戦闘用意！　槍やり分隊、構え！」

「おう！」

　隊列を組み、槍を構えた近衛騎兵連隊は徒歩のまま、そのただ中へと前進を開始した。







　　　第七章「帝都の風」







　延えん喜ぎ帝国の帝都は、周囲を高い城壁で囲われた一種の城じよう砦さい都市である。

　街の中心部には王宮が置かれ、そこにはこの延喜帝国におけるすべての権限を持つ皇帝と、帝国の行政をつかさどる官僚たちがいる。

　王宮の周囲には官僚たちの家族とその使用人たちが暮らす高級住宅街が広がり、その外側を流れる河か西さい用水と呼ばれる掘割のほとりには、そういった高級官僚たちを相手にする大商店がずらりと並んでいる。

　いや、今は『並んでいた』と過去形で書くべきかもしれない。

　数軒の商店は見るも無残に焼け落ちて焼け跡を晒さらし、それ以外にも略りやく奪だつにあったのだろう、正面の木戸を打ち壊されて空っぽになってしまった店や、正面の木戸を堅く打ち付けて戸締まりを頑丈にした人の気配のしない店ばかりだ。

　ほんの一年前まで、帝都の栄えい華がの象徴だった高級商店街が、このような有様になってしまったのは、高級官僚の象徴だった苑その山やま燕えん鵬ほうが宮中で暗殺されたことが原因だった。

　宮中の権力争いがそのまま帝都の市中に広がり、苑その山やま派の官僚の屋敷や苑山燕えん鵬ほうと懇こん意いにしていた紅こう天てん屋やなどの大商店が暴徒に襲撃され焼き討うちされるに至って、帝都に店を構えていた大商店の店主は、ほとんどが帝都を見捨てて西域や東域の大都市へと疎そ開かいしていったのだ。

　帝都から逃げ出したのは大商店ばかりではない。高級官僚たちは次々に職を辞して、というよりも一方的に職場を放棄して、親族と共に地方の縁者を頼って帝都から逃げ出した。

　暗殺した苑山に代わって帝国の実権を握った菰こも野の派は、帝都から逃げ出すことを堅く禁じた。だが、その取り締まりに当たる菰野派の役人が、高額の賄わい賂ろを懐ふところに入れる代わりにこれを黙もく認にんしたために有名無実化し、高額な賄賂を出せる商人や官僚たちはあっという間に帝都から姿を消してしまった。

　今、帝都に残っているのは、権力を握ったことに酔いしれて周囲が見えていない菰野派の連中と、ほんのひと握りの責任感溢あふれる役人と、そして賄賂を用意できないごく普通の都の民たみだけだった。

　そんな閑かん古こ鳥どりが鳴いている高級商店街の中に、一軒だけ店を開き、店頭に人だかりがしているところがあった。

　それは通りの一番端っこにある『蒼あお橋はし商会』という看板を掲げた雑貨を商う小さな商店だった。

「はい！　北域の上質の毛織物はこちらですよー、ふっくらやわらかで水も弾はじくという優れもの！　馬車で遠くに行くときに下に敷くだけでお尻しりは天国！」

「はい、こちらは保存食の壺つぼ！　味付け干し肉、ナツメの実、クコの実、松の実、全部揃そろっています！　麦や米だけ買い集めても、生きていけません。保存食にひと工夫で暮らしに潤うるおいを与えてください！」

　客に向かって商品の説明をしているのは二人の若い娘だ。

　店の奥には使用人が何人もいて、客の求めに応じた品物を梱こん包ぽうしている。

　客がひと段落したところで、呼び込みをしていた二人の娘は顔を見合わせて、ふう、とため息をついた。

「玉ぎよく麗れいお姉さまの仕入れた毛織物、あんな重いもの売れるものか、と思っていましたのに、買っていくお客さんが結構いましたわね」

　玉麗は、当然です、と言いたげに胸を張って答えた。

「これから冬に向かっていく季節ですし、万が一、帝都を捨てて逃げることになれば、馬車に乗って野宿しなくてはなりませんからね。毛織物は必要不可欠な品物です。わたくしの先見の明あらばこそ、ですわね」

　銀ぎん麗れいも負けてはいない。

「あら、先見の明でしたら、私の保存食の壺もそうですわよ。帝国の人々は、何かあると必ず米や麦、塩を買い集めて家に溜ため込みますわ。私は、その溜め込んだ米や麦を食べるときに、彩いろどりを添えるものがあれば売れると見込んで、これを仕入れてきたんですのよ。見て、馬車一台分があっという間に売れちゃったわ！　毛織物なんか比べ物にならない売れ行き。お姉さまのような売れ残りとは違いますわ」

　銀ぎん麗れいの言葉を聞いて、玉ぎよく麗れいの眉まゆが上がった。

「誰が売れ残りですか！　人聞きの悪いことを言わないでちょうだい！」

「大丈夫よ、玉麗姉さまがたとえ売れ残っても、お店を手伝ってくれている厳げん真しんさんがちゃんと買ってくれるから」

　銀麗の言葉を聞いた玉麗の顔が見る見るうちに赤くなる。

「ちょ、ちょっと待ちなさいよ！　何で、そこで……厳真の名前が出てくるのよ！」

「え？　だって、厳真さん言ってましたよ？　玉麗姉さまを貰もらうつもりだって……」

「うそ！」

　玉麗は両手を頰ほほに当てて立ち尽つくした。

　そこへ、小さな二輪の馬車が、ガラガラ、と音を立てて店の前にやってきた。

　馬の手た綱づなを握っていた若い男を見て、銀麗が声をかけた。

「あら、厳真さん、配達は終わったの？」

「ええ、菰こも野の様の下屋敷へ届ける分は終わりましたので、今度は栄えい弦げん家の上屋敷に届ける分を貰いに来たんです」

「貰いに来た？」

　厳真の言葉に玉麗が反応した。

「……そんな……いきなり言われても、私にだって心の準備が……それにお父様のお残しになった蒼あお橋はし商会の看板も上げたばかりですし……」

　顔を真っ赤にして体をくねらせる玉麗を見て、厳真が困ったような顔をするのを見て、銀麗が笑いながら言った。

「お姉さま、厳真さんは次の配達の品を貰いにきたって言ったのよ。お姉さまを貰いに来たわけじゃないの！」

「え？」

　顔を上げた玉麗は目を見開いた後で、いたたまれなくなったのだろう。そのまま店の中に駆かけ込んだ。

　あっけに取られている厳真を、銀麗は悪戯いたずらっぽい目で見て訊きいた。

「ねえ、厳真さんは、どう思ってるの？　玉麗お姉さまのこと……」

「え？」

　厳真も玉麗のように目を見開いた後で、少し上気したような顔で答えた。

「それは……その……大恩ある大だん旦な那様の愛まな娘むすめでいらっしゃいます。私のような四番番頭の下働きをしていた者が、どうのこうの申すことなどとてもとても。

　銀ぎん麗れい様と、こうやって直じかにお話ができるというだけで夢のような話でございます」

「ふーん、そうなんだ……」

　銀麗は少しつまらなそうに頭の後ろで手を組んでそう答えると、厳げん真しんの顔を覗のぞき込んだ。

「そりゃあ、お父様が生きていて蒼あお橋はし商会が潰つぶれなかったら、私も玉ぎよく麗れい姉さまもお嬢様だったかもしれないけど、お父様が亡くなって蒼橋商会は潰れて、私もお姉さまももうお嬢様でも何でもないんだよ？」

「それはそうですが、私にとっては、玉麗様も銀麗様も大切なお嬢様に変わりありません」

「うーん、そう言ってくれるのは嬉うれしいけど、お姉さまが欲しいのは使用人じゃなくて、一いつ緒しよに蒼橋商会を繁はん盛じようさせてくれる相手だと思うんだ……。

　ねえ、厳真さん。お姉さまのこと、どう思ってるの？　本当のところ、聞かせてよ……」

「あ、はい……それはですね……えーと……」

　下を向いて額ひたいに汗を浮かべている厳真を見て、銀麗は思った。

　──厳真さんって根が真ま面じ目めなのよねえ……玉麗お姉さまもあれでいて、根は真面目だし。二人の相性はいいと思うんだけど。

　そもそも厳真さんが、いまだに私たちをお嬢様扱いしているのがいけないのよ。うん、そこんところをしっかり言ってあげないと、この人、使用人の立場から一歩も踏ふみ出さないかもしれないわね。

　黙だまってしまった厳真に助け舟を出すように、銀麗は笑いながら話しかけた。

「私たちって、もうお嬢様でも何でもないのよ？　店が潰れて宿無しになってから、二人で看板だけ持って、北域の辺境を馬車で行商していたんだから。

　木き賃ちん宿やどに泊まれたらいいほうで、仕入れた品が売れなかったら、馬車の下で、二人で毛布かぶって野宿したり、馬のエサ買ったら私たちの食べるものが買えなくて、二日間水だけで過ごしたり……もう、貧乏生活で鍛きたえられちゃってるの。

　北域の侘タ瑠ル徒トって街で、北域王と知り合いにならなければ、こんなに早く帝都に戻ってこられなかったでしょうね。だから、厳真さんも変な遠えん慮りよなんかやめて、お姉さまをひとりの女の子として見て欲しいの……確かに子ってつけるのは、ちょっと無理があるし抵抗感もあるかもしれないけど、中身は女の子ってことで、そこは妥だ協きようしてもらって……」

　一方的にまくしたてる銀麗の言葉を聞いていた厳真だったが、その言葉の中にあった『北域王』という単語を聞いて、何かに思い当たったのだろう。懐ふところからチラシのような紙を取り出して差し出した。

「北域王といえば、先ほど、表の通りを走っていたら、向かいから走ってきた馬に乗った男が、こんな紙を撒まいて行き過ぎていきました」

「何これ、大売出しのチラシかしら？　こんなご時世に店を開いてるのってうちくらいしかないと思うけど……」

　そう言ってチラシのような紙に目を落とした銀ぎん麗れいは目を丸くした。

　そこには、菰こも野の一派が長ちよう嶺れい帝を北域に連れていって暗殺し、その罪を北域王に着せようとした一連の事件の顚てん末まつがすべて書かれていた。

　そして、その最後には大きな文字で。

『長嶺帝は北域王と共に健在にして、北域五万の兵を引き連れ、南域の反乱軍を討うつために出陣せり！』

　と書かれていた。

「これ、貰もらっていい？　お姉さまに見せないと！」

「ええ、どうぞ」

「ありがと！」

　銀ぎん麗れいはその紙を握り締めると、店の中に飛び込んだ。

「お姉さま！　一大事よ一大事！」

「何よ、うるさいわね。どうせたいしたことじゃないんでしょ。もう、あなたの言葉に惑わされたりしないからね！」

「そんなことばっかり言ってるから婚期を逃がすのよ。もっと世間のことに敏感にならなくちゃ！　それよりもこれよ、これ読んで！　厳げん真しんさんがさっき、表通りで貰ってきたんだって！」

　銀麗がそう言いながら差し出すチラシを受け取った玉ぎよく麗れいは、素早く目を通した。

「ねえ、お姉さま！　これって本当のことよね？　伏ふせ龍たつさんが言っていたのと同じだもの！」

　チラシを読み終えた玉麗は、にっこり笑った。

「ええ、本当のことみたいね。これを刷って撒まいている人たちに心当たりがあるわ」

「心当たり？」

「そうよ、これってきっと、練れん涯がい塾の人たちが刷って撒いているんだと思うわ」

「練涯塾の人たちって……伏龍さんの仲間だよね？」

「そう、つまりこれは伏龍さんの作戦のひとつなのよ。あの人はいつも一歩先を見ているわ。長嶺帝を奉じて南域の反乱軍を討った北域王は、長嶺帝と共にこの帝都にやってくる。そのときのために、帝都の人々を味方に付けておくのは大切なことだもの」

　銀麗は目を見開いた。

「すっごい、そんなことまで考えているんだ……頭がいいというか、ちょっと怖いくらいね」

「まあ、一国の軍師ともなればそれくらいの頭はないと無理なのかも」

　玉麗がそう答えたとき、店の中に厳真がチラシを持って入ってきた。

「玉麗さま、先ほど倉庫へ荷物を取りに行った者が、こんな紙を拾ってきました。先ほどのものとは別の記事が書いてあります」

　受け取った玉麗の隣に銀麗が顔を寄せて、二人並んで記事を読む。

「えーなになに？　長嶺帝みずから最前線に立ち『余は臣しん民みんと共に帝都防衛にこの身を捧ささげたり』と仰おおせたるものなり。我が忠勇たる帝国軍兵士は北域国軍精せい鋭えいと共に征せい古こ原げんにて南域反乱軍と雌し雄ゆうを決するものなり……帝国の興こう廃はいこの一戦にあり、願わくば帝都臣しん民みんよ我が武運と帝国の勝利を願いたまえ……」

　読み終えた玉ぎよく麗れいと銀ぎん麗れいが顔を見合わせた、そのとき。

　店の前の通りを、誰かが叫さけびながら走っていった。

「城壁だ！　城壁に上がれ！　征古原が見えるぞ！」

「戦っている！　征古原で長ちよう嶺れい帝様が戦っているんだ！」

　そして、何人もの人間の足音がその声に続いていく。

　玉麗と銀麗は再びお互いの顔を見合わせた。

「行きましょう！」

「ええ、お姉さま！」

　二人は立ち上がると、厳げん真しんに後を託たくして店から飛び出した。

　帝都を守る戦いが、今、目の前で行われているのだ。もし、ここで晴せい凛りん率いる北域国軍が敗北すれば、帝都に反乱軍がなだれ込み、略りやく奪だつと無法の限りを尽つくすだろう。

　自分たちの運命を託した戦いがどうなるのか、それを考えれば、二人ともいても立ってもいられなかった。

　店の前を走っていく人々の後について一いつ緒しよに走っていると、あっちの路地、こっちの路地から、わあわあ、という喚声と共に大勢の人々が走ってくるのが見えた。

　人々は口々に何やら叫んでいた。

「長嶺帝様が戦っていらっしゃる！」

「帝国のために！　俺たちのために！」

「長嶺帝万歳！　長嶺帝万歳！」

「帝国は帝みかどの国ぞ！　帝の国なるぞ！」

　集団の先頭と中ほどで声を上げている男の顔を見た玉麗は、小さく目を見開いた後で、小声で隣にいた銀麗に言った。

「人々の先頭で大声で叫んでみんなを煽あおってる人……練れん涯がい塾で見たことがある人だわ」

「え？　それって……」

「伏ふせ龍たつさんと連携を取って動いているってことよ」

　玉麗は小さくうなずくと、城壁に向かって走った。

　城壁へと上る階段のある上り口には、小さな詰め所があって、そこには警備の兵士が配置されている。

　平和な頃は、帝都の住民が城壁に上るのは自由だったが、菰こも野の盛せい元げんが実権を握ってから……というよりも、帝都の中が騒さわがしくなって、夜間外出禁止令が出て戦時状態になってからは、不審な人物を城壁に上らせないようにするために、一般人は一切立ち入り禁止になっていた。

　にらみを利かせているのだが、いきなり押し寄せた群衆を見て、警備兵は慌あわてて槍やりを構えて叫さけんだ。

「おい、お前ら、何しに来た！　城壁は一般人立ち入り禁止になったんだ！　帰れ帰れ！」

「何言ってんだ！　城壁に上るのは自由だったはずだ！　勝手に禁止したのはお前らじゃないか！」

「それは敵に備えてのことだ、城壁は帝都の守りだ！　当然ではないか！」

　群集の先頭に立っていた男が言い返した。

「敵だと？　敵がどこにいる？　そもそも敵とは何だ？　帝都の屋敷を焼いた連中が敵か？　それとも長ちよう嶺れい帝を亡き者にしようとするやつが敵か？　だとしたら、そいつらはどこにいる！　ここだ！　この城壁の中だ！

　獅し子し身しん中ちゆうの虫を退治することなく、ただ命ずるままに城壁を守るは、田中の案か山か子しに同じ！　貴殿も考える脳あらば、己の職務の空むなしさに気付くがいい！」

　言い返された警備兵は言葉に詰まったらしく「ううう……」と、うなるばかりだったが、ついに槍を振り回し始めた。

「ええいうるさい！　文句があるなら上に言え！　俺は俺の仕事をするまでだ！　これ以上騒さわぐと許さんぞ」

「うひゃ！　危ないやつだなあ」

「騒いでるのは、どっちだよ」

　わあわあ、という騒ぎを聞きつけたのか。十人ほどの衛兵を連れた、下士官が駆かけつけてきた。

「どうした、何を騒いでおる！」

　槍を振り回していた衛兵は、ほっとしたように槍を収めて報告した。

「あ、曹そう長ちよう！　いいところに来てくれました！　この者たちが西の城壁に上りたいと申しまして……」

　曹長と呼ばれた下士官は、群集たちを見回した。

　その人々が手に例の練れん涯がい塾が印刷して撒まいたチラシを持っているのを見て、小さくうなずくと、群集の前に進み出た。

「諸君らが、征せい古こ原げんで戦っている長ちよう嶺れい帝様のお姿をその目で見たい、という気持ちはよくわかった！　しかし、征古原は遠い。見えるとしても旗印くらいのものだろう。

　それでもいい、一目でもいい。この帝都を守るために、おんみずから戦いの地に赴おもむいた長嶺帝様の武運を祈りたい、というのなら、特別に許す！

　だが、城壁は高く、落ちれば命はない！　それを忘れないでくれ！」

　下士官の言葉を聞いた群衆は歓声を上げて、城壁に上がる内側の階段を駆かけ上り始めた。

　こうなることを予想していたかのような顔で、西の城壁に殺到する人々を見ていた下士官に、槍やりを振り回していた警備兵が恐る恐る聞いた。

「曹そう長ちよう……大丈夫なんですか？」

「あのままここで足止めしていたら、大丈夫じゃなかっただろうな……見ろ、あの人の数を」

　下士官が指差した方向から、男も女も子供も、何百という人々が押し寄せてきていた。

「こりゃあ、確かに止められるもんじゃねえっすね……でも、俺が大丈夫ですか？　って訊きいたのは、騒さわぎのことじゃなくて、勝手に城壁に上るのを許したってことで、曹長とか俺とかに処分が来るんじゃねえかってことなんです」

「処分が来たら来たで、どうってことはない。あいつらが言っていることのほうに道理が通ってるんだ……それに俺たちの隊長はこんなことで処分なんかするもんか。

　あの人は、この仲間割れして家を焼き討うちし合っているクソどもがのさばりかえっている帝都を本気で守ろうとしている、数少ない本物の軍人だ」

　警備兵はうなずいた。

「うちの隊長が立派な人間だってことに異論を唱となえる気は毛頭ねえんですが。世の中、数の多いほうが勝ちってこともありますぜ？　クソみてえな摂せつ政しように取り入って、いい思いをしようって思ってる連中も多いんじゃねえんすか？」

　下士官は笑って首を振った。

「安心しろ、そういう先が見えない、目先の損得しかわからないやつは馬ば鹿かだ。馬鹿がいくら残ってもたいしたことはできない。頭がよくて性根が腐った狡こう猾かつなやつは敵に回すと厄やつ介かいだが、そういう連中はとっくに逃げ出している」

「そんなもんですかねえ……」

　警備兵がそう言って首をひねった。




　宮中では、その目先の欲に目がくらんだ菰こも野の派の役人たちが、右往左往していた。

「これは何だ！　このようなものを帝都の中に撒まいている不届き者がいる！　おい！　袁えん翔しよう！　貴様はこの帝都防衛の総司令官だろうが！　何をやっている！　ビラを撒いているやつを即刻捕ほ縛ばくして処刑しろ！」

　手に練れん涯がい塾の刷ったビラを持ち、わめいているのは、菰野盛せい元げんの義理の弟の兄、菰野銀ぎん斉さいという男だった。

　銀斉は菰野家の直接の血筋ではなく、本来は違う名前なのだが、改名して無理やり菰野姓を名乗り、菰野家に取り入って利権のおこぼれを狙ねらっているコバンザメのような男である。

　彼が食ってかかっている相手は菰野袁翔という。

　年齢は三十代の半ば、宮中で役職を持っている菰野派の中では若いほうである。

　袁翔は菰野盛元の五番目の妻の息子である。盛元の血を引いたれっきとした菰野家の血筋であるが、母親の身分が低いことから、菰野の姓を名乗ることは許されず、本流の人間からは常に遠ざけられてきた。

　生まれてすぐに母親と共に東域の地方都市に追いやられ、そこで軍隊に入って一般兵から叩たたき上げで下士官になった。

　菰こも野のの名前を名乗ることが許されたのは、菰野盛せい元げんの娘が三代皇帝の後のち添ぞいとなって、血族が皇帝の姻いん戚せきとして扱われることが決まったときだった。

　菰野の血筋の人間を下士官にさせておくわけにいかない、という理由で士官に抜ばつ擢てきされ、菰野の名を名乗ることを許されたが、菰野の名前を利用して縁故でごり押しをしたり、商人と結託して私腹を肥やすようなことはしなかった。

　菰野一族の中では珍しい真っ当な軍人である。

　食ってかかる銀ぎん斉さいに向かって、袁えん翔しようは素直に頭を下げた。

「いや、申し訳ない。取り締まりを強化するように、部下に特命を出しておきましょう」

　人のよさそうな物腰で、さらりとかわされた銀斉は「ふん！」と不満げに鼻を鳴らして行ってしまった。

　その後ろ姿を見送った副官が、忌いま々いましげにつぶやいた。

「帝都に運び込まれる穀物や野菜にかけている税を、帝都防衛の費用という名目で割り増ししておきながら、その増収分を一銭も軍に回さないくせによく言う……菰野銀斉じゃなくて菰野貪どん財ざいだと巷ちまたで陰口叩たたかれているのを知っているのか……」

　副官の言葉を聞いた袁翔は、声を上げて笑った。

「はははは、菰野貪財か、そいつはいい、あいつにぴったりだ！」

　そして、顔から笑いを消して副官に言った。

「帝都に持ち込む品物の税を上げても、帝都の民たみは文句を言わずに従っているのはなぜだと思う？　それはその税の目的が、帝都防衛の軍備にあると聞いているからだ。

　民の耳は我々よりもはるかに鋭えい敏びんで、正確に物事を聞き分ける。つまり、帝都の民は、この帝都が南域の反乱軍の攻撃を受けることを覚悟しているのだ」

　袁翔はそこで言葉を切ると、懐ふところから小さく折りたたんだ紙の束を取り出した。

「それは……もしかして？」

「そうだ、先日から毎日のように帝都の中に撒まかれているチラシだ。実に正確で、文章も格調高い。我々が知らぬことまで事細かく書かれている。

　特に、この長ちよう嶺れい帝暗殺計画を立てた菰野将しよう阮げんの末路に関する記事などは、菰野派のかなり中ちゆう枢すうにいた者でなければわからぬことが堂々と書かれてある……この意味がわかるか？」

　副官は言葉を選ぶように答えた。

「菰野派の中に……情報提供者がいる、ということですね」

　袁翔はうなずいた。

「ああそうだ、それも中枢にな。そしてそいつはひとりではない。官僚もいるだろうし、俺のような軍人もいる。この文章は、官僚、軍人、その両方の知識がなければ書けないことを書いてあるからだ」

　副官は探さぐりを入れるように訊きいた。

「……で、いかが致しましょうか？」

「ん？　何もせんよ」

　その反応は副官の想像していたものになかったようだ。副官はあっけに取られたような顔になった。

「何も……しないのですか？」

「ああ、このビラで困るのは誰だ？　帝都の民たみが困るか？　長ちよう嶺れい帝様が困るか？　困るのは長嶺帝を暗殺しようとした菰こも野の将しよう阮げんみたいな無能者を持ち上げていた馬ば鹿かと、あの菰野貪どん財ざいみたいな腐った連中だけだ。

　何で俺が馬鹿と腐った連中のために働かなきゃならんのだ？」

「そ、それはそうですが……」

「確かに、今、この帝国の実権を握っているのは菰野盛せい元げん。俺にとっては実の父親だ。とはいえ何をしてくれたわけでもない。俺を身ごもった母親に金を渡して暇を取らせて追い払っただけだ。菰野の名前だって、皇帝の姻いん戚せきになったのに体てい裁さいが悪いってんで、二は十た歳ち過ぎてから貰もらったようなものだ。

　菰野の名前で得したこともあるから、菰野家のために働いてもいいと思っていたが、長嶺帝様を殺そうとする菰野将阮みたいな馬鹿を担かつぎ出す大馬鹿がゴロゴロいるのを見て、いいかげん愛想が尽つきた……」

　袁えん翔しようはそこで言葉を切ると、小さくため息をついてから、ゆっくりと言葉を継いだ。

「……まあ、なんだな。俺は菰野家に借りは返したと思ってる。これから先、俺は俺の信じるもののために働こうと思う。

　俺がこの帝都防衛の責任者になった理由はただひとつ。

　長嶺帝様が帝都にお戻りになるときのため……それだけだ。名誉も金もどうでもいい。元々余り縁がない人生だった。今さらそれを求めようとは思わんよ」

　袁翔はそう言って笑った後で、副官を見み据すえてゆっくりと言った。

「あのビラの出所の見当はついている……練れん涯がい塾だ。練涯塾の出身者は宮中や役所だけではない。軍人にも、大商店の番頭にも、様々なところにいる。

　その人脈を使えば、帝国の中ちゆう枢すうの出来事など手に取るようにわかるだろう。だが、練涯塾の塾頭は閥ばつを作ることを嫌い、一切の縁故を禁じてきた。

　清せい廉れんにして不偏不党。ただ才をもってこの地に王おう道どう楽らく土どをもたらす……これが練涯塾のやり方であり目的だった。

　だが、それはすべてこの帝国が国として成り立っていればこそだ。帝国の礎いしずえとなるべき皇帝陛へい下かを軽んじるばかりでなく亡き者にしようとする輩やからが出現するに至って、これを看かん過かするわけにはいかぬと判断したのだろう」

　袁えん翔しようは副官の顔を見たままにやりと笑って、訊きいた。

「どうだ？　違っているか？」

「え？　いや、私に尋たずねられましても……私には何のことなのか……」

　顔面蒼そう白はくとなっている副官を見て、袁翔は声を上げて笑った。

「はっはっはっはっ！　お前は芝居が下へ手ただな。顔に正直に出過ぎる……お前のようなやつは、影でこそこそ情報を集める方法は向いておらん」

　副官は頭を下げた。

「面目ありません……」

「ほれ、そうやってすぐに認めてしまう。そこがいけない。そういうときは最後までしらを切り通すくらいのしたたかさが欲しいところだな」

　笑いながらそう答えた袁翔を見つめて、副官は首を横に振った。

「いえ、やり方を変えようと思ったのです」

「やり方だと？」

「はい、袁翔閣かつ下かの人と成りを見せていただいて、この方なら小細工などせずに、真正面から相手の懐ふところに飛び込んですべてを打ち明け、協力を頼む方法のほうが向いている、と判断しました！」

　副官の顔を見つめた袁翔は、真剣な表情で訊いた。

「練れん涯がい塾は……俺に何をさせたいんだ？」

「特に、何も」

「どういう意味だ？」

「袁翔閣下の職務を……帝都防衛と治安の維持、それを果たしていただきたい……それだけです」

　副官の言葉を聞いた袁翔は唸うなった。

「うーむ、そうきたか……こいつはどうやら練涯塾を舐なめていたようだな……。

　ようするにそいつは、真ま面じ目めに仕事をしろ、休むな、逃げるなってことだ。当たり前のことを当たり前にやれと言っているに過ぎん。

　だが、その当たり前のことを当たり前にできる人間がこの世にどれだけいるのか……もしかしたら、ひとりもいないかもしれん。練涯塾は俺にそれをやれというのだな」

「はい」

「あっさり言いやがる……これだから英才連中は嫌いやなんだ」

　袁翔は苦笑いを浮かべた後で、副官に言った。

「わかった、この菰こも野の袁翔。やるべきことはやるつもりだ。そして、こっちから練涯塾に頼みがある。力を貸して欲しい。見ての通り、有能な官僚は、みんな逃げちまった。後に残っているのは銀ぎん斉さいみたいな腐ったやつか、その手下か、どうしていいかわからずに前例踏とう襲しゆうと惰だ性せいで動いているやつだけだ。

　腐ったやつと、その手下はどうでもいい。どうしていいかわからないやつに指示を出して、動かしてくれ。とりあえず書類だけでも流れるようにしてくれればありがたい」

「わかりました、伝えます」

　うなずく副官に向かって、袁えん翔しようは「頼む……」と言いかけて、すぐに言い直した。

「いや、俺が頼みに行く。練れん涯がい塾の塾頭と話をさせてくれ。俺は見ての通りの無学な男だが、この国を何とかしたいと思う気持ちに偽いつわりはない。

　この国をどうするのか、その方法と展望について、塾頭と話がしてみたいんだ」

「わかりました。話を通しておきます」

「頼む」

　袁翔はそう言って小さく頭を下げた。




　王宮の一角で、帝都の防衛責任者と、練涯塾との間に繫つながりができた、その頃。

　西の城壁では、帝都の人々が集まって征せい古こ原げんを見渡していた。

　なだらかな緑の丘が幾重にも重なっている西の地平は、傾かたむき始めた日の光に照らされて黄色っぽい色に染まっていた。

「何か見えるか？」

「いや、よくわからん。これといって旗も見えんようだが……」

　城壁に上った人々が口々にそんなことを言いながら、西の地平を眺ながめていると、誰かが叫さけんだ。

「おい！　静かにしろ！　ラッパの音が聞こえるぞ！」

　城壁の人々はお互いの顔を見合わせると、黙だまり込んだ。

　ざわめきが収まり、静せい寂じゆくが訪れた。

　ひと呼吸、二呼吸……。

「何も聞こえないぞ？」

　気の短い誰かが、そうつぶやいた。だが、その言葉が終わったのと同時に、遠く、かすかにラッパの音が聞こえてきた。

「ラッパだ！　間違いない！」

「静かにしろ！　まだ何か聞こえるぞ！」

　人々は再び黙りこくった。

　遠く、聞こえてきたのは太たい鼓この音と、そしてドラを叩たたく音だった。

「あれは突撃のときのドラだ！　間違いない！」

「あの太たい鼓こも聞き覚えがある！　あれは一斉射撃の太鼓だ！」

「戦っているんだ！　本当だったんだ！」

「あそこに帝国軍がいる！　北域国軍もだ！」

　そして、そのとき、それが現れた。

　それは……旗だった。

　西の地平を見つめている人々の目の前に現れた一本の旗。小さく、本当に小さく、ちらちら、としか見えないその旗は金色に光っていた。

　帝国軍の軍旗は数あるが、金色の旗は唯ただひとつ。それは、皇帝を意味する龍りゆう旗きである。

「あああ……金だ！　金の旗だ！」

「龍旗だ！　龍旗だぞ！　皇帝陛へい下かの旗があそこに！」

「長ちよう嶺れい帝様がいる！　長嶺帝様が兵と共に戦っておられるのだ！」

「わしらのために！　帝都のために！」

　そのとき、ひとりの子供が西の空に向かって手を合わせた。

　それが最初だった。

　群衆の中にひとり、またひとりと手を合わせる者の数が増えていった。

　誰に強制されたわけでもなかった。それは帝都の人々の心の中に生まれた祈りだった。

　──長嶺帝に武運を。

　──帝国軍に勝利を。

　──帝都に平穏を。

　人々の祈りは続いていた。







　　　第八章「回天の太鼓」







　物語は帝都の民たみが城壁で龍りゆう旗きに祈りを捧ささげた頃から少し刻ときを戻る。

　馬車列陣地を攻める承しよう安あん軍の部隊と、馬を下り、歩ほ兵へいとなった近この衛え騎兵連隊の兵士が激しく戦っていた、その頃。

　承安軍の本陣が置かれた大型の天幕の裏手では、水差しと茶ちや碗わんを持ったムルトが、長くのびた自分の影を踏ふむようにして本陣の中を覗のぞき込んでいた。

　天幕の中では、承安軍の将軍たちが土を盛って作った陣地の模型を囲んで、渋じゆう面めんを作っていた。

　──これはよくないです。

　居並ぶ将軍たちの表情を見て、ムルトは思った。

　元は南の島の王女だが、奴ぬ婢ひとしての生活が長いムルトは、主人たちの前で迂う闊かつなことを言って殴なぐられた経験から、場の空気、というのを読むことができた。

　──このおっさんたちは、丸一日、戦って……といっても、この本陣にいる人らのほとんどは戦いもせずに、戦況に一いつ喜き一いち憂ゆうして一日中『おお勝てそうや！』とか『あかん！　負けそうや！』と、笑ったり怒ったり大変だった。それで右往左往してたもんだから、顔の筋肉の使いすぎでみんな、のっぺりと間延びした顔になって、無口になってますですよ。

　この、のっぺりとした表情と無口がいけないのです。場の空気をどんどん悪くするですよ。いらいらしてきて……つまり、誰でもいいから、怒ど鳴なりつけたり殴ったりして、憂うさを晴らしたい気分になっているですよ。

　ムルトの観察は正しかった。

　承安軍にとって、今日は勝って当然の戦いだったのだ。

　朝から勝つ気でいたのに、昼が過ぎても、夕方になっても、戦線は一進一退である。

　本当ならとっくに帝国軍を打ち破り、帝都になだれ込んで、略りやく奪だつの限りを尽つくしていたはずなのだ。

　今頃は戦利品を自じ慢まんしたり、美う味まそうな肉を食い、攫さらってきた女に酒の酌しやくをさせてどんちゃん騒さわぎをしていたはずなのだ。

　彼らはそれだけが生きがいだった。それだけを目的にして戦ってきたのである。

　なのに、いまだに戦局ははっきりせず、無む駄だに戦い続けている。

　勝てない原因は、帝国軍が北域国軍の援軍を得て増強されたことにある。

　そんなことはわかっていた。誰もが知っていた。つまり、誰が悪いのでもないのだが、期待が外れたまま、空むなしく一日が過ぎると、感情のほうがささくれだってきて、論理的な思考はできなくなる。

　いつ、言葉の行き違いから殴なぐり合い、斬きり合いになるかもしれない。この、一触即発の空気の中で、誰もが自分を抑え込み、そうならないように努力している。

　だが、唯一、その努力をしていない人間がいた。

　崇すう鳳ほうこと、沢さわ樹ぎ延えん銘めいである。

　沢樹は本陣に集まっている将軍たちが、どんな精神状態なのか、まったくわかっていなかった。

　いつもと同じ、傍ぼう若じやく無ぶ人じんなものの言い方……。

　唇くちびるの端に浮かぶ、無学な人間を嘲あざ笑わらうような微笑ほほえみ……。

　そういった沢樹の仕草を見るたびに、ムルトは身が焦こげるような思いを味わっていた。

　──こういうときには、空気読んで、目立たないようにするのが一番です。

　なのに……なのに、どーして、ムルトにもわかることが、あの駄だ肉にくにはわからないですか！

　本陣内の微び妙みような空気とは裏腹に、仮面軍師の──兵士や将軍たちから駄肉軍師と陰で呼ばれている──崇鳳は絶好調であった。

　口こう角かく泡あわを飛ばしながら命令書を口述させ、同時に伝令から報告を聞き、それで何かを思いついて、口述した命令書を伝令に渡そうとする書記官を呼び止めて、朱しゆ筆ひつで命令書に何事かを書き加えていく。

　そういった一連の命令書書きの作業がひと段落したところで、実質的総司令官の鳳ほう鶴かくから目で促うながされた副官の垣かき不ふが、エヘン、エヘン、と咳せき払ばらいをして崇鳳に近づいた。

「崇鳳はん、そろそろ今日はしまいにしたほうがええんちゃいますか」

「しまい？　終わらせるということですか？」

　不思議そうな顔をしている崇鳳以外の、その場にいる全員が、うんうん、とうなずいている。

「帝国軍に北域国軍の増援が来よるとは、誰も思うておらんかったわけですわな。思いも寄らんことがあったっちゅうに、前の作戦のまんま進めたって、あかんとちゃいまっか？

　今日はこれ以上攻めてもらちがあかんと思うんですわ。一日中戦って、兵も疲れとる。ここは、仕切り直しにして、明日再戦したらどないでっしゃろ？」

「は。何を言うかと思えば──」

　ちょうど、伝令への指示が終わって振り向くところだったので、垣不がそう言ったときの、崇鳳の顔に浮かんだ、心の底からの純粋無む垢くな侮ぶ蔑べつの表情は、幸いなことにムルト以外に見られることはなかった。

　──駄だ目めです、ご主人様。その顔で振り向いたらすべてがブチ壊しです！

　ムルトはとっさに手に持っていた水差しの中の湯冷ましを椀わんに注いでそれを持つと、天幕の中に飛び込んだ。

「わーっ、手がー、滑すべりましたですよー」

　棒読み口調で言いながら、ムルトは手にした木の碗わんをぶん投げた。

　木の碗の中に入っていた湯冷ましは狙ねらい通りばしゃりと崇すう鳳ほうの頭にかかった。

「うわあっ」

　驚いた崇鳳がひっくり返りそうになったところを、慌あわてて垣かき不ふが支えた。

　本陣にいた承しよう安あん軍の将校たちが、これ幸いとムルトを罵ののしる。

「何やっとんや、コラ！」

「奴ぬ婢ひがこんなとこ入ってエエ思うとんか、コラ！」

「女やと思ってナメとんのか！　殴なぐるで、ホンマ！」

「ひゃー。はい、ごめんなさいです。はい、ごめんなさいです」

　ムルトは四方八方に向かって、ぺこぺこ、と必死に頭を下げた。

　──うう、さっきまで目立たぬよう必死だったムルトが何でこんな目に遭うですか。

　それもこれも、人の気持ちがわからないご主人様のせいです。今夜の食事は唐とう辛がら子しこっそり倍増しますですよ。

「まったく、何をやっとるんだ、お前は」

　文字通り水を差された格かつ好こうの崇鳳は、ムルトの差し出した布をひったくって顔を拭ふ……こうとして、布の色を確かめ、匂においを確かめ、最後にはそっと舌の先でなめてみた。うむ、唐辛子の匂いも味もない。この布は大丈夫。

　そんな様子を怪け訝げんな表情で見ている垣不だが、崇鳳はそんなことを気にはしない。それよりも、唐辛子はもうこりごりだ。

　あらためて顔を拭くと、崇鳳は垣不に向き直った。

「やれやれ、崇鳳はんも、ドジな奴婢抱かかえとると大変でんな」

「まったくです。料理の腕はいいのですが、いつも唐辛子を山のように入れるやつで……ああ、明日に戦いを持ち越すという話でしたな」

　崇鳳は目の前の陣地の模型に向き直った。少しは説明の必要がある、と考えたのだろう。

「ここで仕切り直しにすると、確かに兵はひと息つけます。光こう来らい川を遡そ上じようしてきた増援も、手に入るでしょう。ですが、それは敵にもわかっています」

「わかっとっても、何もできんのなら安心ちゃいますか」

「いえ、我が軍が下がろうとすれば、反撃してきます。そのための出撃拠点が、あの馬車で作った防護陣の出丸です。あの中には騎兵がいます。銀しろがねだけではありません。北域国軍の騎兵隊があの陣地を拠点にしているのです。

　あの陣地を潰つぶさねば、間違いなく敵は騎兵で夜襲を仕掛けてきます。夜目の利くシムール騎兵に我が軍の陣地の中で暴れられたら、甚じん大だいな損害を被こうむるでしょう」

　承しよう安あん軍の将軍たちにも、騎兵に夜襲を受けたらどうなるのか想像がついたのだろう。全員が顔を見合わせて黙だまった。

　最初に口を開いたのは垣かき不ふだった。

「そやけど、もうそろそろ日が西に傾かたむきまっせ。もうすぐ夕方や。どないします？」

「ええ、日が西に傾きました。私はこれを待っていたのです」

　ぷくり、と、崇すう鳳ほうの小鼻が膨ふくらむ。

「え？」

　崇鳳は立ち上がると本陣の裏手の天幕の前に立ち、芝居がかった口調と仕草で天幕をばさりと捲めくり上げた。

「ご覧ください。本陣の外を！」

　天幕の外を見た承しよう安あん軍の将軍たちが、一斉に立ち上がった。

「なんやと？」

「おらんぞ？　誰もおらん！」

「後ご詰づめの連中がひとりもおらんやないか！　どないなっとるんや！」

　そう、そこには誰もいなかった。

　朝からずっと本陣の脇わきで待機していた予備隊二万の姿が無かったのだ。

「予備隊は太たい鼓こを鳴らさず、伝令だけで前進させたのです。

　我が軍は錬度が低く、兵に命令を下すためには、常に太鼓の合図が必要です。しかし、兵に命令する太鼓は敵にも聞こえます。

　敵は我が軍に注視し続けていなくとも、太鼓の音にさえ留意していれば、我が軍の動きを知ることができます。

　私はその裏をかいたのです。そして、音だけではありません。太陽の位置にも策があります。真上から照らす日の光は、陣形を包み隠さず照らし出しますが、日が傾けば影が長くなり、陣形の輪りん郭かくをぼやけさせます。ましてや万の数の人馬が動き回る戦場は、その足が立てる砂すな埃ぼこりで全体が霞かすんだようになって、遠目が利かないでしょう。

　確かに、戦いが始まれば、我々が後詰めを繰くり出したということは気づかれるでしょう。しかし、気づいたときにはもう遅いのです。

　帝国軍にこの総攻撃に対応する時間はおそらくありますまい。馬車を並べただけの単純な陣地を、我が軍の兵の波で乗り越えるのです。

　それはまさに、洪水の前に川の堤つつみが決壊するに同じ。馬車陣地に立て篭こもる疲ひ弊へいした帝国軍は、我々の休養十分の予備隊の前に、なす術すべもなく押し潰つぶされるのです！」

　崇鳳は、鼻をぷくぷく、と膨らませて胸を張った。




　この動きに最初に気付いたのは、二つの弓きゆう兵へい隊の陣地の上に作られた、見張り台にいた若い観測兵だった。

「おい、敵陣に動きがあったみたいだぞ？」

「見間違いじゃないのか？　太たい鼓この音もしなかったし……」

　同僚にそう言われた見張り兵は、小さく「そうかな……」と小声でつぶやいた後で、はっと目を見開いて首を横に振った。

「おい、お前、伏ふせ龍たつ軍師に言われた言葉を忘れたのかよ！　ほら、伏龍軍師が言っていたじゃないか『太鼓の音で軍勢が動くことを当たり前だと思い込んでしまうと、太鼓の音だけで敵の動きを判断するようになってしまう。その思い込みが一番危険だ』って」

　同僚の見張り兵ははっと振り返った。

「そ、そうだ……しっかり釘くぎを刺されていたのに、すっかり忘れていた！　そうか！　太鼓の音がなくたって、敵が動くことだってありえるんだ！」

　最初に異常を発見した見張り兵は、待機室で休きゆう憩けいしていた上司を呼んだ。

「班長！　ちょっと来てください！　敵に動きがあったみたいです！」

「ん？　何だ？　何があった」

　休憩中に目を休ませるために、目の上に置いていた手ぬぐいを外しながら休憩室から出てきた班長に、観測兵が言った。

「敵が動いているようなのですが、はっきりしません。なお、太鼓の音はしませんでした！」

　班長は箱型の目当てを取り出して目に当てると、部下に訊きいた。

「どこだ？」

「正面です！」

　箱型の目当ては、文字通り目に当てて見る小さな木製の箱で、鏡面のようなものはついておらず、単なる素通しである。

　だが、この箱を通して景色を見ることで、周りの明るさを遮断し、観察する部分だけに集中できるのだ。

　特に日中は余分な光が入ってこないため乱反射を起こさず、瞳どう孔こうが開くために一時的に視力が上がる。いわゆるエスキモーたちが使う遮しや光こう器きと同じような効果がある。

　班長はしばらく無言で馬車陣地のさらに向こうを、じっと眺ながめた。

　砂すな埃ぼこりの中に動くのは、攻め寄せる承しよう安あん軍の兵士の隊列だった。

　──あいつらのことか？　いや違う、その向こうだ。後方に何かが動いている。

　視界の中をゆっくりと黄おう土ど色の砂埃が、西から東に流れていく。

　──ん？

　班長は自分の見ている光景に違和感を覚えた。

　いつもの光景、目に見える光景と何かが違う。それが何かはわからない。でも、違うのだ。

　班長は集中しながら、視界の中のありとあらゆるものに視線を移していった。

　──何だ？　俺は一体何に違和感を覚えたんだ？　それをないがしろにするな。それが鍵かぎだ。そこからすべてが解けていくはずだ。

　目に映る光景のあちこちに飛ばしていた班長の視線が止まったのは、正面の敵の隊列の東側にたなびく砂すな埃ぼこりだった。

　──おかしい……なぜ、あいつらの立てている砂埃だけが、他より濃いんだ？

　砂埃は兵の足で巻き起こる。兵の数が増えれば、当然巻き起こる砂埃の密度は上がる。

　──と、いうことは……。

　班長は目当て箱を外して叫さけんだ。

「敵だ！　敵が増援を送り出した！　正面にかなりの人数が送り込まれている！　伝令！　司令部に報告！『敵、正面に増援を集中、数、概おおむね一万から二万と認む！』以上だ！」

　伝令の男は、その場で復唱した。

「伝令は次の報告を行います！　『敵、正面に増援を集中！　数、概ね一万から二万と認む！』」

「よし、相違ない！　急げ！」

「了解！」

　伝令兵はそう言うと、見張り台の後ろに繫つないであった早馬にまたがり、司令部めがけて走り出した。

　視線を正面から迫せまる承しよう安あん軍に戻した班長は、目の前に広がる馬車陣地を見下ろした。

　──あそこにいる連中が、敵の動きに気付くのはいつだろう？　ここから敵の動きを教えてやることができればいいのだが……。

　班長ははっと顔を上げた。

　頭の上には、すぐ下にある弓きゆう兵へい陣地に、風向きを教える長い吹流しが立てられていた。

　──こいつだ！

　班長は目の前にいる部下に向かって叫さけんだ。

「おい、この小屋の上にある吹流しを外して、棒につけて屋根の上で振れ！　この吹流しは馬車陣地の弓兵がいつも見ているはずだ！」

「でも、班長、吹流しを振るだけで、敵の増援が近づいているって陣地の連中に伝わりますか？」

「具体的なことは伝わらなくていいんだ！　何かが起こっているんだってことが伝わればいい！　いいから早くやれ！」

「はいっ！」

　部下は見張り小屋の屋根に上って、柱の先の吹流しを外し始めた。




　見張り所の異変に最初に気がついたのは、安あん西ざい下か尉いの弓兵部隊一の使い手、埜の瓶びんだった。

　埜瓶は平時には野山で動物を狩って暮らしてきたので、周囲のちょっとした変化を敏感に察するところがある。

「安あん西ざい下か尉い。あの吹流しはどういう意味でしょう？」

「吹流しだと？」

　埜の瓶びんの指差す先を見た安西下尉は怪け訝げんな顔になった。

「吹流しを振るだと？　そんな合図はなかったはずだ……あいつらは一体何をしてるんだ？」

　埜瓶と安西下尉が話をしているところに、古参兵がやってきた。

「何か見えるんですか？」

「ああ、あの風向きを教える吹流しだ。見張り小屋の連中が柱の先に取り付けてあった吹流しを外して、棒の先につけて振り回しているんだ」

　安西下尉の指差す先を見た古参兵は、眉まゆをひそめた。

「何かを伝えたがっていることは間違いないですね……あそこから何か見えるんでしょう……」

　そう言ってから古参兵は自分の言葉の意味を知ったように目を見開いた。

　安西下尉も気がついたのだろう、顔を見合わせた二人は同時に叫さけんだ。

「総員先頭配備！　敵が来るぞ！」

「ラッパを吹け！　信号旗を振れ！　他の部隊にも教えるんだ！　総攻撃を仕掛けてきたぞ！」

　弓きゆう兵へい部隊の兵士が一斉に走り出すのと同時に、正面の敵兵が、わあわあ、とわめき声を上げ始めた。

　承しよう安あん軍は寄せ集めの兵士である。訓練も何もほとんどやっていない。いわば、その辺の仕事にあぶれた若者を集めて、粗そ末まつな槍やりを持たせて兵隊に仕立て上げたようなものだ。

　そのため、兵士の恐怖心を紛まぎらわせ、威勢をつけるために、大声を上げさせるのだ。

　それは、今まで何度となく波状攻撃を仕掛けてきた承安軍の攻撃と、さほど変わりがないように思えたが、古参兵はその声を聞いて、今回の攻撃が今までのものとは違うということに気がついていた。

「敵がこれまでと違います。やばいです」

　安西下尉は古参兵を見た。軍隊の飯めしを食った年数で言えば彼など比べ物にならぬ古参兵の言葉に、安西下尉も首を傾かしげる。

「確かに何か、これまでと違うような気がする……どこが違うのかはわからないが……」

　耳に包帯をした古参兵は自分の喉のどを指差して、ひび割れたようなガラガラ声で答えた。

「声です……やつらの声が若い」

「え？　あ！」

　安西下尉も古参兵も、一日中、部下を指揮して戦ってきたので声が割れている。部下も似たようなものだ。疲労が溜たまれば、見た目よりも先に声がしわがれる。

　承安軍が出す雄お叫たけびは、明らかにそれまでと違う力のこもったものだった。

「あいつらは……今まで攻めてきた連中じゃない！　新手だ！」

「そうです。それも、やる気満々の、まったく疲れていない新しい部隊です！」

「くそ！　あいつらどれだけ兵隊を用意していやがるんだ！　部隊前へ！　やつら、突っ込んでくるぞ！」

　承しよう安あん軍の歩ほ兵へいたちは大きく口を開け、大声でわめきながら、馬車陣地の前に展開している北国域軍の兵士たちに殺到した。

　疲れ果てた今までの承安軍とはまったく違った力と勢いで、前線を守る北域国軍の歩ほ兵へい部隊を押しまくっている。

　一歩、二歩、とじりじりと北域国軍が踏ふん張りきれずに後ろに下がる。

「くそ！　支援したくても、こう敵と味方がぴったりくっついてちゃ、矢が撃うてませんぜ」

　古参兵が歯は嚙がみして悔くやしがる。

「射撃は相手が撤退するまでお預けだな」

「ここまで押し込まれると、押し戻すのはちょっと厳しいかもしれません……」

　馬車を並べて作った防護陣は、急造にしてはいいものだが、奥行きがない。

　承安軍の力のある前進に、すべての防衛線が均等に押されていた。局所的に土地を明けわたし、下がりながら相手の勢いを受け流し、でこぼこに前進してきた敵の側そく背はいを突く、という帝国軍の練度を活かした戦い方ができない。

　それでも、後退する余地があれば、まだ戦術的な動きが可能だった。

　平時から鍛たん錬れんを積んだ帝国緑軍や、戦場での経験が豊富な南域討とう伐ばつ軍には、将にも兵にもその能力がある。しかし、敵の中に突出した出っ張りである車列防護陣は、左右から押されれば下がるだけの空間が残されていない。逆襲に転じるきっかけが摑つかめない。

　──しかし、どういうことだ？　これだけの兵がどこから……そうか、承安軍は予備隊を投入したのか！

　安あん西ざい下か尉いはぐっと伸び上がるようにして、承安軍の本陣がある方角を見た。空はまだ明るいが、すでに日は西に大きく傾かたむき、東の空が暗い。加えて平地では視界が狭せまく、見える範囲も両軍の兵が起こす土煙でぼんやりとしている。

　──丘の上の弓きゆう兵へい隊陣地であれば、敵の本陣まで見通せたのだが、ここでは無理だな。

　その間にも、帝国軍歩兵隊はじりじりと下がる。

「歩兵どものケツが近づいてきましたな。このままですと、男同士で押しくらまんじゅうすることになりますぜ」

「俺にそっちの趣味はないぞ。くそ、せめて敵軍の旗が見えれば、敵の予備隊が投入されたのか判断ができるんだが」

「風が吹けば、ちったぁ見通しがよくなるんですがね」

「敵の旗なら、さっき、ちょっとだけ見えましたよ」

　弓兵に運んできた矢を配っていた少年兵が言った。

「本当か、小しやお白ぱい蓮れん？」

「はい。『鶴つる』の字が大きく書いてあって、あの旗は見たことがないな、と思ったので覚えていました」

「鶴？　承しよう安あん軍で鶴というと……」

「鳳ほう鶴かく！　敵の総大将だ！　本人ではないだろうが、その名前を冠した部隊なら、予備隊だ。間違いない、敵はここで決着をつける気だ」

　安あん西ざい下か尉いはもう一度敵の様子を見てから、小しやお白ぱい蓮れんに向き直った。

「小白蓮、伝令だ。すぐに連隊本部まで走れ。承安軍は予備隊を投入したものと思われる。急げ！」

「はいっ！」

　後方に駆かける小白蓮を見送る安西下尉の隣で、古参兵が苦笑いする。

「そろそろ、覚悟を決めにゃいかんですかね」

「そうでもない。敵が予備兵という切り札を出したってことは、承安軍にはもうこちらの動きに対応する兵力が残ってないってことだ。左さ右ゆう両りよう翼よくの部隊が動けば、敵を逆包囲できる好機でもある」

「それも、我々がここでもうちょい踏ふん張れれば、ですね」

「全員、白兵戦の用意。いざとなれば、我々も車列を守るために戦うぞ」

「任せてください。承安軍のやつらをぶちのめしてやります」

　古参兵は紅こう天てん屋やの印が入った円えん匙ぴを肩に担かついだ。

「ぶちのめすって、その円匙でか？」

「いや、これがなかなか優れものでしてね。この二ヶ月、ずっと塹ざん壕ごう掘りで自分の腕の延長のように馴な染じみましたから。剣や槍やりより、俺らにとっちゃ、こいつのほうが使い勝手がいいかもしれませんぜ」

　円匙を大おお仰ぎように構えてみせる古参兵に、周囲の兵が笑う。

「なら、頼りにしてるぞ」

　戦いの喧けん騒そうはいよいよ車列防護陣の前にまで迫せまっていた。




　その頃、帝国軍司令部の天幕の中では、見張り台からの一報を受けて、各部隊に警報を出し終えたところだった。

　伝令を送り出した伏ふせ龍たつは、机の上に広げた地図に視線を落とした。

「敵は後ご詰づめを出したということか……やはり沢さわ樹ぎはこの戦いを明日に持ち越すつもりはないようだな……」

「どうします？　こっちも予備を出しますか？　と言っても、それほど余裕はないけど……」

　晴せい凛りんが訊くと、伏龍は難しい顔で首を横に振った。

「いや、この攻撃に投入した敵の部隊が、本当に最後の手て駒ごまなのか見極めなくてはならない……こっちの予備は本当に最後の手だからな」

　伏ふせ龍たつの言葉を聞いた晴せい凛りんは、はっと目を見開いた。

　最後の手。それは長ちよう嶺れい帝を守る直衛部隊を前線に投入することを意味していた。

　まさしく、それは最後の手だった。もしそれが敗れたら、それはそのまま長嶺帝の死と、延えん喜ぎ帝国の崩壊を意味する。

　そこに最前線の敬けい州しゆう第五連隊から伝令が駆かけ込んできた。

　その伝令はまだ少年だった。

「連隊本部から、伝令……ですっ」

　最前線から本陣まで駆けに駆けてきた少年兵は、ぜえぜえと息をあえがせて書状を伏龍に渡し、そのままうずくまってしまった。

「おい、しっかりしろ！　水じゃ！」

　ミーネがその様子を見て水筒を持って駆け寄る。

　自分とあまり年齢の変わらない女の子が水筒を差し出してくれたのを見て、少年兵は目を丸くした。

　伝令の少年兵が持ってきた報告書を読んだ伏龍は、大きくうなずいた。

「鳳ほう鶴かくの部隊ということは、この攻勢はやはり予備隊を投入してのものだったか！」

　伏龍が眉み間けんにシワを寄せてうなる。崇すう鳳ほうにしてやられた、という意識が強い。

　──くそ、承しよう安あん軍は練度が低いから部隊行動の隠いん蔽ぺいなどできない。敵の予備隊が投入されるとしても、事前に察知して対応する時間がある、と勝手に思い込んでいた。

　まさか、ここで『無む鼓この計』を使ってくるとはな……それに気がつかなかった俺も大おお馬ば鹿かだな……。

　伏龍の意識の中にあるのは、自分への怒いかりだった。

　自分を責めることができているうちは、思考は明めい晰せきなままである。

　少し前の伏龍なら、自分が虚きよをつかれるという予想外の事態に、もう少しうろたえていただろう。しかし、今は違う。

　──侘タ瑠ル徒トの防衛戦で、シムール騎兵が大損害を受けたときの失態は繰り返さない。

「伏龍さん、どうします？」

「左さ右ゆう両りよう翼よくの準備にもう少し時間が欲しかったが……ここで総反攻に出るぞ。中央が粘ねばっている間に、敵の左右両翼を崩し、半包囲の形に持ち込む」

「わかった！」

　伏龍の言葉に晴凛は力強くうなずいた。

　孟もう旗き中ちゆう将しようと榎えのき耶や将軍も即座に立ち上がる。

「ならば手はず通りだな。わしは右う翼よくに行き、指揮を執とる」

「私は左さ翼よくだ。だが、中央の部隊はどうする？　まず指揮官として泉せん野や下か将しようをこちらに呼び戻してから、という計画だったが……」

　榎えのき耶や将軍の言葉に、伏ふせ龍たつは決意をこめた表情で言う。

「今からでは間に合いません。近この衛え騎兵は中央で前線を支えてもらいましょう。中央の兵は、不ふ肖しよう、この私が陛へい下かと共に指揮を執ります！」

　榎耶将軍は深々と頭を下げた。

「陛下のこと、よろしく頼む」

　慎しん重ちよう居こ士じゆえに一いち抹まつの不安を隠せない榎耶に、ミーネが胸を叩たたいて請うけ合う。

「安心せい、榎耶の爺じいよ！　陛下のそばには晴せい凛りんもおる！　シャールもおる！　この二人の弓の腕さえあれば、不届き者は誰ひとりとして寄せ付けん！　もし、この二人の矢をかいくぐって皇帝に近づく者あらば、この、わしの弩いしゆみが黙だまっておらん！　わしの矢でイチコロじゃ！」

　ミーネの後ろに立っていたミリンが、やれやれ、という様子で肩をすくめた。

「何を馬ば鹿かなことを言ってイるのデスか、この山やま猫ねこハ。あなたハ皇帝サマの隣でおとなしくシていればいいノデス。そんなオモチャみたイな弩を振り回して、前線に出てこられテハ、みんなが迷惑シマス！」

「何がオモチャの弩じゃ！　なりは小さいが当たれば怪け我がをするぞ！」

　ミーネの言葉を、ミリンは鼻で笑った。

「はん！　かすり傷を負わせることシカできないようデは、役に立ちマセン」

　ミーネは口を尖とがらすと、背中に背負っていた矢筒を降ろし、蓋ふたを開けてミリンに見せ付けるようにぐい、と前に出した。

「かすり傷でも負わせることができれば、十分じゃ！　見ろ、この矢筒を！　矢じりのところに布が詰めてあるじゃろう？　この布にメンミから貰もらった狩猟用の毒を塗ってあるのじゃ！　当たったが最後、手足が痺しびれて、ばったり倒れるという、優れものじゃぞ！」

　ミリンの目がすっと細くなった。

「あなたはおっちょこちょいで、うっかり自分を刺しかねマセン！　毒矢は危険だから使ってはいけマセン、と、あれほど言っておいたはずデス！」

「あ、いや、それはそうじゃが……ほれ、今は帝国の棍こん棒ぼうの木き々ぎじゃ！　今回は大目に見るべきじゃ、そうは思わんか？」

「思いマセン！　それに、それを言うなら『棍棒の木々』ではなく『存亡の危機』デス！」

「ああ、うん、そうとも言う。だからな、ほれ、大目に……いひゃい、いひゃい！」

　ミーネのほっぺたをつねりながら、ミリンは言った。

「毒矢で指先を傷つけたら、こんな痛みではすみマセン！　この矢は使用禁止デス！」

　ほっぺたをつねられているミーネを見て、慌あわてて晴せい凛りんが止めに入った。

「まあまあ、ミリンさん。狩猟用の痺れ薬なら、もし自分を傷つけても、そうたいしたことにはならないんじゃないの？」

　ミリンはミーネのほっぺたをつまんだまま答えた。

「そうデスね。この毒がシムールが使っている狩猟用の痺しびれ毒なら、血に入っても手足がピリピリするだけデスね」

「それなら……」

「……そのピリピリが血管を通して広がって、心臓まで伝わっタたら、心臓が止まりマス。それでばったりデスね」

「それは……」

　晴せい凛りんは絶句した。

　ミリンは無言でうなずくと、ミーネのほっぺたをつまんでいた指を離した。

「うー！」

　涙目でにらみつけてうなるミーネをにらみ返してミリンは言った。

「毒の入った矢筒は捨てテ、中の矢を洗って、新しい矢筒に入れてきマス。山やま猫ねこが矢にじゃれて自分で死ぬのは構いマセンが、万が一にも皇帝陛へい下かを傷つける可能性がアル限り、絶対に許しマセン。いいデスね？」

「……わかった……」

　ミーネは不満そうに唇くちびるを尖とがらせてうなずいた。

　ミリンとミーネの騒さわぎをあっけに取られたように見ていた榎えのき耶や将軍は、我に返ったように瞬まばたきすると、慌あわてて晴凛に向き直った。

「陛下のこと、くれぐれも、くれぐれもよろしく頼みます、晴凛殿」

「はい、お任せください！」

「おまひゃせあれ！」

　ミーネがほっぺたを押さえて胸を張った。




　伏ふせ龍たつが前進させる以前の司令部が置かれていた砦とりでの奥に置かれた玉ぎよく車しやの中で、長ちよう嶺れい帝は晴凛と伏龍に謁えつ見けんした。

「左様か……いよいよ、余も出陣するときがきたのだな」

「はい、今こそ龍りゆう旗きを立てて全軍を鼓こ舞ぶし、押し寄せる賊ぞく軍ぐんを逆包囲して殲せん滅めつするときでございます！」

　晴凛の言葉を伏龍が継いだ。

「されど、龍旗を立てれば、敵に陛下の居場所を教えることになります。賊軍にとって陛下は最大の目標となります。陛下こそが、この延えん喜ぎ帝国そのものなのです。陛下を亡き者にすれば、延喜帝国は倒れ、やつらは勝利します。

　やつらは何が何でもいかなる犠牲を払ってでも、陛下を倒しにくるでありましょう。

　おそらく、今日、今まで行われてきたどの戦いよりも激しい戦いが、陛下の前で繰り広げられることとなるでしょう。

　敵の矢、敵の刃やいばが、陛へい下かのおん身に迫せまることになるかもしれません。ここにいる晴せい凛りん率いる直衛軍の精せい鋭えいが、生命を賭として陛下をお守りします。しかし、それとて万全ではありません。戦場は魔物です。いつどんなことが起こるか、誰にもわからないのです。

　その危険を冒してまで、陛下に前線に出ていただく意味があるのかどうか、私にはわかりません。ですから、最後にもう一度だけお伺うかがい致します……」

　伏ふせ龍たつは顔を上げて、長ちよう嶺れい帝を正面から見つめて言った。

「陛下！　ご出陣はいかに！」

　長嶺帝は無言で立ち上がり、そばに控えている紫し芹きんに向かって静かに言った。

「紫芹、余の兜かぶとをここに……」

　紫芹は泣きそうな顔でうなずくと、脇わきの武具掛けに掛けてあった金色の龍りゆうの細工を施ほどこした銀色の兜を外して長嶺帝の頭に載せ、真しん紅くの顎あご紐ひもを回して、それを結んだ。

　長嶺帝は両手で兜を持って左右に動かし、すわりを確かめると、胸を張って言った。

「出陣じゃ！　龍りゆう旗きを立てよ！」

「御ぎよ意い！」

　晴凛と伏龍はその場に平へい伏ふくし、頭を下げた。
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　皇帝の乗る玉ぎよく車しやの前で、銀の地に金の龍を刺し繡しゆうした大きな龍旗のついた旗棒を抱かかえていたのは、北域国軍の龍りゆう飛ひだった。

「龍飛殿、龍りゆう旗きは生き地じが厚く、刺し繡しゆうが施ほどこされている分、その重さは普通の旗の比ではない。立てているだけならひとりでも何とかなるが、馬車と同じ速度で進むとなると、ひとりでは無理だ。何人か加勢をつけようか？」

　心配そうに声をかけた帝国軍の儀ぎ杖じよう兵に、龍飛は笑え顔がおを見せた。

「いや、大丈夫でさあ。北域の侘タ瑠ル徒トのしがねえ警備兵だったこの俺が、まさか皇帝陛へい下かの旗手を務めることになるとは思ってもいなかった……正せい剛ごう龍飛、一世一代の大舞台だ。きっちり勤め上げなきゃ、伏ふせ龍たつ兄貴と晴せい凛りん兄貴の顔に泥を塗ることになりかねねえ」

「そうか、ならば何も言うまい。陛下の旗手、しっかりと勤め上げてくれ！」

「任せてくれ！」

　龍飛がそう言って胸を張ったとき、玉ぎよく車しやの上に伏龍が現れた。

　伏龍は手に持った采さい配はいを大きく頭の上に差し上げて……それを前に振り下ろした。

「龍旗を掲げよ！　進軍の太たい鼓こを鳴らせ！　帝国の興亡この一戦にあり！　回天の太鼓を鳴らすは、今、このときなり！」

　玉車を取り囲む直衛部隊の兵士たちが、手に持った武器を掲げて鬨ときの声を上げる中、龍飛の持つ龍旗がゆっくりと持ち上がった。

　そして、玉車の後方に位置する馬車に積まれた、人の両手を広げたほどもある巨大な太鼓が打ち鳴らされた。

　どぉーん！　どぉーん！　どん！　どん！　どぉーん！　どぉーん！　どん！　どん！

　強、強、弱、弱、で打ち鳴らされるその拍子は、帝国が存亡の危機にあった四十年前の北ほく擾じようの役えきのとき、帝都の宮中で打ち鳴らされた、天を回し反撃に移ることを意味する『回天の太鼓』と呼ばれるものだった。

　龍旗が掲げられるのと同時に直衛部隊が上げた鬨の声は、そのまま帝国軍と馬車列陣地で戦っていた北域国軍の全軍に伝わっていった。

　回天の太鼓の音と共に、帝国軍の左さ翼よく陣地と右翼陣地に配置されていた帝国軍は、塹ざん壕ごう陣地を出ると総反撃を開始した。

　日はさらに傾かたむき、太陽は夕日の色に近づいていた。







　　　第九章「決戦、征古原」







　どぉーん！　どぉーん！　どん！　どん！　どぉーん！　どぉーん！　どん！　どん！

　征せい古こ原げんに響き渡った、強、強、弱、弱、で打ち鳴らされる回天の太たい鼓この旋せん律りつを聞いたのは、帝国軍と北域国軍だけではなかった。

　その音が総攻撃を命じた崇すう鳳ほうの耳に届いたとき、崇鳳は目を開いてその場に凝固した。

　──回天の太鼓だと？　いや、間違いない。あの音、あの拍子は、まさしく回天の太鼓だ。しかし、なぜあれを今、ここで打つのだ！

　そして、見開いた崇鳳の目が捉とらえたのは、馬車陣地のはるか後ろにゆっくりと立ち上がった金色の龍りゆう旗きだった。

　西に傾かたむいた日の光を浴びたその金色の龍は、鮮やかにきらめいて、征古原の空に舞っていた。

「り、龍旗！」

　崇鳳はそのひと言をつぶやいたまま絶句した。

　──まさか、皇帝が出陣しているとは……。

　その衝撃は承しよう安あん軍の兵士たちを棒立ちにさせるには十分すぎるものだった。

　承安軍は反乱軍であり、異国の民たみではない。元々は帝国の臣しん民みんである。

　帝国の民にとって『皇帝』とは神にも等しい強大な存在であった。

　直接見ることもなく、それについて語ることすら許されず、ただひたすらに尊とうといものであると教え込まれ、刷り込まれた結果。人々の中では皇帝の神格化が進み、もはや人ではない、自分とは別の世界に存在するものという印象を抱いだいている者がほとんどだった。

　その神格化された存在が、今、目の前に出現したのだ。

　承安軍の兵士にとって、それは理解を超えた出来事だった。

　一方、回天の太鼓を聞いた帝国軍の兵士たちの間にも動きがあった。

　車列防護陣の最前線で弓きゆう兵へい部隊を率い、承安軍を迎え撃うっていた安あん西ざい下か尉いは部下に向かって叫さけんだ。

「なぜか知らないが、敵が止まった！　今のうちだ！　手はず通りシムールの守りを食え！　赤塩を食うんだ！　食って水筒の水を飲み干せ！」

　それは、戦いが始まる朝に、ミーネが配っていた赤塩の塊のことだった。

　兵士たちは一斉に赤塩の欠片かけらを取り出すと口に含み、がりがり、と嚙かみ砕くだいた。

「うわっ！　しょっぺえ！」

「うへえ、こいつは水を飲まなきゃやってられねえ！」

　腰にさげていた水筒を口に持っていって、一斉に水を飲み干す。

　黙だまって塩を飲み下した古参兵は、にやっと笑った。

「途中で、行動食の餅ビエンを何枚か食っただけで、朝からずっと戦いっぱなしだったからな。妙みように塩水が美う味まい。汗をかいた体が塩を欲しがっていたんだろうな」

　古参兵の言う通りだった。

　ミーネが配った赤塩の欠片かけらと水を口にした帝国兵と北域国兵の疲れ果てた腕と足に、力が甦よみがえった。

　人間は汗をかくことで体内のミネラルバランスが崩れる。そのため、汗をかく肉体労働をするときは、常に塩分を多めに補充しなければならない。

　現代では常識であるこういったことを、昔の人間は伝承や神話という形で伝えていた。

　シムールに伝わる風習、赤塩の欠片を『シムールの守り』として持ち歩き、戦いの最後のときにそれを口に含んでから戦うというものも、生理学やそういう学問の知識としてではなく、赤塩を口に含んだことで疲労することなく戦えた、という経験則に基づいたものである。

　シムールたちはそれを伝承として子孫に引き継ぐことで、塩分不足に陥おちいることを防ぐ生活の知恵として定着したわけである。

　赤塩を食って、水を飲んだ帝国兵たちはお互いの顔を見合わせた。

「なんだか、こう、身体からだが楽になったような気がしないか？」

「そう言われてみればそうだな……シムールの神様の加護があったってことか？」

「あのちびっ子姫様に渡されたときは半信半疑だったが、いやはや、こいつはすげえ！」

「ようし、一丁やるか！」

「総反撃開始だ！」

　兵士たちが口々にそう言って立ち上がったとき、後方を見ていた埜の瓶びんが叫さけんだ。

「見ろ！　龍りゆう旗きだ！　龍旗が立った！　皇帝陛へい下かが出陣したんだ！」

　安あん西ざい下か尉い以下の弓きゆう兵へいたちはどよめいた。

　帝国軍と北域国軍は皇帝を知っていた。

　皇帝とは神でも強大な権力の象徴でもなく、ただ一途に帝国のことを思い、一いつ生しよう懸けん命めいその小さな背中にすべてを背負い込もうとしている、ひとりの少年でしかないことを、その目で見て知っていた。

　自分たちの助けを、自分たちの力をなくして、この帝国を守ることはできない。帝国を支えるのは自分たち自身であることを、自分たちに何が求められているかを知っていた。

　──皇帝陛下が出陣されたのだ。

　安西下尉以下の弓兵たちは、身体の中に身震いするほどの興奮が湧わき上がってくるのを感じていた。

「龍旗、我と共にあり！」

「進め！　帝国を救うは今だ！　今こそがそのときだ！」

　誰もが同じ思いだったのだろう。

　帝国軍と北域国軍の兵士たちは、うぉおおおお、という腹の底から発する雄たけびを上げて承しよう安あん軍に襲いかかった。

　帝国軍の左さ翼よく塹ざん壕ごう陣地に配置されていた帝国軍の将兵の前に立った孟もう旗き中ちゆう将しようは、高々と掲げさせた『猛もう』の文字を刺し繡しゆうした将旗を大きく振って前に倒し、刀を抜いて叫さけんだ。

「帝国軍！　前へ！　塹壕を出て突撃じゃ！　承安軍の横腹に突っ込むぞ！　遅れるな！」

　突撃ラッパの音と共に、そこに配置されていた兵士二千五百人が塹壕から躍おどり出ると、槍やりをきらめかせて丘を駆かけ下った。

　先頭を走っていた工兵が、抱かかえていたはしごを空掘りに並べてかけると、その後ろから板を背負って走ってきた工兵が、その板をはしごの上に並べ、釘くぎを打ち込んでいく。

　流れるような作業であっという間に仮設の橋が架けられ、その上を、歩兵たちが、喚かん声せいを上げて突撃していく。

　これとまったく同じ光景が、右う翼よく陣地でも起きていた。

　こちらの部隊の先頭には『榎えのき』の文字を刺繡した将旗を掲げた榎えのき耶や将軍が立っている。

　丘を駆け下った左右の帝国軍歩兵は槍を構え、そのままの勢いで車列防護陣の側面を攻めていた承安軍の横合いに突っ込んだ。

「うぎゃあ！」

「なんや！　こいつら、どこから来よった！」

「あかん、あかん！　逃げえ！　逃げんと死んでまう！」

　左右の承安軍が崩れかかったところに、車列防護陣の弓きゆう兵へいが容よう赦しやなく矢を射い掛かけてくる。

　前からの矢と横からの槍で、承安軍の歩ほ兵へいは隊列を崩しながらずるずると後退を始めた。

　承安軍、特に左さ右ゆう両りよう翼よくから車列防護陣を攻撃していた部隊にとって、それは奇襲以外のなにものでもなかった。

　左右の塹壕陣地で防衛線を敷いている帝国軍が、そこを出て突撃してくるとは思いも寄らなかったのだ。

　この一報は伝令の手によって直ただちに崇すう鳳ほうの許もとにもたらされた。

　龍りゆう旗きを見て停止した兵に、喝かつを入れるように命じていた崇鳳は驚きよう愕がくした。

「ななな、なんですと？　左右の塹壕陣地で守っていた帝国兵が、塹壕を捨てて突撃してきたですと？」

「へい！　やつら、守りを固めて一歩も出てきてなかったので、わしらは言われた通り、少しだけ兵隊を残して、馬車陣地をこう、横合いから攻めておったんですわ。そうしたらいきなり横から攻められまして、正面には馬車陣地の兵隊、横からも兵隊、わしら挟はさみ討うちでっせ？」

「うぬぬぬぬ……」

　崇すう鳳ほうは言葉にならないうなり声を上げて、伝令の腕を摑つかむと、天幕の中に引き込んだ。

　そしてそのまま、机の上に作った陣地の模型の前に引っ張ってくると、模型を指差して言った。

「ここに模型がある！　お前たちは左さ翼よくから馬車陣地を攻めていたのだな？　敵はどこからやってきたんだ？」

　模型を見て目を丸くしていた伝令は、我に返ったように模型の中の一角を指差した。

「こ、ここです、この部隊です！」

「ここか、よしわかった！」

　崇鳳はそう言うと、模型の中に挿さしてあった、紙の旗印を取り上げて動かし始めた。

「左右の敵が陣地を出て我が軍のさらに外側を攻めているというのだな？」

「はい、そうです」

「ここが……ここに来たというわけか」
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　　　　＊＊＊印は堀を表している。凸は弓兵陣地。







　目の前に現れた陣形を見て、崇すう鳳ほうの顔色が変わった。

　──敵は鶴かく翼よくに広げた我が陣を、さらにその外から包み込もうとしている！

　左右から攻めた我が軍の部隊は、馬車陣地の車兵とその外から攻め掛かる帝国軍歩ほ兵へいとの間に挟はさまれて、全滅しかねない。

　もし、ここで左右どちらかの部隊が崩壊すれば、敵はそこから騎兵を出し、我が軍の後背を襲うに違いない！

　崇鳳は模型をにらみつけた。

　──くそ、神しん流りゆう千せん斗とめ！　ここまで考えていたというのか！

　鶴翼の陣は大軍をもって敵を取り囲み、左さ右ゆう両りよう翼よくと中央から自在に敵を攻撃して翻ほん弄ろうし、敵の陣形に綻ほころびが生じるのを待ち、一旦陣に綻びを見つければそこに兵を集中し敵の堅陣を打ち砕くだく戦法だ。

　その鶴翼のさらに外側からもうひとつ大きな鶴翼をもって挟きよう撃げきするなどという戦法は、どの兵法書にも無い！

　こんなデタラメな戦法があるものか！　兵法というのは、兵法書に書かれているものを言うのだ！

　そこまで考えたとき、崇鳳ははっと目を見開いた。

　──まさか……神流千斗は、どの兵法書にもない戦法を編み出したというのか！

　古来からわが国に伝えられてきた兵法の書を記した兵法家のように、あの男の名が記されるというのか！

　崇鳳の手がわなわな、と震え始めた。

　──許さんぞ、許してなるものか！　あの男の名を歴史に刻むくらいなら、私は全身全ぜん霊れいでこの世のすべてを滅ぼしてやる！

　──考えろ！　考えるんだ！　あの神流千斗の作戦を打ち破る方法を！　あの男の名前を泥まみれにして踏ふみつけることができる方法を！

　崇鳳が目の前の陣形の模型を食い入るように見つめていると、天幕をばさりと捲めくって、鳳ほう鶴かくが飛び込んできた。

「崇鳳はん！　えらいこっちゃ！　皇帝や！　皇帝が現れよった！　ああ、どないしよ。まさかこんなところに皇帝様が来よるなんて、わしらしがない平民でっせ？　どないして皇帝様と戦ったらええのか、わからへん！」

　言葉の中で、皇帝と呼び捨てにしたり、皇帝様と敬称をつけてみたり、それを聞くだけでも混乱しているのがわかる。

　崇鳳はイラついたような声で答えた。

「何をうろたえている！　皇帝だから何だというんだ！　鬼神のたぐいだとでも思っているのか！　馬ば鹿か馬鹿しい！　皇帝は人間だ！　それも十五に満たぬただの人間の子供だ！　恐れるな馬ば鹿かめ！」

　そう答えてから、崇すう鳳ほうは自分の言葉に気がついたように目を細めた。

「皇帝は……ただの……子供……その子供が帝国を体現している……」

　そして、崇鳳の目がくわっと見開かれた。

「そうだ！　ははは、なんだ！　答えはあったじゃないか！　目の前に！　私の……この手であの神しん流りゆう千せん斗との名前を泥まみれにして踏ふみつけることのできる方法が、こんなところにあった！」

　崇鳳はあっけに取られている鳳ほう鶴かくに向き直ると、目をらんらんと輝かせて言った。

「皇帝を殺せ！　あんなものは、ただのガキに過ぎん！　皇帝を殺せば、帝国は終わりだ！　この戦いは終わる！　帝都は私たちの手に落ちる！　帝都だけじゃない！　この帝国が私たちのものになるんだ！

　鳳鶴よ！　お前、皇帝になりたくはないか？　この国のすべてを自分のものにしたくはないか？」

　鳳鶴は魂を吞のまれたかのようにカクカク、と首を縦に振った。

「そうか、そうだろう。男と生まれて、それを願わない者はいない……」

　崇鳳は唇くちびるの端に邪じや悪あくな笑えみを貼はり付けてうなずくと、鳳鶴を見み据すえて言った。

「ならば殺せ！　皇帝を殺せ！　他の部隊には一切構うな！　あの旗を狙ねらえ！　全軍に命じろ！　皇帝を殺せ！　敵はただひとり！　あの旗の下もとにいる皇帝のガキだ、とな！」

　人が変わったような崇鳳の姿を見て、鳳鶴は考えた。

　──こいつ、狂ったんやろか？　いや……違うわ。そう見えるだけや。

　こいつの言い方はおかしいけど、言うてることは間違ってはおらん。帝国を倒すっちゅうのんは、とどのつまり皇帝を殺すっちゅうことや。

　鳳鶴はあっけに取られて崇鳳を見ている承しよう安あん軍の幹部たちに向き直った。

「さすがは崇鳳さんや！　なあ、お前らもそう思うやろ？

　帝国を倒すからには、皇帝は殺さなあかんのや。もし、ここに皇帝がおらんで、帝都におったとしても、わしらがここで勝てば、帝都はわしらのもんや。皇帝は帝都で殺すことになる。こっちから行かんでも向こうから殺されに来てくれとるんや。親切を無にしたらあかんで？　そやろ？」

　鳳鶴の冗談めかした言い方に、何人かの将軍は、はは、と小さく笑った。

　承安軍の本陣の中の空気が変わったのに気がついた鳳鶴は、ここぞとばかりにまくし立てた。

「皇帝や言うたら、ごっつう偉いもんや、とみんな思うとるけどな。今の皇帝の四代前、初代皇帝を名乗った人間は一体何者やったんか、お前ら知ってるか？

　どこぞの偉い人の血を引いた、ご落らく胤いんやというんは、あれ、みんな後からこしらえたもんや。ホンマはどこの馬の骨かわからん男で、成り上がって皇帝になったんやで？」

　鳳ほう鶴かくは自分の言葉に承しよう安あん軍の将軍たちが興味を持ち始めていることに気付いていた。

　──あとひと息や。こいつらも、いわばハッタリとノリでのし上がってきた連中や。煽あおり方を間違えなければ、動かすのは簡単や。

　鳳鶴は口調を変えた。

「ええか？　この世にはわしら人間が生きとる人間界と、その人間の運命を動かしとる天人界っちゅうのがある。んでもってそこにおる天帝サマっちゅうのが、皇帝を使って人間界を治めとるんや。

　ほんでもってな、この皇帝がどないもならんアホで、国が乱れてあっちゃこっちゃで火付け盗賊がのさばりかえるときっちゅうのはな、天帝サマがその皇帝に見切りをつけたっちゅうことなんや。

　こいつは、アカン。どこぞに見所がある人間はおらんかな？　と探しとるんやな。乱世をまとめる才能っちゅうのは、乱世でなければわからんよってに、こう、世の中を乱すんや」

　承安軍の将軍の中のひとり、悠ゆう宣せんというお調子者が声を上げた。

「ほう、じゃあ、俺にもその才能があるっていうのんか？」

「あるで」

「うそつけ！」

　悠宣は笑い飛ばそうとした。

　鳳鶴は真ま面じ目めな顔で、天幕の外、最前線の方角を指差して言った。

「才能があるから、お前はここにいるんや。何の才能も無い、ただのチンピラやったら、今頃お前はあそこにおって、へっぴり腰で粗そ末まつな槍やり持って、わあわあ言っとる」

　そして鳳鶴はもう一度居並ぶ承安軍の将軍たちを見回した。

「冗談を言ってるんやないで？　何でわしらがここにおるんか、それを考えてみぃ。腕っ節だけか？　力が強いだけなら、あの兵隊どもの中にも、わしらより強いんが、うじゃうじゃおるやろ。そういう連中とわしらと、どこが違うんか考えたらわかるやろ。

　わしらには才能があるんや！　手下集めて、メシ食わせて、使う才能があるから、わしらはここにおれるんや！

　つまりやな、その才能こそが皇帝の才能なんや！

　手下集めてメシ食わして、働かせる。それの小さいのんがわしらで、それの大きいのんが皇帝や。

　今、帝国ががたがたになっとるんは天帝サマが次の皇帝を探しておる証拠や！

　考えてみぃ。今の皇帝は子供やぞ？　子供に何がでける？　何もでけん皇帝なんぞ崇あがめとるから、天帝サマが怒って、次の皇帝を探しとるんや！

　今が狙ねらい目や！　使いモンにならんガキの皇帝殺して、わしらが皇帝になるんや！　わしらは間違っとらん！　天はわしらを選んだんや！」

　誰かが鳳ほう鶴かくに向かって言った。

「わしらって……皇帝サマはひとりやろ？　わしら全員が皇帝になれるわけないやんけ！」

　鳳鶴はにやり、と笑って答えた。

「確かにその通りや、皇帝サマはひとりや。でも、残りの人間は皇帝になれなくとも、大臣にはなれるで？　宰さい相しようサマや。

　役人どもを顎あごで使って、気に入らんやつはクビにしてもええし、どこぞの辺境に島流しにしたってもええ！　今まで役人にへこへこせないかんかったわしらが、役人の親玉や！　立場が大逆転やで？　皇帝になれなくても、十分やないけ！」

　承しよう安あん軍の将軍たちはお互いの顔を見合わせて、がやがや、と言い合った。

「おお、それはおもろいな！」

「賄わい賂ろ次第でコロコロ態度を変える、クソみたいな役人に何度嫌いやな思いをしたかわからん！　あのクソ役人クビにできたら、胸の中すっとするやろなあ」

　将軍たちの会話に笑い声が混じるのを見て、鳳鶴は確信した。

　──よっしゃ、みんなわしの話に乗りよった。このまま煽あおって出撃や！

「……と、まあ、それが軍師様の言いたいことや。わかったか？　わしらの敵は皇帝や！　皇帝さえ殺したらええんや！　皇帝殺せば帝国の兵隊どもは、どうしてええかわからんようになって、たちまち烏う合ごうの衆や！　あの『銀しろがね』かて、同じや！　銀しろがねと戦って勝つよりも、皇帝殺したほうが楽や！　さあ、行くで！」

　鳳鶴はそう言うと、崇すう鳳ほうに向き直った。

「崇鳳はん、命令してくんなはれ！　わしら、どこを攻めたらええんや？」

　崇鳳はゆっくりと正面を指差した。

「我々が攻める場所は、敵が自分から教えてくれています。そうです、あの旗です！　龍りゆう旗きです！　あの旗の下もとに、皇帝がいます！　目指すは龍旗のみ！　部下にそう命令してください！」

　承安軍の将軍たちは「おおおっ！」とどよめくと、自分たちの部下に命令を下すために、一斉に本陣の天幕を出ていった。

『すべての兵力を龍旗に集中し、いかなる犠牲を払ってでも皇帝を殺せ』

　この命令の下、承安軍全軍は龍旗めがけて突撃を開始した。




　承安軍の動きは、丘の上の見張り小屋からもわかった。

　観測兵の報告が次々に飛ぶ。

「右う翼よくの敵！　馬車陣地に向かって前進を開始しました！　我が軍がその後ろから攻め立てております！」

「左さ翼よくの敵も、馬車陣地に向かって前進を開始！　我が軍の追撃を受けておりますが、損害をまったく考こう慮りよしておりません！」

「正面の敵！　波状攻撃を繰り返しております！」

　それぞれの方角を見ている観測兵の報告を聞いた班長が、感心したようにつぶやいた。

「来やがった来やがった。軍師様の言った通りだな」

「あれですか？　『皇帝陛へい下かの龍りゆう旗きが上がったら、敵はその旗を目指してやってくる、そいつらを誘い込んで、叩たたく』という……」

　部下の返事を聞いて、班長はうなずいた。

「ああ、それだ。今のところあの伏ふせ龍たつって軍師の言った通りに進んでいる。あの男はすごいな……おい、本部に伝令だ！　『敵は龍旗に向かって進みつつあり』とな！」




　見張り小屋から伝令が帝国軍の本陣に向かって走っていた、その頃。

　馬車陣地の中では、馬の用意ができた近この衛え騎兵が出撃の準備をしていた。

「準備はいいか！　馬の調子の悪い者は、申し出ろ！　いよいよ正念場だぞ！」

　聡そう凛りんはそう言うと、槍やりを構えて、正面の馬車陣地を指し示した。

「いいか！　これより、正面の守りを薄くする！　敵はあの馬車を打ち壊し、陣地内になだれ込んでくるだろう。

　それを、我々が討うつ！　繰り返し、繰り返し、誘い込んで討つ！

　我らの役目は、ひとりでも多くの敵を屠ほふることなり！　帝国近衛騎兵は、これより騎兵にあらず！　殺さつ戮りくの機械となる！

　部隊、前へ！」

　聡凛が槍を振ると、近衛騎兵連隊の信号兵が高らかにラッパを吹き鳴らした。

「パーッパカパッパッパー」

　帝国近衛騎兵連隊の連隊歌でもある『龍旗我と共にあり』を合図に馬の足が進み始めた。

　その頃、馬車陣地で正面から来る敵と戦っていた安あん西ざい下か尉い率いる弓きゆう兵へいたちは、敵の動きが今までと違っていることに気がついていた。

　動きが緩かん慢まんで粘ねばっこいのだ。

　今までなら、弓兵部隊が斉せい射しやを食らわして一度に二十人以上が倒れれば、足が止まり、下がるのが当たり前だったのだが、足が止まった後、下がる速度が遅いのだ。

「こいつは、やばいっすね……」

　古参兵が顔をしかめた。

「敵が下がらなくなったことか？　慣れっこになっちまったのかな……」

　安西下尉の言葉を聞いた古参兵は、首を振った。

「いいえ、違います……あれは下がりたくても下がれねえんです。後ろが詰まっているんでさあ。敵兵の密度が上がっています。動きが粘っこいのもそのせいです」

「くそ、距離が取れないとなると、いよいよ槍と円えん匙ぴの出番か……弓兵の看板返上だな」

　そう言って安あん西ざい下か尉いが顔をしかめていると、背後から近この衛え騎兵隊の出撃を告げるラッパの音が響き渡った。

　歩ほ兵へい部隊の指揮官である中ちゆう尉いと安西下尉は、同時に叫さけんだ。

「後退！　所定の位置まで後退しろ！」

「この陣地から離れろ！　距離を取って弓の用意だ！」

　その命令を聞いた歩兵と弓きゆう兵へいは乗り込んで戦っていた馬車から飛び降りて、十台ほど離れた馬車の前へ走った。

　馬車陣地はそこだけ馬車を二重にして配置してあった。

　いわばその馬車は予備陣地であり、そこに撤てつ収しゆうしたのだ。

　安西下尉と歩兵部隊が予備陣地とする馬車にたどり着いて、そこで部隊を再編し始めた頃。

　今まで戦っていた馬車陣地のほうから、バリバリ、という音が聞こえてきた。

　防衛要員のいなくなった馬車陣地の盾たてを剝はがし、承しよう安あん兵が馬車を揺ゆすっていた。

　その様子はまるで砂糖に真っ黒に群むらがる蟻のように見えた。

　馬車は大きくゆっさゆっさ、と揺れ、その揺れの幅がだんだん大きくなっていく。そして、ついに承安兵たちの手で馬車が倒された。

「うぉおおおおおお！」

「やったでえ！　馬車を倒したでぇ！」

「いてもうたれ！　隣の馬車も壊すんや！　突破口を広げるんや！」

　承安兵たちは、隣の馬車に群がった。

　馬車同士を結んでいた鎖くさりや綱が切られ、馬車が自由に動かせるようになったためだろう。その左右に配置された馬車が倒されるのは、最初の馬車よりも早かった。

　連れん鎖さするように馬車が壊され、馬車の残ざん骸がいが後方に運び去られていく。

「突破口を開いているようだな」

　目の前で動き回る承安兵を見て、聡そう凛りんがつぶやいた。

　何の気負いもない、さらり、とした言い方だった。

「ええ、予定通りですな」

　副官が答えると、聡凛はうなずいた。

「うむ、そうだ。予定通りであり、軍師殿の予想通りでもある……」

　やがて、倒されて壊された馬車の残骸が取り除かれたその間から、滲にじみ出す水のように承安兵たちが姿を現した。

「うぉおおおおおお！」

「やったれぃ！　いてもうたれぇえええ！」

「皇帝じゃ！　皇帝殺すんじゃ！」

　数十人だった兵士は瞬またたく間に数百人に膨ふくれ上がり、そして真っ黒な人の波となって押し寄せてきた。

「戦闘用意！　構え！　槍やりは高く構えろ！　突くな！　叩たたけ！　倒して蹂じゆう躙りんしろ!!」

　指揮官の声と共に、近この衛え騎兵たちは槍を高く構えた。

「部隊、前へ！」

「おう！」

　聡そう凛りんの命令に短く答えた近衛騎兵たちは槍を構えて、馬もろとも押し寄せる承しよう安あん兵の群れの中に突っ込んだ。

　重装甲の鎧よろいを着用した人馬の質量は、人間の比ではない。その圧倒的な質量の差の前に、承安兵たちは文字通り粉ふん砕さいされた。

「叩け！」

「おう！」

　号令と共に、近衛騎兵が槍を振り下ろす。

　それは通常の槍ではない。長く太く重い、重装騎兵用の特別な槍だ。その先端が前に立っていた承安兵と、その後ろの承安兵の頭や肩に落下する。

「うげぇ！」

「ぎゃぁああ！」

　肩を砕くだかれた者は悲鳴を上げながら、そして頭を砕かれた者は何も言わずに、その場に崩れ落ち、その倒れた上を馬の蹄ひづめが踏ふみ砕く。

　それは一方的な殺さつ戮りくだった。横一列になって走ってくる現代のブルドーザーの群れに、生身の人間が飛び掛かるようなものである。

　圧倒的な質量と力の差を持つ物体の前に、人間の肉体がいかに脆もろいものか、その事実を見せ付けるように砕けて消えていった。

　だが、承安兵の突撃は止まらなかった。

　後から後から押し寄せる人の波は、途切れることがない。

　馬車陣地の突破口から入ってきた歩兵たちの左右は、弓きゆう兵へいと北域国軍歩ほ兵へいが固めており、逃げ場は無い。

　後ろに下がりたくても後ろからは次々に兵が送り込まれてくるために下がれない。

　承安兵たちは前に進むしかないのだ。

「ひでえ有様ですな……これほどの一方的な殺戮になるとは思ってもいませんでした……」

　近衛騎兵連隊の副官が、あまりにも酸さん鼻ぴな光景に顔をしかめた。

「仕方がない。こいつらを崩すには、恐怖させるしかないのだ。後ろの兵は前が見えない。ただ、祭りの熱に冒されて、狂ったように押してくる。

　熱に狂った人間は右も左も見ない。自分すら見ない。浮かれ踊るようなものだ。

　その熱狂に誰かが水をぶっかけて、覚ましてやらねば、断ち切ることはできん！

　我々はここで殺し続ける。

　殺して殺して殺し尽つくすまで殺す。目の前にある血の臭においと断末魔の悲鳴が、自分の上に降り掛かる現実であると認識させるまで！

　誰かがそれに気がついたとき、あいつらが我に返ったとき、承しよう安あん軍は瓦が解かいする！

　恐怖に駆かられ、泣きわめくだけの烏う合ごうの衆となるだろう」

「それは……いつなのですか？」

　聡そう凛りんは首を振った。

「わからん、それがいつなのか、誰にもわからん。だが、その瞬しゆん間かんは必ず来る！　だから、我々はここに留とどまり、殺し尽くすのだ！」

　聡凛はそう言い切ると、槍やりを構え、承安兵の群れに馬で乗り込み、馬ば上じよう槍そうを振るった。

「死ねい！」

　聡凛の短い叫さけびと共に、太い槍が承安兵をなぎ払った。

「ぐえ！」

「うげええ！」

「ひぎい！」

　悲鳴と共に湧わき立った赤い霧きりの中に、人と、かつて人であったものが舞った。




　馬車陣地の中で、近この衛え騎兵連隊が死神と化していた、その頃。

　突破口が開いた、という知らせは、すぐに本陣の天幕の下にいる崇すう鳳ほうの許もとに届けられた。

「そうですか、それはよかった……で？　突破口はどのように開いたのですか？」

　崇鳳の許にやってきた伝令は、嬉うれしそうに答えた。

「はい、敵は我が軍の数の前に恐れをなしたようで、尻尾しつぽを巻いて撤てつ退たいしました。そこをすかさず……」

　伝令の言葉を聞いた崇鳳の顔色が曇くもった。

「それは……激しい戦闘の末に、無理やり刃物を差し込んでえぐり取った、というのではないのですか？」

「ええ、敵が逃げていったような形で……」

　崇鳳の顔つきが変わった。

「いかん、それは罠わなだ！」

　その言葉を聞いた鳳ほう鶴かくは頭を抱かかえた。

「そないなこと言うても、もう、さんざんに煽あおった後やないでっか、『敵は龍りゆう旗きにあり』って。もうどないもなりまへん！」

　崇鳳は陣形模型に駆かけ寄った。

　馬車陣地の正面には、予備隊を含めた三万の軍勢が厚く並んでいる。

　陣地の中には帝国軍の歩ほ兵へいと弓きゆう兵へい。そして近この衛え騎兵連隊が配置されている。

　──近衛騎兵は午前中暴れ回った後、歩兵部隊として前線に出てきた。おそらく馬が疲労し、動けなくなったのだろう。

　だが、あれからかなりの時間が過ぎているし、馬車陣地の中には馬車を牽ひいてきた馬もいる……馬を取り替えて再び重装騎兵である近衛騎兵が出てくる可能性が高い。

　崇すう鳳ほうは地図模型の馬車を外して、馬車陣地の中に承しよう安あん歩兵の旗を入れ、その正面に『近衛騎兵』の旗を置いた。
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　　　　＊＊＊印は堀を表している。凸は弓兵陣地。☆は激戦地







「馬車陣地にできた突破口の先には、近し衛ろ騎が兵ねが大きく口を開けて待ち構えています。近衛騎兵は、龍りゆう旗き目指して突撃してくる我が軍の兵士を、嚙かみ砕くだき吞のみ込み続けるでしょう……逃げ道はありません。後ろから押された我が軍の兵士は、嫌いやでも近衛騎兵の前に進まざるをえません」

「どないしたらええのんや！　兵隊が死んでいくのを見とるしかないんか？」

「それを……考えています」

　崇すう鳳ほうはそう言うと、目の前の模型を見つめた。

　ひと呼吸……二呼吸……。

　やがて、食い入るように模型を見つめていた崇鳳の唇くちびるの端に微笑が浮かぶのを、鳳ほう鶴かくは見逃さなかった。

「なんぞ、いい知恵が？」

　崇鳳は首を振った。

「いいえ、知恵ではありません……これは道理です」

「道理？」

　ぽかんと口を開ける鳳鶴を見て、崇鳳はゆっくり、と言った。

「万は千に勝まさる、という道理ですよ。策も何も必要ありません。ただひたすらに兵を進ませるのです。近衛騎兵が我が軍の兵を殺して、殺して、疲れきって動けなくなるのを待つのです。たとえ万を超す兵を殺されても、近衛騎兵が動けなくなれば、我々は勝てます」

「し、しかし……」

「しかしも、案か山か子しもありません。戦いは数理です。弓きゆう兵へいが倒せるのは、矢の数の兵まで、矢が尽つきれば兵は倒せません。それと同じことです」

　鳳鶴は顔を歪ゆがめた。

「なんや、偉そうに言うたかて、結局は数頼みやないけ！　何が軍師じゃ！」

「はい、その通りです。我が軍は数で勝ります。逆に言えば、我が軍が勝てる方法は、数の優位で押し切る。これだけです」

　表情も変えずに言い切った崇鳳を見て、鳳鶴は思った。

　──この男、人の気持ちがわからんやつやと思っとったが、なるほど、人が数字にしか見えんのやな。ホンマに怖い軍師っちゅうのは、こういう男かもしれん。

　鳳鶴がそんなことを考えているとは思いもせず、崇鳳は微笑ほほえんでみせた。

『かくなる上は、我が慢まん比べです。我が軍の兵が尽きるか、近衛騎兵が動けなくなるか。近衛騎兵が動けなくなったら、我々の勝利です！　鳳鶴殿が皇帝となるときが来るのです！

　帝国皇帝になれるのです！　そのためなら、ここで兵を何万磨すり潰つぶしても構わない……そうでしょう？」

「そ、それはそうやな……」

　ハッタリを並べて、承しよう安あん軍の将軍たちをけしかけていた鳳ほう鶴かくだったが、胸の中では自分の言葉を信じていたわけではない。

　だが、ここにきて崇すう鳳ほうに真正面から言われたとき、鳳鶴の中で何かが動いた。

　──もしかして、わしら、ホンマにやれるんと違うか？

　ここで皇帝殺して、わしが皇帝じゃ！　言うたら、ホンマにわしが皇帝になれるとしたら……。

「……うひょひょひょひょ」

　そう考えたとたん、鳳鶴の口から変な笑い声が出た。

「ホンマか？　ホンマにわし、皇帝になるんか？」

「ええ、なれます。勝利は目前です」

　崇鳳がにっこり笑ってうなずいたとき、伝令が飛び込んできた。

「中央の琳りん儀ぎ率いる歩ほ兵へい、二千五百が壊滅しました！」

「なんじゃと？　琳儀の部隊は精せい鋭えいやぞ？　それが、こんな短い時間で壊滅やて……そんなアホな！」

　驚く鳳鶴に向かって、崇鳳は首を振ってみせた。

「いかに承安軍の精鋭でも、近この衛え騎兵に正面からぶつかれば、こんなものですよ」

「こ、こんなもの……って、お前」

　──味方の兵隊に向かってそれはないだろう、と続けようとしたとき、さらに伝令が飛び込んできた。

「応おう賢けん隊、三千が全滅！　馬車陣地内に、死体が積み上がっております！」

「勝しよう峰ほう隊、二千は死傷者続出のため、戦闘続行不能！」

「敵、近衛騎兵隊は、ほとんど無傷！　前線指揮官より、作戦中止の上申が次々に来ております！」

　崇鳳は胸を張って言い切った。

「作戦は中止しない！　どんな犠牲を払おうとも、我々は皇帝の許もとに兵を送り込み、あの龍りゆう旗きを引き摺ずり下ろすのです！」

　その崇鳳の後ろで、指を折って数を数えていた鳳鶴が目を見開いた。

「琳儀が二千五百で応賢隊が三千で、勝峰隊が二千って……ひぇえもう八千近い兵隊が死んどるんやないか！　突破口が開いて、まだほとんど時間がたっておらんのやで？

　このまま兵隊が死にまくったら、三万の兵隊なんぞ、あっという間になくなってまう！」

　崇鳳は自信ありげにうなずいた。

「大丈夫です。我々には最後の手があります。それが来たとき、我々には勝利が訪れます！　皇帝への道が開かれるのです！」

「その、最後の手ってのはいつ出すんや！」

「待ちましょう。でも、そう長くはないはずです」

　だが、天幕に飛び込んでくる伝令は、味方部隊の壊滅と、作戦中止、撤てつ退たい命令を求める前線からのものばかりだった。

　さすがの崇すう鳳ほうも、これにはじっとしていられなくなったのだろう。天幕の中を歩き回り始めた。

　ぐるり、ぐるぐるぐるぐる。

　承しよう安あん軍の本陣を落ち着きなく歩き回る崇鳳の姿は、捕らえられた熊くまのようだった。

　時折、ふらついて机や椅い子すに手をついているのは、疲労と空腹のためだ。

　八万の軍勢を指揮する激務を、ほとんど飲まず食わずで朝からずっと続けているのである。

　崇鳳がやることは、もうほとんどない。

　予備隊はすべて突入させた。標的を皇帝に絞しぼるよう、各部隊に命令も出した。

「皇帝や、皇帝や、皇帝や、皇帝や、皇帝や、皇帝や、勝って皇帝になるんや、それしかないんや」

　鳳ほう鶴かくが祈るように両手の指を組んでぶつぶつ、とつぶやいている。

　することがないのは鳳鶴も同じだった。鳳鶴にはもはや祈ることしか思いつかなかった。

　だが、本陣にいる将軍たちは、もっと楽観的だった。

「わしが大臣や……大臣になるんや。科か挙きよどころか、童どう試しすら受けさせてもらえんかったわしが大臣なれるんか……」

「太たい守しゆになるんや。太守になって、ワシのことバカにしくさった帝都の商人の首、広場に並べたるんや……」

　崇鳳に扇せん動どうされ、彼らが心の底に隠していた野心の最後の蓋ふたが開いた。鳳鶴たちが見ているのは、南域を中心とした新しい帝国の夢である。

　顔を上げて、居並ぶ将軍たちの欲望を剝むき出しにした醜みにくい顔つきを見て、崇鳳は顔をしかめた。

　──俗物どもめ。

　まったく度し難いな。貴様らの夢など、しょせん、その程度よ。百年たてば消える、泡ほう沫まつの夢よ。私は違う。私が見る夢は、千年残る。

　崇鳳はみずからの夢を思い描えがいた。

　──私の夢はそんな目先の栄えい華がなどとは次元が違うのだ。

　千年……そう、私は千年先を見ている。

　千年後の練れん涯がい塾。そこにひとりの利発そうな少年がやってくる。

　彼が師から渡される本は、沢さわ樹ぎ延えん銘めいについて書かれたものだ。沢樹が歴史に残した事績を示すかのように、それは分厚く、重い。

　驚く少年に、師は書架に並ぶ本を示すのだ……そのすべてが、沢樹が書いたか、沢樹について書かれた本なのだ。

　もちろん、今ここで行われている戦いについての記録もある。神しん流りゆう千せん斗とという好敵手を相手に、崇すう鳳ほうこと沢さわ樹ぎがいかに華か麗れいに戦い、勝利したかを──。

　ぐるり、ぐるぐる、がたっ。

　半ば意識を妄もう想そうの中に突っ込んで歩き回っていたせいで、崇鳳は椅い子すの足につまずいた。椅子の背もたれを摑つかんで身体からだを支える。崇鳳の墨すみで汚れた丸まっちい指に、小さな手が重ねられた。

「足元に気をつけるですよ。ご主人様は丸いから、ここで転んだら、ころころ天幕の外まで転がり出てしまうですよ」

「そこまで丸くないわっ！」

　妄想を邪じや魔まされた不ふ機き嫌げんさ丸出しで、崇鳳はムルトに怒ど鳴なる。ムルトは、はいはい、と受け流しながら、冷えた握り飯めしを差し出す。

「さっきから、足元がふらついてるですよ、ご主人様。ちょっとは食べなきゃ駄だ目めです」

「食べたくない」

　口をへの字に曲げて崇鳳が身体ごと顔をそむける。まるで癇かん癪しやくを起こした小さな子供のようだ。

「いーから食べるですよ！」

　ムルトが正面に回り込んで握り飯を突き出す。

「食べない」

　崇鳳がぐるりと後ろを向く。

「食べるです！」

「食べない！」

　そのとき、本陣に伝令が駆かけ込んできた。戦場からではなく、長ちよう陽ようの渡しからである。

「面めん涼りよう殿からのご報告！　温うん州しゆう方面からの予備軍二万！　間もなく前線に到着！」

「来たかっ！」

　崇鳳が喜色満面で振り向いた。そこに、ちょうど回り込もうとしたムルトとぶつかる。二人はもつれるように、床に転んだ。ムルトが崇鳳の下敷きになった。駄だ肉にくの下で潰つぶれながらも、握り飯だけは腕を伸ばして死守している。

「むぎゃーっ！」

「来たっ、来たぞっ！」

「重い、重いですっ！　死ぬですっ！」

「えい、どけっ！　こうしている場合ではない！」

「どくのはご主人様ですっ！」

　崇鳳が立ち上がり、ムルトがよたよた、と起き上がる。

　崇鳳は本陣の天幕から外に飛び出た。

「おおっ！」

　予備隊が出撃した後、誰もおらず空になっていた場所に、二万の兵の姿があった。

「崇すう鳳ほうさん」

　長ちよう陽ようの渡しから二万の兵を率いてきたのは、面めん涼りようだった。崇鳳を見かけて近づいてくる。

「温うん州しゆう方面を進ませていた二万を連れてきました。戦いはどうなっていますか」

「丁度よい頃合いですよ。いや、お見事です」

　二万の兵の動きを見て、崇鳳はぷっくり、と鼻の穴を膨ふくらませる。隊列はぼこぼこで、訓練や経験が足りないのが丸わかりな上、ぼろぼろの軍装から覗のぞく腕や脛すねは細くて兵の食料が足りていないのは明らかだ。もし、この兵が今日の戦いの初めからいれば、肉の盾たてとして使うぐらいしか、使い道はなかっただろう。

　──しかし、今なら。

　両軍が拮きつ抗こうし、どちらもぎりぎりの状態で戦っている今ならば、二万の兵の姿そのものが、最大の武器となる。

「この兵はすぐに前線に投入します」

「すぐに、ですか？」

　面涼が驚く。川船に乗って長陽の渡しまで運ばれてきたおかげで、兵の疲労は少ないが、すでに日没が迫せまっている。これでは前線に投入させても、ろくに戦えないだろう。

「なに、二万の兵が後ご詰づめになって戦線を押し出すだけでいいのです。それだけで、敵は崩れます」

「そいつはよかった。今ひとつ、あてにならない兵ですからね」

　ここまで前進させるだけでひと苦労だった面涼が苦笑する。

「お手柄ですよ、面涼殿。水運によって承しよう安あんから直接補給が可能になったことと、二万の増援を連れてきたことで、面涼殿の武ぶ勲くんは承安軍の中でも並びないものとなりました」

　──そして、面涼殿の派は閥ばつである私の立場も安あん泰たいということだ。

　鼻をぷくぷくさせながら、崇鳳は命令書を書いた。そこで、ふと何かに気付いて面涼を見る。

「騎兵はいますか？　温州方面軍は千騎ほどの騎兵がいたはずですが」

「いえ、騎兵はいません。食料事情が悪く、馬は維持できなかったようです」

「ふむ、それは仕方ないですな」

　崇鳳の鼻の穴がしぼむ。二万の兵は姿さえ見せればそれでいいが、騎兵は崩れた敵の追撃に使える。

　──いや、本来ならば、ここは勝利を確実にするために斥せつ候こうを出したいのだがな。

　迫せまる夕ゆう闇やみは、味方だけではなく敵の動きもまた、見えにくくしている。

　──こちらが、温州方面軍二万の増援を得たように、帝国軍も増援を得ている可能性はある。実際、北域国軍の合流をこちらは今日まで察知できなかった。

　崇すう鳳ほうは腰に差していた遠とお眼鏡めがねを取り出し、帝国軍の方角に向けた。すぐに舌打ちする。夕ゆう闇やみが迫せまっているせいもあるが、帝国軍の防衛線は瘤こぶのように盛り上がった丘きゆう陵りようを利用して作られており、その後方は死角となっていた。

　──私も疲れているのだな。地形については、何度も確認していることではないか。

　遠眼鏡をしまおうとする崇鳳の目の前に、握り飯めしが突き付けられた。

「……ん」

　ずい、とムルトが握り飯を持って近づく。その鬼気迫る様子に、崇鳳はたじろいだ。

「ん！」

　ムルトが迫る。崇鳳はしかたなく、握り飯を摑つかみ、ひと口かじる。固くて冷たい。だが塩気が強く、美う味まい。気がつくと二口、三口と食らいつき、手についた米粒まで舐なめていた。

「ほい、ですよ」

　続いて水筒。こちらはぬるかったが、渇いた口内にじゅわっと吸収され、食道を滑すべり落ちながら消えていく。

　崇鳳が腹ごしらえをしている間に、命令が行き渡った増援二万の兵が前進を始めた。

「ご主人様、これで勝てるですか？」

「ああ」

　増援の二万は中央の戦いに投入される。皇帝が龍りゆう旗きを上げたことで少し押し戻されているが、すぐに押し返せるだろう。

「今度こそ、我が軍の勝ちだ」

　崇鳳の鼻の穴が、ぷっくり、と膨ふくらんだ。







　　　第十章「皇帝直衛軍」







　承しよう安あん軍にさらに二万近い増援が到着する、その少し前。

　前線に大きな動きがあった。

　それを最初に見つけたのは、見張り台にいた観測兵たちだった。

「敵の右う翼よくが動いた！」

「攻めてきているのか？」

「いや、違う……あれは崩れているんだ！　右翼の敵が逃げ出したぞ！」

　兵士が戦闘意欲を失い、戦線を放棄して逃げることを『潰かい走そう』と呼ぶ。

　見張り兵の見ていた光景は、まさしくその『潰走』だった。

　孟もう旗き中ちゆう将しよう率いる兵と、馬車陣地に陣取る北域国軍の兵とに挟はさまれる位置にいた承安軍の兵士たちは、最初はゆっくりと退ひいているように見えた。

　だが、その動きは徐々に速くなり、やがて砂で作られた城が崩れ落ちるように、隊列がばらばらになり始めた。

　そして、さっきまで隊列を組んで槍やりを振るっていた兵士が、その槍を捨てて素手になって後も見ずに走り出した。

　ひとりの兵が逃げ始めると、その動きは一気に右翼の兵全体に広がっていった。

　指揮官らしい人間が、何人か引きとめようとして手を振り回しているが、焼け石に水だった。

　それは、もはや軍隊の姿ではない。てんでバラバラに動く、統制の取れていない人の群れでしかなかった。

　孟旗中将が後を追うのをやめさせたのだろう。帝国軍はその場に停止した。

「右翼の我が軍が停止しました！」

　観測兵の報告を聞いた班長はうなずいた。

「追撃を中止したんだな。敵はもはやただの敗残兵の群れだ。散った兵を追うのは、蚊か柱ばしらを摑つかもうとするのと同じことだ。騎兵なら追えるが、歩ほ兵へいには無理だ」

「やつら、逃げ足だけは速いですね。真っ先に逃げた連中は、もう、向こうの丘のふもとまで行っていますよ」

「よし、直ただちに指揮車への伝令を出せ！」

「はい！」

　観測兵は見張り小屋の中に飛び込むと、そこにいた書記兵に向かって叫さけんだ。

「右翼敵部隊壊滅！　我が軍は停止し、再編中なり！」

　書記兵は報告用紙にさらさら、と筆を走らせると、傍かたわらに置かれた小さな火ひ鉢ばちのような容器の上で用紙を振って墨すみを乾かした。

　その容器の中には熾おきた炭火が入っており、その熱で書いたばかりの墨文字を乾かすのだ。

　書記兵はほんの数分で乾いた用紙をくるくる、と巻いて革かわの伝令筒に入れると、待機していた伝令に差し出した。

「指揮車の軍師様の許もとに届けてくれ！」

「了解！」

　伝令はその筒を負い紐ひもで背中にくくりつけると、小屋を飛び出した。




　敵の右う翼よく部隊が壊滅した、という一報の入った伝令筒は、十分もしないうちに指揮車に乗っている伏ふせ龍たつの許に届けられた。

　皇帝の乗る玉ぎよく車しやと呼ばれる馬車の前を行く、ほぼ同じ規模の大型馬車が伏龍と晴せい凛りんたちの乗る指揮車である。

　元々はミーネが皇帝に化けたときに乗った犂すき山やま家の定じよう族ぞく用の馬車だが、内部を改造して、図面を広げたり命令書の書ける折りたたみ式の机や、いざというときに立てる防ぼう盾じゆんや、護衛の弓きゆう兵へいの座る席などが作られている。

「そうか、右翼の敵が崩れたか……予定通りだね。戦意を失った敵は烏う合ごうの衆だ。槍やりも剣も投げ捨てて逃げてしまった連中は、もはや脅きよう威いではない。そのまま前に出て中央の敵を右から攻撃するように伝えてください。詳しよう細さいはこの命令書に」

「了解しました！」

　伝令は命令書を受け取ると、馬車の前から走り去っていった。

　その伝令と入れ替わりにやってきたのは、左さ翼よくを指揮する榎えのき耶や将軍の伝令だった。

　榎耶将軍の伝令は馬車の前に来ると、そこに片かた膝ひざをついて言った。

「敵、左翼部隊壊滅です！」

「わかった。榎耶将軍もそのまま前進し、中央部隊の左方から攻撃を加えるように伝えてください。詳しくはこの命令書に」

「受領いたします！」

　左翼部隊の伝令は伏龍の命令書を受け取ると、一礼して走り去っていった。

　伝令を見送った晴凛が、伏龍に言った。

「すごいな、左右の敵が壊滅か……残りは中央だけですね」

「鶴かく翼よくの陣で左右から包囲する敵を、さらにその外側から逆包囲する……本来なら敵と同等か、それより多い兵力のときにしか使えない戦法だ。今回のように中央が敵を受け止めてくれる、という自信がなきゃ使えない戦法だよ……」

　伏龍はそう言うと、地図の中央に置かれた『近騎』と書かれた駒こまを指差した。

「近この衛え騎兵はここで敵を受け止めてくれている。敵は近衛騎兵を恐怖している。俺はその恐怖心を刺激して、敵を心理的に崩壊させるつもりだった……もう嫌いやだ、もう戦いたくない、死にたくない、という厭えん戦せん感を起こさせるために、近衛騎兵をここで敵にぶつけたんだ。

　だが、敵は兵士が恐怖で崩れる前に、さらにここに兵を送り込んできた。

　援軍が来たと知れば、恐怖は消える。

　おそらく敵は近衛騎兵を疲れさせるつもりなのだと思う。

　いかに頑がん健けんで桁けた外はずれの体力を持っている近衛騎兵といえども、普通の人間だ。そんなに長い間戦い続けることはできない。

　ここで近衛騎兵が崩れれば、敵は怒ど涛とうのように押し寄せてくるだろう」

　何とかして近衛騎兵を下げて休ませたいんだが。休んでいる間、代わりに中央の敵を迎え撃うつ部隊が必要になるんだ……だが、もはや俺の手に兵力はない。使えるのは……北域国軍騎兵とシムール騎兵からなる、この皇帝直衛軍だけだ。

　これを前線に送り出せば、近衛騎兵を下げることができる。だが、皇帝の周囲はほとんどがら空きになってしまう……」

　伏ふせ龍たつは難しそうな顔で机の上の地図を覗のぞき込んだ。
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　　　　＊＊＊印は堀を表している。凸は弓兵陣地。☆は激戦地。★は逃亡兵。







　伏ふせ龍たつの言葉を聞いていたミーネが、地図を指差した。

「横で聞いていたが、問題などないではないか。ほれ、わしらは皇帝と共にここにおるじゃろう？　右の敵も左の敵も、逃げ散ってもはや皇帝を脅おびやかす者はないではないか。

　馬車陣地には北域国軍の兵が詰めておる。これを越えてくることはなかろう。それに、もし来ても、ここには晴せい凛りんがおる、シャールもおる、そしてわしもおる！」

　ミリンが後ろからミーネの後頭部をぴしゃり、と叩たたいて言った。

「あなたハ足手まといにならないように、皇帝の馬車に乗って隠れていればイイのデス」

「痛い、何をする！　あ、そうそう、恐怖の人間凶器、行かず後ご家けのミリンを忘れておった。ミリンがいれば百人力じゃ！　嫁に行くのをあきらめた女は怖いぞ」

「あきらめてイマセン！」

「なんじゃ、あきらめておらんのか、往おう生じよう際ぎわの悪い女じゃ。おおかた延えん声せいに残っておる光こう凛りんの嫁になろうとでも考えておるのじゃろうが、向こうが何と言うかのう？」

　図星を指されたミリンは、顔を赤くして目を剝むいた。

「ナッ！　だ、ダレがそんなことを言いマシたか！　あんな、日陰の蒲公英たんぽぽみたいな弱っチイ男、こっちからお断りデす！」

「おーおー、強気じゃのう。聞いたか晴凛、ミリンは光凛の嫁にはならんそうじゃ。お前から光凛にそう言っておいてやれ」

「なっ！　お断りデス、とは言いマシたが、嫁にならナイとは言っていません！」

「赤くなったり青くなったり、忙しい女じゃな……まあよい、とにかく伏龍よ、皇帝はわしらが守るから大丈夫じゃ！」

　ミーネとミリンのいつものやり取りを楽しそうに見ていた晴凛が、ミーネの言葉を継いだ。

「ミーネ姫の言う通りだよ、伏龍さん。近この衛え騎兵はずっとあそこで戦いっぱなしだ。さすがの聡そう凛りん兄さんたちも、そろそろ限界だと思う。

　伏龍さんの、近衛騎兵を使って敵兵に恐怖心を与えて、兵士の戦闘意欲を失わせる、という目的は十分達した。

　ここで緑軍騎兵とシムール騎兵でさらに損害を与えれば、右う翼よくと左翼の敵部隊みたいに、総崩れになるかもしれない。敵が崩れれば、この戦いは勝てる」

　伏龍はしばらく無言で机の上の地図を見つめていたが、やがて決断するようにうなずいた。

「よし！　直衛部隊の帝国緑軍騎兵と、シムール騎兵を前線に出し、近衛騎兵を下げよう。

　近衛騎兵が休んでいる間、皇帝の玉ぎよく車しやを守るのは、晴凛とシャール姫配下のシムール騎兵四十騎だけだ！」

「待て！　わしもおるしミリンもおるぞ！」

　伏龍は笑いながら付け足した。

「……と、ミーネ姫とミリンさんだ。しっかり守ってくれよ！」

「任せて」

「任せるのじゃ！」

　晴せい凛りんとミーネは揃そろってうなずいた。




　その頃、最前線にいる近この衛え騎兵連隊は、正面からやってくる敵を叩たたき潰つぶし続けていた。

　文字通り馬ば上じよう槍そうで叩き、馬の蹄ひづめで潰すのだ。

　近衛騎兵連隊の進んだ後には、おびただしい数の死体と負傷者が残されている。近衛騎兵の後に続く帝国歩ほ兵へいは、その死体と負傷者の収容に追われていた。

「おい、そいつはもう死んでいる！　あっちに持っていけ！」

「まだ息があります……虫の息ですが」

「この状態じゃあ、満足な手当てもできん！　包帯や添え木にも限りがある。どれもこれも助けようとすれば、逆に助かるものも助からん。助かりそうなやつだけ選んで、そいつを負傷者置き場に連れていくんだ！」

　うめき声を上げる承しよう安あん軍の重傷者の群れの中で、帝国軍歩兵たちは半分途方に暮れていた。

　目の前に転がる死者と重傷者だけで、一万人近いのだ。

　それは文字通り『屍し山さん血けつ河が』としか言いようのない光景だった。

「承安軍のやつら、いいかげん嫌いやになればいいのに……普通、これだけ目の前で仲間が死ねば、怖がったり嫌がったりするものなのに、何であいつらは無む駄だな突撃繰り返して、近衛騎兵に殺されているんだろう？」

「やつら、浮かれてやがるんだよ。ここで俺たちに勝って、その勢いで帝都になだれ込むつもりなんだ。欲に目がくらんでいやがる。

　人間欲に目がくらんでいるときは、他人のことなんか考えない。自分のことしか考えない。

　だから、目の前で同じ承安軍の歩兵が近衛騎兵に殺される光景を見ても、他人が死んで自分の分け前が増えた。よかったよかった、としか思わないんだ」

　隊長の言葉を聞いた兵士が顔をしかめた。

「人間らしさってのをどっかに捨ててきた、みたいな考え方っすね。それ……」

「欲に駆かられたこいつらは人間じゃねえ、イナゴみたいなもんだ。個人の感情じゃなくて集団の心理で動いてやがるんだ。さあ、早く片付けて道を開けるぞ。後方から緑軍騎兵とシムール騎兵が来る」

「わかりました……」

　帝国歩兵たちが地面を埋め尽つくすほどに散らばる死体と負傷者を一箇所にまとめて、何とか道を開けた頃。後方からシムールの角つの笛ぶえが聞こえてきた。

　帝国緑軍の旗を立てた帝国騎兵と、三角形のシムールの旗を立てたシムール騎兵が並んでやってくる。

　その光景を見ていた帝国軍の歩兵がつぶやいた。

「帝国軍とシムールが仲良く並んで、帝国皇帝を守るために戦うなんて話、この目で見なけりゃ信じられねえよな……」

「俺なんて、この目で見ていても信じられねえよ……」

「ああ、シムールは人の形をした恐ろしい敵だって教わってきたもんな……それにしても、北域国軍と一いつ緒しよとはいえシムールがこんな帝都の近くまで来れるとはなあ。関せき所しよとかどうやって越えたんだ？」

「馬ば鹿かか、お前。長ちよう嶺れい帝様が一緒じゃねえか。関所なんか関係ねえよ。長嶺帝様が通せ、と言って、それに『駄だ目めです』なんて言える役人がいるか？」

「ああ、そうか……そうだよな」

「北域国軍のやつに聞いたんだけどさ、北域って、もうシムールも帝国も関係なく、一緒に暮らしてるらしいぜ。戦争より商売なんだってよ」

「帝国人同士がこうやって殺し合って、帝国とシムールが仲良く手を結ぶ……何だかわけがわかんねぇ時代だな」

「簡単なことさ。こっちを殺しにかかってくる連中が敵。こっちを助けてくれるのが味方。そう割り切ればいい。さあ、味方のお通りだ、道を空けろ」

　隊長の言葉に、歩兵たちがごそごそ、と動き、道を作る。

　そこを帝国騎兵とシムール騎兵が、角つの笛ぶえの音と共に蹄ひづめの音を立てて駆かけ抜けていく。

　シムールの角笛を聴いた近この衛え騎兵連隊の聡そう凛りんは、副官に言った。

「緑軍騎兵とシムール騎兵が来てくれたようだな。これで部下を休ませることができる」

「ええ、最前線で槍やりを振り下ろして叩たたく間隔が長くなったら、その中隊を後ろに下げて、別の中隊と入れ替えて、と、交互に休ませていましたが、さすがに限界です」

　副官は眉まゆをひそめて部下の様子を見た。

　返り血を浴びて、白銀の鎧よろいが銅のように見えるほどに赤く染まった重騎兵は、馬も人も血に酔ったような目を地獄の幽ゆう鬼きのように爛らん々らんと輝かせている。

　その姿を帝都の子供や婦人たちが見たら、間違いなく気を失うだろう。

　無理もない。短時間に、これだけの人間を殺したのだ。狂気を押しとどめるためにも精神を昂たかぶらせずにはいられない。騎兵の中には、ブツブツと小声で弔とむらいの文言を唱となえ続けている者もいる。

　──精神が肉体を凌りよう駕がしているから、限界までは戦える。だが、いつかわからぬその限界が来た瞬しゆん間かん、彼らはその場で倒れて動けなくなるだろう。

　副官の見たところ、次の突撃が限界だった。次の突撃が終わったとき、近衛騎兵は半分が倒れる。聡凛は、たとえ兵がすべて倒れ、最後の一騎となっても戦うだろうが、それは意味のない死だ。ここは引くべきだった。

　聡そう凛りんは目の前に並んでいる恐怖に顔を歪ゆがませている承しよう安あん軍の歩ほ兵へいたちを見て、残念そうに言った。

「敵の戦闘意欲を完全に叩き潰つぶし、潰かい走そうさせるまで、あとわずかだ。あとひと押しで敵は崩れる。正面の敵が崩れれば、この戦いは終わりだ。

　有終の美を飾ることはできんが、仕方がない。あとは緑軍騎兵とシムール騎兵に任せよう」

「了解しました！」

　帝国近この衛え騎兵連隊は、正面の支えを緑軍騎兵とシムール騎兵に任せ、後方に下がった。

　それまでに近衛騎兵連隊が壊滅させた承安軍歩兵部隊は四つ。延べ一万二千人を殺傷したことになる。

　この数字はひとつの騎兵連隊が死傷させた人数としては空前絶後の数字である。この戦いによって、帝国近衛騎兵連隊は、後のちに『銀しろがね』から『紅銀あかがね』と呼ばれることになったのだが、それはまた別の話である。

　最前線から下がった近衛騎兵たちの乗馬は、歩くのもやっと、という状態で、足をふらつかせていた。

　その状態を見た聡凛は、全員に下馬を命じた。

「総員！　下馬！　馬を引いて下がれ！」

　騎兵たちが一斉に馬を下りた。金属鎧よろいが当たるガチャガチャ、という金属音が、辺りに響き渡る。

　鎧を着た人間が下りただけで、かなり楽になったのだろう。馬たちが息を吹き返した。

　さっきよりはしっかりとした足取りで、後方の馬ば匹ひつ兵へいたちのところに向かい始めた。




　そして、息を吹き返したのは、近衛騎兵連隊の馬だけではなかった。承安軍の兵士たちの顔色にも生気が戻ってきた。

　目の前に敵の騎兵がいることに変わりはないのだが、それが近衛騎兵ではない、というだけで、気分が違うのだ。

　実際には、騎兵相手に歩兵に勝ち目などない。ましてや、その騎兵の半数は短弓を持ち、至近距離から殺傷力の高い矢を撃うち込んでくるシムール騎兵である。

　獅し子しがいなくなって、代わりに虎とらが出てきたようなものだが、獅子ではない、というだけで、気分が楽になったように感じたのだ。

「近し衛ろ騎が兵ねが下がりよったでぇ！」

「わしらを見て、びびりよったんじゃ！」

「行ける！　行けるでぇ！　皇帝ぶち殺して帝都まで行くんじゃ！」

　指揮官たちが煽あおると、承安軍の歩兵の中から、それに応じて声を上げるやつらがいる。

「おお！　そうじゃ！　いてまえ！」

「帝国騎兵がナンボのもんじゃ！　シムールなんぞ蛮ばん族ぞくじゃ、怖くないでぇ！」

　彼らはあらかじめ金を握らせて仕込まれたサクラであることは言うまでもない。

　崇すう鳳ほうはこういう人間に握らせる金を、あらかじめ前線指揮官に配っておいたのだ。実際には、指揮官の手に渡る前にそのほとんどが上の人間の懐ふところに入り、前線指揮官の手に渡ったのは雀すずめの涙ほどの額だが、それでもないよりはマシである。

　指揮官ではなく兵士の側から威勢のいい言葉が出たことで、その尻しり馬うまに乗るやつも出てきた。

「そうじゃそうじゃ！　怖くないでぇ！」

「皇帝がナンボのもんじゃ！」

　ひとりがその気になれば、その気分は伝染する。群集心理とは、個人が背負う責任や道義を、集団の中に埋まい没ぼつさせることを言う。

　その心理に囚とらわれた瞬しゆん間かん、人は理性を失い、欲望のままに暴走する。

　誰かが品物を奪うばえば、自分も奪わねばならない、と考える。人よりも早く、多く奪ったほうが優位に立てるという意識に取りつかれるのだ。

　承しよう安あん兵たちは手に手に持った槍やりを振りかざし、帝国騎兵とシムール騎兵の混成部隊に襲い掛かった。

　だが、その距離が十短里メートルに縮ちぢまったとき。

「ばしゅっ！」

　矢音は一回しか聞こえなかった。

　だが、承安兵に襲い掛かった矢は千本を超えていた。

　訓練し抜かれたシムール騎兵千人が、同時に矢を放ったのだ。

　承安兵の先頭に立っていた三百人ほどが、声も立てずにその場に崩れ落ちた。

　シムールの弓は小さい。だがその弦つるは帝国弓よりも強く、矢は強きよう靭じんである。

　深々と突き刺さった矢の多くは背中にまで抜けていた。

　シムールの矢を至近距離で喰くらった兵士のほとんどが即死した。

「うわあああ、なんじゃあの矢は！」

「あんなん見たことないでぇ！」

「なんちゅう殺意の高い矢じゃ！」

　承安兵のほとんどは南域の出身である。シムールの矢の恐ろしさは聞いていてもあくまで伝聞であり、その本当のところを知らなかった。

　盛り上がりかけた戦意が、見る見るうちにしぼんでいく。

「うわあああ、押すな押すな！」

「代われ！　俺と代われ！　そんなに押すなら、お前が前に出え！」

「いやや、わしはここを動かん！　出たらしまいや。死にとうない！」

　承安兵の隊列が大きく乱れるのを見て、緑軍騎兵の指揮官はすかさず突撃を命じた。

「部隊前へ！　敵を突き崩せ！　槍やりは低く構えろ！」

　騎兵隊は、槍を低く、といっても馬に乗った状態で低く、である。立っている人間から見れば顔の位置に槍の穂先が来る状態で、敵に向かって突撃した。

　近この衛え騎兵の馬ば上じよう槍そうは重く太い。上から叩たたいてその衝撃で歩ほ兵へいを倒すが、軽装騎兵の槍は突とつ刺し用の槍である。

　馬の速度を乗せた状態で突き出された槍は、承しよう安あん兵たちを文字通り串くし刺ざしにした。

「うぎゃあああ！」

「ダメや！　こりゃあかん！」

「逃げぃ！　逃げぃ！」

　兵たちが崩れそうになるのを、後ろに控えた前線指揮官が必死に食い止める。

「アホ！　逃げたらあかん！　槍や！　お前らも槍を出すんや！」

「馬や！　馬を突いたらええんや！　近し衛ろ騎が士ねと違って馬鎧よろいは着とらん！」

　最前線で、歩兵と騎兵が激しくぶつかりあっている、まさにその瞬しゆん間かんに……。

　承安兵の後ろに二万の兵が出現したのだ。崇すう鳳ほうが送り込んだ最後の一手である。

「応援や！　援軍が来たでぇ！」

「逃げんでええ！　勝ちや！　わしらの勝ちや！」

「数で勝った！　数で勝ったでぇ！」

　後方から湧わき上がる叫さけび声に、最前線の兵士たちの顔色が変わった。

　もう駄だ目めだと思った、その瞬間に現れた援軍の兵、それも二万。

　今まで、講談や、戦記物の演劇で見てきたのと同じ、劇的な大逆転の展開である。

　元々、ノリで集まった承安軍の兵士たちは、またもや盛り上がった。

　ましてや、今回の盛り上がりは、援軍二万という裏づけを持っているのだ。

　今まで崩れる寸前だった承安兵は、逆に帝国緑軍の騎兵を押し返し始めた。

　強い衝撃を受けたのは、帝国軍も同じだった。

「こんな……ここまできて、ここで増援ってありか？」

「だいたい、あいつら、どこから湧いて出たんだよ」

　槍を構えた北域国軍の兵士がぼそりとつぶやいた。

「なあおい、承安の連中って、死んだ兵士を甦よみがえらせてんじゃないのか？」

　周囲の兵がぎょっとしたように顔を見合わせる。

　普通の精神状態なら、一笑に付すところだ。だが、彼らは今日の一日を戦い続けて敵味方の多くの死を見てきた。兵の命を無造作に捨てる承安軍と初めて戦う北域国軍の兵士たちは、現代で言うところのシェルショックや、ＰＴＳＤ心的外傷後ストレス障害に近い戦闘ストレスに晒さらされていた。ましてや、呪じよ術じゆつ的なものが決してないとは言えない時代である。

「死体と戦うなんて……冗談じゃねえぜ……」

　兵士のひとりが吐はき出すようにつぶやくと、周りの仲間たちが小さくうなずいた。しかし、隊列を崩して逃げ出すような兵はいない。

　ひとりの兵士が、ちらり、と後方を見た。そこには、皇帝の旗、龍りゆう旗きが翻ひるがえっていた。

　戦って戦って戦い抜き、疲れ切った兵が、ここまで踏ふん張れる理由はそこにあった。

「敵軍、援軍到着、その数およそ二万！」

　この知らせは、伝令によって玉ぎよく車しやの前を行く指揮車に乗っていた伏ふせ龍たつの許もとに届けられた。

「二万？　間違いないのか？　この状態でさらに二万の兵が敵に？」

　伏龍の顔色が見る見るうちに血の気を失って白くなっていく。

　見張り台からの伝令はうなずいた。

「間違いありません！　長ちよう陽ようの渡しからこの征せい古こ原げんに至る街道上を、こちらに向かってくる隊列を確認できました！」

「長陽の渡し……そうか、沢さわ樹ぎのやつめ、ここ以外にも予備の兵士を集めていたのか！

　そいつを船に乗せて一気に川をさかのぼってきやがったんだ……」

「いくら増えても、寄せ集めなのじゃろう？　我がシムール騎兵の前には紙くずのようなものじゃ！」

　そう言って胸を張るミーネを見て、伏龍は言葉を選ぶように答えた。

「たとえ紙くずでも、束たばになってぶつけられたら痛い。敵はもう、兵隊の質では勝負していない、完全に数で押してきている。俺たちを疲れさせ、一気に押し潰つぶす気なんだ」

「策は？」

　そう聞いた晴せい凛りんに、伏龍は曖あい昧まいな表情でうなずいた。

「こういうこともあろうかと、という手は打った。だが、それは本当に最後の最後の手段だ。果たして使えるかどうかもわからない。今は、この新たな二万をどうするかだ」

　伏龍は地図をにらんだ。

「中央にこれ以上敵を集中させるわけにはいかない。敵の圧力を軽減させるには、この左右の歩ほ兵へい部隊を前進させて、敵中央を左右から挟きよう撃げきするしかない。

　敵の左右の部隊は潰かい走そうして逃げ散った。もはや脅きよう威いではない。左右の両りよう翼よく部隊に伝令だ！　前進し、敵中央部隊を左右から攻撃し、中央への圧力を軽減させる！」

　伝令が左さ翼よく部隊と右う翼よく部隊に走り、孟もう旗き中ちゆう将しようの率いる帝国軍歩ほ兵へい部隊と榎えのき耶や将軍の率いる帝国軍歩兵部隊は、前進を開始した。
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　　　　＊＊＊印は堀を表している。凸は弓兵陣地。☆は激戦地。★は逃亡兵。







　戦況図を見ながら、伏ふせ龍たつが言った。

「このまま左右の帝国軍が前進すれば、敵の中央は左右からの攻撃にも備えなくてはならない。中央だけに圧力をかけ続けるわけにはいかない。

　時間を稼げれば、近この衛え騎兵も復活できる。そうすればいかに敵の増援が来ようとも打ち破ることは可能だ！」

　伏龍と共に戦況図を見下ろしていた晴せい凛りんも、うなずいた。

「なんとかなりそうですね」

　ミーネが晴凛の顔を見上げて訊きいた。

「なんとかなるのか？」

「ええ、なんとかなりそうです」

「なんだ、つまらん。このわしの弩いしゆみで、群むらがる承しよう安あん兵を次から次にバッタバッタと射い倒たおして、皇帝にカッコいいところを見せ付けてやろうと思っておったのに。その出番もないまま日が暮れそうじゃ。見ろ、夕日が西の地平に、あんなに近づいている」

　そう言って西の地平を指差したとき、ミーネの目は夕ゆう闇やみの中にうごめく影を見た。

「ん？　なんじゃあれは……」

「何かいたのか？」

「馬車の向こうに何かおるぞ！」

　晴せい凛りんと伏ふせ龍たつは顔を見合わせた。

　馬車の外にいた帝国歩ほ兵へいは移動した。そこに兵がいるわけがない。

　──いるとしたら……。

「敵襲っ！　敵が来た！　皇帝を守れ！」

　晴凛はそう叫さけび、弓と矢筒を持って、馬車の上に立ち上がった。

「ミーネ！　玉ぎよく車しやに行け！　皇帝を頼んだぞ！」

　晴凛を見上げたミーネは、こくん、とうなずくと、指揮車を飛び降りて、後続の玉車に乗り込んだ。

　玉車では、戦いくさ装しよう束ぞくに身を包んだシャールが、弓を構えて立っていた。

「シャール！　敵じゃ！　敵が来た！」

「ええ、晴凛さまの声、聞きました。この馬車には誰ひとりとして近づけさせません！」

「うむ、お互いがんばろうな！」

　白い歯を見せて笑うミーネを見て、シャールは嬉うれしそうに、もう一度うなずいた。

「ええ、大好きな晴凛さまのために、お互い、頑張りましょう！」

「うむ！」

　ミーネは大きくうなずくと、弩いしゆみを構えて、玉ぎよく室しつの中に入った。

　皇帝の玉座がある玉室の御み簾すの内側には盾たてが並べられ、長ちよう嶺れい帝を背にして、真っ青さおな顔の紫し芹きんが短剣を構えてたちはだかっていた。

「紫芹、そこをどいて、外が見えない」

　紫芹は首を振った。

「いいえ、この紫芹、死んでもここをどきません！　いかなるお咎とがめお叱しかりを受けようとも、陛へい下かをここから前には出しません！　私は……陛下の最後の盾になります！」

　そこに、弩を構えたミーネが入ってきた。

「護衛に来てやったぞ！　こーてーへーか」

　紫芹は、びくん！　と飛び上がったが、入ってきたのがミーネであることを知ると、はあああ、と息を吐はいた。

「驚かせないでくださいまし……賊ぞくが現れたのかと思いました」

「賊はまだここまで来ておらん。今、馬車を乗り越えようとしておるところじゃ。ほれ、シャールと晴凛が矢を放ち始めた。弓弦ゆづるの音がするじゃろう？」

　びん！　びん！　びん！　という規則正しい弓弦の音と共に、遠くから「うぎゃあ！」とか「うわあ！」という悲鳴が、聞こえてくる。

「晴凛の弓は天下一品！　今ひとつ気に食わんが、シャールの弓もシムールでは随ずい一いちじゃ。安心しておれ！」

　ミーネは玉車の中で胸を張った。

　だが、その頃、晴せい凛りんたちの顔色は優れなかった。

　馬車陣地を乗り越えてやってくる承しよう安あん軍の兵士の錬度は高くない。それどころか素人しろうとと言ってもいいだろう。

　統制も何も取れておらず、てんでばらばらに攻め込んでくるのだ。

　それがかえって晴凛たちの狙ねらいを妨さまたげていた。

　指揮官がいれば、それを狙そ撃げきするだけで部隊全体を混乱させることができる。だが、指揮官がいなければ、ひとりひとりをしらみ潰つぶしに倒していくしかない。

　晴凛は背中に背負った矢筒から矢を取り出し、弓弦ゆづるにつがえて、弓を引き、放ち続けていた。

　その速さは一定で、呼吸を乱すことなく、矢を送り出し続けている。

　矢をつがえ、弓を引き、射いる。

　矢をつがえ、弓を引き、射る。

　矢をつがえ、弓を引き、射る。
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　その速度はまさしくこの言葉を朗読するのと代わらないくらいの早さだ。

　一本の矢を放つのに必要とする時間は、およそ三秒か四秒ほどだろうか。

　この、短い時間の間に一本の矢を放つのである。

　そして、その矢は確実に目標を捉とらえるのだ。

　いつの間にか晴凛の前には、百人を超える敵の死体が転がっていた。それは異様な光景であった。

　この、冷れい徹てつなまでの正確さに、承安兵たちは震え上がった。

「あかん！　これはあかん！　化け物がおる！」

「こっちに回ったら死ぬで！」

「化け物って何や？」

「何やらようわからん！　頭出したら矢が当たるんや！　当たったらイチコロやで！」

「うそつけ！」

　ひとりの承安兵がそう言うと、馬車の間から威い勢せいよく頭を上げて、玉ぎよく車しやを見た。

「ほれ、何ともない……うぐっ！」

　その承安兵は眉み間けんに晴凛の矢を受けて、その場に転がった。

「ほれ見い、ちゅうてももう聞こえんやろうな」

「どないする？」

「こっちは無理や！　皇帝の馬車の後ろから回り込むんや！」

　承安兵たちは口々にそう言い合うと、ごそごそ、と後方に回り込み始めた。

　人影がなくなったのを見計らって、晴凛が伏ふせ龍たつに聞いた。

「こいつらはどこから来たんですか？　皇帝暗殺を企たくらむ敵の精せい鋭えい部隊かと思いましたが、そうではないようですし……」

「こいつらは、おそらく壊滅して逃げ出した左さ右ゆう両りよう翼よくの承しよう安あん軍の歩ほ兵へいだ！　増援が来て、帝国兵がいなくなったのを見て、戻ってきやがったんだ！

　皇帝を殺せば、敵前逃亡の罪は消えて、承安軍の英雄だ！　それを狙ねらって戻ってきた、こそ泥のような連中だ！　腕も何もありゃしない。だが、始末が悪い事に数が多すぎる！」

　伏ふせ龍たつの言葉の通りだった。

　左右を押さえていた帝国軍歩兵を前進させた後の空白を狙って、さっきまで逃げ散っていた承安軍の兵士たちが、龍りゆう旗き目指して四方八方から集まってきていた。

　彼らには指揮官も部隊もない。彼らを動かしているのは個人の欲望と功こう名みよう心しんだけだった。

　伏龍と崇すう鳳ほうの両方にとって、これは計算外の動きだった。

　前線中央では二万の増援を得た承安兵が勢いを復活させて帝国兵を押し戻していたが、皇帝の龍旗に鼓こ舞ぶされ、シムールの赤塩で精気を取り戻した帝国兵も、粘ねばり強く支えている。

　承安軍の左右両翼はもはや完全に潰ついえ、榎えのき耶や将軍と孟もう旗き中ちゆう将しようの率いる部隊は承安軍を両翼から押し崩しつつあった。帝国軍の中央が突破されるのが先か、あるいは左右両翼から崩されて承安軍が敗走を始めるのが先か。戦いの行く末は、今、まさに微び妙みような均きん衡こうで動いている。

　だがここに来て、本来なら戦いが終わるまで計算の中に登場しないはずの承安軍の逃亡兵たちが、崇鳳の統制の効かない因子として働き始めたのだ。

　晴せい凛りんは、自分の後ろの玉ぎよく車しやの御者席に立って矢を射いているシャールに声をかけた。

「シャール！　君は左を頼む！　距離を稼いで引き付けるな！　接近戦に持ち込まれたら、不利だ！」

「はい、わかりました、あなたもお気をつけて！」

　シャールはそう返事をすると、左側の馬車を乗り越えてくる兵に向かって矢を送り込み始めた。

　シャールの矢は、早く、軽い。

　深々と突き刺さって一撃で殺す矢ではないが、きっちりと急所を狙ってくる。

　馬車を乗り越えてきた兵士が、次々に声もなくその場に転がっていく。

「えーい！　なにが『あなたもお気をつけて』じゃ！　すっかり嫁になったつもりでおる！」

　玉ぎよく車しやの中で、晴凛とシャールのやり取りを聞いていたミーネが、鼻息を粗あらくしてつぶやいたのを聞いた紫し芹きんが、怪け訝げんな顔になった。

「シャール殿は、北域王の妻、と聞いておりましたが……違うのですか？」

「妻じゃ。だが、嫁はわしじゃ！」

「どう違うのですか？」

「うー、上う手まく言えんが、嫁というのは、仲良く親しく、ずっと一いつ緒しよにいるものじゃ」

「それは妻も同じでは？」

「違う、どこが違うと言われても困るが、嫁は妻よりも縁が長くより深いのじゃ！　妻なんてのは、なんというか、こう、よそよそしい……そう、よそよそしいのじゃ！

　晴せい凛りんと先に結婚すると決めたのはこのわしじゃ！　シャールは、後から……こう、仕方なしに、そう、仕方なしに妻になったのじゃ！　晴凛の本当の嫁はこのわしなのじゃ！」

　力説するミーネを見て、紫し芹きんは思った。

　──この姫が言っていることが本当なら、やはり、あの晴凛という男……人に言えぬ嗜し好こうを持っているに違いありません。

　長ちよう嶺れい帝が毒されぬよう気をつけねば……。

　紫芹がそう胸の中で誓っていたとき、玉ぎよく車しやの後ろで、がたがたっ！　という物音がした。

「くそ！　後ろかッ！」

　ミーネが弩いしゆみを構えて振り返ると、そこにミリンが立っていた。

「物ぶつ騒そうなモノを降ろしナさい……」

「なんじゃ、お前か……」

「玉車の後ろにいた護衛兵が、やられマした。ワタシが後方の護衛にツきマす！」

「あなたが！」

　目を丸くする紫芹を見て、ミーネが首を振った。

「心配はいらん、ミリンの体術は化け物じゃ。いや、体術がなくても化け物かもしれん。その辺の兵隊など束たばになってかかってもかなわん」

「今、サラっと、ヒドイことを言いまシたね」

「酷ひどいことではない、本当のことじゃ！」

「この戦いが終わッたら、ゆっくり話し合いまショう。あなたの関節に訊ききタいことがアリます」

「聞きたいことがあるなら、わしに聞け！　関節に訊くな！」

　ミリンは何かを言いかけて、そのままくるり、と振り向くと、玉ぎよく車しやの後ろの扉から外に飛び出していった。

「なんじゃあいつは」

　ミーネの言葉が終わらぬうちに、玉車の後ろのほうで、湿った枯れ木を折ったような、ぼりっ！　という音がし、続いて人が地面に倒れる音が聞こえた。

　ミーネの表情が変わった。

「敵はすぐそこまで来ておる！　油断するな！」

　紫し芹きんは息を吞のむと、長ちよう嶺れい帝の前に身体からだを寄せた。

「紫芹……震えているの？」

「い、いえ、武む者しや震ぶるいです！　怖くもなんともありません！」

　その紫芹の腕を、長嶺帝はぎゅっと握った。

「ありがとう紫芹……お前はいつも僕のそばにいてくれた……この戦いくさが終わって、帝都に戻る日がきても、変わらず僕のそばにいて欲しい」

「は、はいっ！　おります！　この紫芹！　死ぬまでおそばにおります！　決して離しません！」

　気がつくと、紫芹の震えが止まっていた。

　玉車の周囲では、護衛の兵と承しよう安あん兵たちが、激しい戦闘を繰り広げていた。

　晴せい凛りんとシャールは、二人合わせて二百人近い承安兵を倒していた。しかし、用意してあった矢が、残り少なくなりつつあった。

　承安兵は、玉車の後ろで龍りゆう旗きを掲げている龍りゆう飛ひのところにもやってきた。

「龍飛殿は龍旗を掲げ続けよ！　代わりに我々が守る！」

　帝国軍儀ぎ杖じよう兵たちは剣を抜くと、龍飛を背にしてぐるりと並んだ。

　龍旗を倒すことで自分たちの功績になると考えた承安兵たちと、儀杖兵との間で激しい戦闘が始まった。

　きらびやかな衣装を身に纏まとった儀杖兵たちが華か麗れいに動き回って承安兵を倒していく。その後ろ、少し高くなったところで、大きな龍旗を掲げている龍飛を、真横から夕日が照らしている。

　橙だい々だい色の夕日に染まる龍旗と、それを掲げる龍飛。その周囲を、舞い踊るように戦う儀杖兵たち……。

　それはまさに一枚の絵のような光景だった。

　だが、その絵のような光景は長く続かなかった。

　儀ぎ杖じよう兵へいの囲みの外からひとりの兵士が投げた槍やりが、儀杖兵たちの頭上を飛び越えて、龍りゆう飛ひへと飛んだ。

　逃げようと思えば逃げられた。しかし、逃げるためには、掲げている龍りゆう旗きを倒さねばならない。

　龍飛は一いつ瞬しゆん迷って……そして覚悟を決めた。

　──龍旗は倒さねえ！　ここで龍旗が倒れたら、すべては終わりだ。

　こいつは帝国軍の拠より所だ！　倒しちゃならねえ！

　槍は龍飛の左肩に突き刺さった。

　激痛に意識が遠ざかりそうになった龍飛は歯を食いしばって耐えた。

　龍旗は一瞬ぐらりと傾かたむいて、そして再び持ち上がった。

「おぉおおおおおお！」

　戦っていた帝国軍の兵士の間から、安あん堵どの声が上がる。

「見ろ！　皇帝健在なり！」

「帝国はまだ戦える！　戦えるぞ！」

　龍飛は歯を食いしばって、龍旗の旗ざおを支えた。

　槍の刺さった肩の傷口からあふれ出た血が腹を伝い、足元に流れていくのがわかる。

「倒しちゃなんねえ……倒しちゃなんねえんだ……死んでも俺は立っていなくちゃなんねえんだ……」

　食いしばった歯の間から小さくつぶやきながら、龍飛は旗ざおを支え続けた。

　流れが変わりつつあった。

　中央の乱戦の中では、安あん西ざい下か尉いと部下の兵が、弓を剣や円えん匙ぴに持ち替えて戦っていた。

　龍飛が槍の痛みに耐えたように、安西下尉が粘ねばっているように、帝国軍の兵士ひとりひとりが、ほんの少しだけ伏ふせ龍たつや崇すう鳳ほうの計算よりも持ち堪こたえていた。

　中央の帝国軍が押されて下がる速度は少しずつゆっくりとなり、場所によっては押し戻しつつあった。

　温うん蕉しようの渡しから到着した増援二万の姿は、気付け薬のように一瞬だけ承しよう安あん軍の士気を押し上げたが、物理的にはまだ最前線の兵すら戦線の後方に到着したにすぎない。帝国軍に粘られて時間が経過するほど、その勢いは下がっていく。

　帝国軍はこの戦いに勝ちつつあった。

　だが、もしも皇帝が殺されることになれば、帝国軍の勝利は無に帰きす。

　両軍の死闘はいまや、皇帝の座す玉ぎよく車しやをめぐる戦いによって決しようとしていた。

　ここを守りきれば帝国軍の勝利。守りきれなければ帝国軍の敗北である。

　指し揮き車しやの前に立って剣を構えていた伏龍は、晴せい凛りんに訊きいた。

「矢はあとどれくらいある！」

「百を切った！　おそらくシャールもそのくらいだろう」

「くそ……応援を送るように近この衛え騎兵に伝令を走らせたが、間に合わんかもしれんな」

　伏ふせ龍たつはそう言って、前線の方角を見た。

　その頃、近衛騎兵は鎧よろいを捨てて剣を持ち、皇帝の玉ぎよく車しやに向かってひた走っていた。

　馬はもう使えなかった。

　兵士も疲ひ弊へいし、とても鎧を着けたまま駆かけることはできないと判断した聡そう凛りんは、部下に鎧を捨て、上着一枚で剣を持って走るように告げた。そして、自分は鎧をつけたまま、剣を担かついで部下の先頭に立って走り始めた。

　日はさらに傾かたむき、西の地平に触れようとしている。

　──間に合うか。間に合ってくれ！

　聡凛はそう願いながら戦場を駆かけた。

　その夕日を見つめて、伏龍はうなずいた。

　──虚こ仮けの計を使うしかない！

「晴せい凛りん、ミーネを借りるぞ！」

「え？」

「大丈夫、危ないことには使わない！」

　そう言うと、手に持っていた剣を鞘さやに収めて、伏龍は玉車に向かって走った。

　玉車の脇わきから乗り込んだ伏龍は、そこでミーネに呼びかけた。

「ミーネ姫！　いるか？」

　御み簾すを上げて、ミーネが顔を見せた。

「なんじゃ、伏龍、何か用か？」

　伏龍は持っていたシムールの角つの笛ぶえを差し出して言った。

「頼みがある！　角笛を吹いてくれ！」

「へ？」

　ミーネはぽかん、と口を開けた。

「角笛じゃと？　何のためじゃ？」

「角笛は吹けるんだろう？」

「うむ、シムールのたしなみじゃ。信号兵のように上う手まくは吹けんが、音を出すことはできる」

　ミーネの答えを聞いた伏龍は、ほっとしたようにうなずいた。

「そうか、よかった。玉車の後ろに行って、思い切り角笛を吹いて欲しい。そして『シムールの援軍が来たぞーッ』と叫さけんでくれ」

「援軍なんぞ、どこにも来ておらんぞ？」

　怪け訝げんな顔をするミーネに、伏龍は諭さとすように説明した。

「来ていない。でも、前線で戦っている連中にそんなことはわからない。承しよう安あん軍にもだ。角つの笛ぶえを聞いて、援軍が来た、と聞いた承安軍はひるむだろう。それが狙ねらいだ」

「要するに……ハッタリじゃな？　相変わらず姑こ息そくなやつじゃ」

　伏ふせ龍たつはにやっと笑った。

「そういうことだ。姑息な手段だが、単純なほうが策としては上等なんだ」

　ミーネは力強くうなずいた。

「わかった！　やってやる！」

「頼む！」

　ミーネは角笛を摑つかむと、玉ぎよく車しやの後ろに回った。

　そこにはミリンが立っていて、承安兵の首を明後日あさつての方向に向けているところだった。

「生まれ変ワったら、世の中を正しく見れるようになりなサイ！」

　ぼりっ！

　承安兵の目が、くるり、と白目を剝むいた。

　その兵士を投げ捨ててミリンは構えを取った。

「さあ、次ッ！」

　玉車に殺到した承安兵が、ずざざっ、と後ずさりをする。

「……相変わらずエゲツない技を使うのう、ミリンは……」

　ミーネはそうつぶやくと、角笛を取り出し、口に当てた。

　角笛には、いわゆるクラリネットのようなリードになる部品はついていない。口金があるだけだ。ただ吹いても音が出るものではない。金管楽器のように、唇くちびるを震ふるわせて音を出すのである。

　深呼吸して、吹こうと思った、そのとき。

「パプゥーン！　パプゥーン！　パプゥーン！」

　高らかに角笛が響き渡った。

　ミーネは目を丸くして角笛を見た。

「わしは何もしておらんぞ？　まさかこいつ、ひとりでに鳴る、魔法の角笛か？」

　角笛の音はまだ続いていた。

　それは征せい古こ原げんの丘に折り重なるように響き合い、いくつもの音となって聞こえてきた。

　そして、ミーネは目を見開いた。

「いや、違う！　この角笛の音は北から聞こえてくる！　北の、丘の向こうからじゃ！」

　ミーネは玉車の屋根によじ登ると、北の稜りよう線せんを眺ながめた。

　そこに、ぽつん、と何かが浮かび上がった。

　──あれは？　……。

　その、ぽつん、と浮かび上がったものが増えていく、ひとつ、二つ、十、二十、百……。

　ミーネは叫さけんだ。

「援軍じゃーっ！　シムールの援軍が来おったぞーっ！　見ろ！　北じゃ！　北からシムールの援軍が来たーっ！」

　玉ぎよく車しやの前でミーネの声を聞いた伏ふせ龍たつは、感心したように、うんうん、と、うなずいた。

「すげえな、迫はく真しんの演技だ。ミーネにあんな特技があるとは思わなかったぜ」

　晴せい凛りんの声がした。

「ミーネ！　それは本当か？」

　それを聞いた伏龍は飛び上がった。

　──いけね！　晴凛に説明するのを忘れていた！　ミーネのやつ、晴凛に聞かれたら、本当のことを言っちまう！

　だが、ミーネの言葉は変わらなかった。

「本当じゃ！　見ろ！　あれはタッケイの旗じゃ！　見ろ！　シャンの旗もある！　おお、全部だ！　全部の支族の旗がある！　エオル王のやつ、シムール十二支族すべてを連れてきおった！」

　その声に重なるように、再び角つの笛ぶえの音が響き渡った。

　その音はさっきの音よりもはるかに大きく、そして力強かった。




　角笛の音は承しよう安あん軍の本陣まで聞こえていた。

「崇すう鳳ほうはん！　あの音は！」

「あれはシムールの角笛です。私は北域で何度も聞いたことがあります。間違いありません」

　鳳ほう鶴かくは目を見開いた。

「シムールやて？　だったら、北域王の仲間でっか？　敵に応援が？」

　崇鳳は笑ってみせた。

「いえいえ、そんなはずはありません。シムールは帝国の仇きゆう敵てきで、異民族です。いかに北域王の力があれど、こんな帝都の近くにシムールの大部隊をつれてくることはできません。

　街道沿いにある関せき所しよが、決してシムールを通しはしないでしょう」

「そやかて、北域王の配下にシムール騎兵がおりまっせ？　あいつらかて、関所を越えてきとるやないですか」

「ほんの数千に過ぎません。儀礼上の兵に過ぎませんよ」

　崇鳳はそう言うと、馬ば鹿かにしたように付け足した。

「あれはおそらく、敵の軍師が考えた虚こ仮け脅おどしです。

　たとえ兵が無くとも、角笛さえあれば、シムールの兵が来たように思わせることができます。しょせん、その程度の策しかないということです！　戦いは数だ！　数です！　数なのです！」

　そして、崇鳳は胸の中で叫さけんだ。

　──勝った！　勝ったぞ！　我が前にひれ伏せ！　神しん流りゆう千せん斗と！

　勝利を確信している間にも、再び角つの笛ぶえが響いた。

　崇すう鳳ほうは哄こう笑しようした。

「わはははは無む駄だ無駄ぁ！」

　その哄笑をさえぎったのは、ひとりの伝令の叫さけびだった。

「北の稜りよう線せん上にシムール騎兵と思われる敵出現！　数、およそ二万！　味方は総崩れです！」

「は？」

　哄笑した口のまま、崇鳳は固まった。

　居並ぶ将軍たちは一斉に立ち上がった。

「ホンマか！」

「えらいこっちゃ！　シムールが来よる！　騎兵じゃ！　あっという間にここまで来よるぞ！」

「あいつらは夜目が利く！　ぼやぼやしとったら、皆殺しじゃ！」

「川じゃ！　川へ逃げぇ！　騎兵は川を渡れん！」

　承しよう安あん軍の本陣は大混乱になった。

「噓うそだ！　そんなことができるわけがない！　私は信じない！　私は信じないぞ！

　こら！　逃げるな！　進め！　皇帝があそこにいるんだ！　帝都はその向こうにある！　見えるんだ！　見えるんだぞ、帝都が！

　お前ら、ここまで来てあきらめるのか！　意地はないのか、意地は！」

　わめく崇鳳を見て、鳳ほう鶴かくは冷たく言った。

「意地なんてモン最初からあらへん、わしらは欲でここまで来たんじゃ。意地で戦いたかったらひとりでやんなはれ。

　あんさんに、どないな意地があったか知らんが、そんなもんに義理立てする理由はこれっぽっちもないわな……」

　そして、鳳鶴は笑った。

「あんさん、運が無かったな……わしらもここまでや。その娘っ子連れてはよ逃げ。もうじきここは、逃げてきた兵隊でえらいことになるで」

　鳳鶴はそう言うと、そそくさと本陣を出ていった。

「……馬ば鹿かな……馬鹿な……私は信じない、私は信じないぞ……私は……」

　ブツブツ、と繰り返す崇鳳のところに、やってきたのは面めん涼りようだった。

「崇鳳さん！　早く！　逃げるんです！」

「え？　……逃げる？」

　うつろな目でオウム返しをする崇鳳のところに、ムルトが駆かけ寄ってくる。

　ムルトは崇鳳の前で立ち止まると、全身の体重をかけて、右手で崇鳳の左頰を殴なぐりつけた。

　ぐげしっ！

　湿ったタオルを思い切り机に叩たたきつけたような音と共に、崇すう鳳ほうがひっくり返る。

「おごわっ！」

　声にならない悲鳴を上げた崇鳳は、目を見開いてムルトを見つめた。

「グ、グーで殴なぐったッ！」

「グーで殴りました！　お望みとあればパーで平手打ちするですよ！　それともチョキで目を潰つぶしますか？　しっかりするです！　呆ほうけている暇あったら逃げるです！　ムルトは何度もこういう場面で逃げてきました！　ご主人様！　ムルトの言うことを聞いて一いつ緒しよに逃げるです！」

「僕もそう思います。ひとまず長ちよう陽ようの渡しまで下がりましょう。そこから船に乗って南に逃げるんです。月つき原はら弦げん斉ざい様のお知恵を借りてみては」

　面めん涼りようはそう言って、右手を差し延べた。

　崇鳳はその手を握って立ち上がった。

　ムルトに殴られた頰ほおが、じんじん、と熱かった。







　　　終章







「終わったようだね。喧けん騒そうがどんどん遠くなっていく」

　長ちよう嶺れい帝の言葉を聞いた瞬しゆん間かん、それまで紫し芹きんを支えていた緊張の糸が切れた。

　ぐらっと、紫芹の身体からだが斜めに傾かたむく。

「危ない、紫芹！」

　長嶺帝は慌あわてて紫芹の身体を支えようとするが、幼い皇帝もまた、長い一日の緊張が切れて足元がおぼつかない。二人は互いに互いを抱きしめるようにして、玉ぎよく車しやの床に、ぺたん、と座り込んだ。

「も、申し訳ありません、陛へい下か！」

　慌てて離れようとする紫芹の服の袖を、長嶺帝はぎゅっと握った。

「陛下？」

　長嶺帝は答えずに、紫芹の胸に額ひたいを押し付けた。

　紫芹はぎこちなく、長嶺帝の頭を抱かかえるようにして抱きしめた。

『勝った』という感慨はなかった。紫し芹きんの胸の中にあったのは『生き延びた』という想いと、そして自分の腕の中にある、長ちよう嶺れい帝の温かさと重さを失わずに済んだという、安あん堵どの想いだけだった。




　丘の稜りよう線せんに並んだシムールの騎馬兵の姿を見た承しよう安あん軍は、凍りつくように動きを止め。そして……次の瞬しゆん間かん、一気に崩壊した。

　それはもう、見事としか言いようがない崩壊ぶりだった。

　数万の軍勢が一いつ瞬しゆんにして、逃げ惑う群集に変わったのだ。

　今まで目の前で立ちはだかり、棍こん棒ぼうを振りかざしていた巨人が、一瞬にして土くれに変わり、全身に割れ目が入って、崩れ落ちていく光景を見るようだった。

　征せい古こ原げんの稜線に並んで、承安軍の敗走を見下ろしていたエオル王に、スンタタが訊きいた。

「追撃はせんのかね？」

　エオル王は首を振った。

「しない。言っただろう？　シムールは直接戦闘には加わらないと」

「それはそうだが……後こう顧この憂うれいを断つにはここで一撃加えておくべきではないかな？」

「それは晴せい凛りんと長嶺帝の仕事だ。我々はここに来ただけだ。この征古原に、戦見物に来ただけの通りすがりだ。それを忘れんでくれ」

　スンタタは笑った。

「十二支族の精せい鋭えい兵、二万を引き連れて戦場見物もあるものか。そんな言い訳、誰が信じる」

「信じてもらえんでも構わんよ。だが、現実に帝国の反乱は治まり、長嶺帝は生き延びた。そして、シムールの力を借りたという事実は残ってしまうだろう。

　決してよい方向には作用しないだろうがね……帝国はこの後が大変だ。晴凛とあの伏ふせ龍たつという男次第だ。まあ、何とかするだろうとは思うがね」

　スンタタは、遠く沈む夕日に照らされて赤く輝いている帝都の城壁を眺ながめてつぶやいた。

「それにしても、帝国のこんな奥までシムールの軍が入ってきたのは初めてだ。よくもまあ、帝国と戦争にならなかったものだな」

　エオル王は真剣な顔になった。

「この国は規則と法で動いている。法が許せば、たとえシムールの軍勢であっても関せき所しよは通れるのだ。

　あの、長嶺帝の名前を書いた紙切れ一枚が力を持つ。帝国とはそういう国だ……たとえ中央が腐ろうとも、反乱が起きようとも、帝国が崩壊しないのは、この制度がしっかり生きているからだ。私は改めて、帝国の恐ろしさを思い知った」

「どういうことだ？」

　怪け訝げんな顔をするスンタタを見て、エオル王は言った。

「わからんのか？　帝国では法と規則さえ定まれば、すべての資産、老若男女すべての臣しん民みんを戦いに振り向けることができる国なのだ」

　スンタタは絶句した。

　その顔を見て、エオル王は笑った。

「こうしてみると、侘タ瑠ル徒トの戦いがすべてだったのだ。あれでタッケイ族らが侘瑠徒を落とせなかったことで、シムールの内部で『いっそこの機会に帝国を滅ぼしてしまえ』という声が小さくなった。

　あのとき、侘瑠徒に晴せい凛りんという人間がいた。私はそれをテンジンに感謝すべきだろう。

　他の誰も彼の代わりにはならない。あれは晴凛とミーネだからこそできたのだ。

　確かに、あのとき帝国に戦いを挑いどめば、ひょっとしたらシムールの領土は拡大できたかもしれん。しかし、無法地帯と荒野が広がったとして、果たしてそれでシムールが豊かになったと思うか？」

　スンタタは首を振った。

「思わん……あのときは気付かなかった、だが今は知った」

「疲ひ弊へいし瓦が解かいした帝国を滅ぼして、何が手に入る。ひとときの満足感と引き換えに、緩ゆるやかな滅亡を受け入れるだけだ。さあ、帰るぞ。我らの祖そ霊れいの統すべる地に！」

　エオル王は右手を上げた。

　撤てつ収しゆうを告げる角つの笛ぶえが響き渡った。




「あれは……撤収の角笛じゃ！　見ろ！　エオルたちが帰っていく！」

「あれは……兄ですね。タッケイの旗の下もとにいます！」

　ミーネとシャールを見て、晴凛は感心したようにつぶやいた。

「相変わらず、よく見えますね」

「シムールの目をなめるな！」

　ミーネはそう言った後で、怪け訝げんそうに訊きいた。

「で？　結局、エオルたちは何をしに来たんじゃ？」

　伏ふせ龍たつはにやっと笑った。

「さあね、戦場見物じゃないのか？　野次馬だよ」

「二万の兵を連れて野次馬に来たというのか！　馬ば鹿か馬鹿しい！」

　晴凛はしばらく考えていたが、やがてはっと顔を上げた。

「伏龍さん……あのときの書類をエオル王にも渡していたんですね？」

「ああ、もしものときに、助けてもらえるかと思ってね……」

　ミーネが怪訝な顔になった。

「あのときの書類？　何のことじゃ？」

「シムールの部隊を連れて、関せき所しよを通る許可証ですよ。長ちよう嶺れい帝の御署名をいただいた綸りん旨じをいくつか用意しておいたんです」

「そのうちのひとつを、エオル王に届けておいたってわけさ。例によってお忍びで来るのがいいところぐらいに思っていたんだが……まさか本当に軍勢を連れて乗り込んでくるとは思わなかった……何はともあれひと段落だな。騎兵と歩ほ兵へいを再編成して、防備を固めるぞ！

　敵の夜襲も考えられる！　各部隊の指揮官を集合させるラッパを吹け！　引き太だい鼓こを叩たたけ！　戦いは終わりだ！」

　日没の空に、ラッパの音と太鼓の音が響き渡った。

　旗手を交代した龍りゆう旗きの下で、手当てを受けている龍りゆう飛ひや儀ぎ杖じよう兵へいたちを見ていた晴せい凛りんは、秋の空に浮かぶ、夕日に照らされた雲を見上げた。

　──僕たちは勝った。いや、勝たせてもらった。

　でも、勝ちは勝ちだ。流れが変わったのは間違いない。

　これで南域の反乱も下火になっていくだろう。

　あとは長ちよう嶺れい帝を帝都までお送りして、帝都の大掃除だ。

　晴凛は胸の中で大きなため息をついた。

　この戦いよりも、そっちのほうが大変かもしれない。




　征せい古こ原げんのあちこちに、戦い終わった戦場を照らすたいまつの灯あかりが、ひとつ、またひとつと灯ともり始めていた。







　　　あとがき




『ご主しゆ人じん様さまは山やま猫ねこ姫ひめ11　南なん北ぼく雌し雄ゆう決けつ戦せん編へん』いかがでしたでしょうか？　あとがきからお読みになる方のために、この巻の内容を簡単に説明しますと。

『北ほく域いき国こく軍と帝国軍の残存部隊が合流した帝都防衛軍率いる伏ふせ龍たつと、南域の反乱軍である承しよう安あん軍を率いる崇すう鳳ほうこと沢さわ樹ぎ延えん銘めいとの、征せい古こ原げんにおける攻防戦』

　ということになります。

　この『ご主人様は山猫姫』のように戦争を描く物語は「戦記もの」と呼ばれます。

　戦記ものを書く方法は、個人の戦いぶりを描く「戦闘」と、部隊の戦いぶりを描く「戦術」と、そして国家がその戦争に勝つためにどう動くのか、という「戦略」の、三つの視点があります。

『山猫姫』の場合は、この三つの視点をすべて使っています。晴せい凛りんや聡そう凛りんで「戦闘」を描き、弓兵部隊の安あん西ざい下か尉いや伏龍で「戦術」を描き、そしてエオル王で「戦略」を描いてきたわけです。

　ライトノベルではキャラクターの描写を重視しますから、読者を楽しませるメインになるシーンは、主人公の個人的な「戦闘」です。

　主人公の個人的な戦闘を魅力的に描き出すことができれば、それで目的は達成できるわけです。「戦術」や「戦略」に関しては、さほど重要視されません。

『山やま猫ねこ姫ひめ』は、晴せい凛りんの弓無む双そうの戦闘シーンを格好よく、ミーネとシャールとの三角関係ラブコメシーンを面白く書いてあればライトノベルとして十分成立したのだと思います。

　でも、私は欲張りなオヤジですから、それだけでは物足りないのです【笑】

　キャラクターの戦闘シーンだけでなく、軍師である伏ふせ龍たつと崇すう鳳ほうの二人が色々考える裏の読み合いや、駆け引き。何万という軍勢を意のままに動かす様子。エオル王が見据える「国家」の行く末。流通と交易が変えていく人々の価値観。移り変わっていく歴史。などの色々な面白さを盛り込まなくては満足できないのです。

　私が『山猫姫』で書きたかったのは、晴凛という一人の若者の物語であるのと同時に、脳内にある「延えん喜ぎ帝国」という国家の歴史だったのかもしれません。

　……みたいなことをあとがきで書くと、まるでこの巻で『山猫姫』が終わってしまうようですがまだ続きます。次の12巻が『ご主人様は山猫姫』の最終巻になる予定です。

『山猫姫』の次のシリーズは、この『山猫姫』の世界からおよそ五十年後の延喜帝国を舞台にした海洋冒険物語を書こうと思っていますが、とりあえず今はこの話をどう終わらせるか、広げた風呂敷を綺き麗れいに畳むことに傾注したいと思っております。




　最後になりましたが、今回もまた、承安軍との戦いの戦闘シーン描写はゲームデザイナーの銅あかがね大だい氏に。ミーネや紫し芹きん、ムルト、という女の子のキャラクター描写については椎しい出で啓けい氏の協力をいただいております。

　そして、何より『山猫姫』のキャラクター構築については、イラストを描いていただいた春日かすが歩あゆむさんのおかげと言っても過言ではありません。

　ミーネは私の脳のう内ないで作り上げたキャラですが、実際に喜き怒ど哀あい楽らくを浮かべた、一人の少女としてのミーネが生まれたのは、春日さんのイラストを見た瞬間でした。

　その瞬間から、私の脳内で走り回り、会話するミーネはすべて春日さんのお描きになったミーネに変わってしまったのです。

『山猫姫』がここまで続いたのは、まさしくイラストの力あってのことです。

　誰よりも苦労を掛けどおしの電撃文庫編集部の高たか林ばやし君にも、心よりの感謝を述べてあとがきを終わらせたいと思います。


（あと一冊が果てしなく遠い）鷹たか見み一かず幸ゆき
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